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紹
介
事
例
一
覧
と
概
要

熊
野
古
道
を
含
む
熊
野
の
ツ
ー
リ
ズ
ム

一
般
社
団
法
人 

田
辺
市
熊
野
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー

世界に開かれた 
持続可能な観光地を目指して

P.71

青
森
の
黒
に
ん
に
く

協
同
組
合
青
森
県
黒
に
ん
に
く
協
会

白い規格外品を加工して 
世界で認められる黒い健康食品に

P.21

十
勝
川
西
長
い
も

帯
広
市
川
西
農
業
協
同
組
合

国内の環境を整えていたからこそできた 
海外への輸出

P.11

■

長
い
も
が
十
勝
川
西
で
作
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
ま
で

■

輸
出
の
メ
リ
ッ
ト

■

公
の
枠
組
み
を
活
用
し
て
根
づ

か
せ
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド

■

常
に
未
来
を
見
据
え
た
取
り
組

み
が
必
要
。
次
世
代
の
若
者
の

た
め
に

■

孫
子
の
代
ま
で
長
い
も
を
作
っ
て

暮
ら
し
て
い
け
る
体
制
作
り
を

■

輸
入
に
ん
に
く
の
台
頭
に
よ
る

危
機
感
か
ら
新
た
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
へ

■

地
元
業
者
の
連
携
で
黒
に
ん
に

く
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
、
雇

用
増
な
ど
の
成
果
を
生
む

■
「
Ａ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
」
の
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
海
外
進
出

■

名
実
と
も
に
青
森
の
地
域
ブ
ラ

ン
ド
に
な
る
た
め
の
準
備

■

１
社
で
な
く
地
域
で
取
り
組
ん 

だ
こ
と
が
成
果
に
つ
な
が
っ
た

■

黒
だ
け
で
な
く
白
も
～
青
森
県

の
に
ん
に
く
の
生
産
拡
大
と
高

付
加
価
値
化
を
す
す
め
て
県
内

２
位
の
農
林
水
産
品
に

■

熊
野
古
道
に
外
国
人
観
光
客
を

呼
び
込
む
た
め
の
き
め
細
か
な

受
け
皿
づ
く
り

■

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
よ
り
先
に
外

国
人
観
光
客
受
入
環
境
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
図
る

■

ス
ペ
イ
ン
の
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・

デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ー
ラ
市
観
光

局
と
の
「
巡
礼
の
道
」
共
同
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

■

海
外
で
の
知
名
度
向
上
と
新
た

な
課
題

■

世
界
に
開
か
れ
た
「
上
質
な
観

光
地
」
を
め
ざ
し
た
結
果
、
誇

り
を
持
っ
て
み
ん
な
が
関
わ
る

街
に
変
化



下
関
ふ
く

下
関
唐
戸
魚
市
場
仲
卸
協
同
組
合

下関の美味しいトラフグを 
世界へ

P.31

八
女
伝
統
本
玉
露

八
女
伝
統
本
玉
露
推
進
協
議
会

この一滴のＹＡＭＥが 
世界を虜にする飲み物になるには

P.41

有
田
焼

有
田
焼
卸
団
地
協
同
組
合

外国人とも連携して有田焼を 
世界のＡＲＩＴＡに

P.61

今
治
タ
オ
ル

今
治
タ
オ
ル
工
業
組
合

今治タオルの価値に共感してくれる 
世界中のファンをつくる

P.51

■
「
八
女
伝
統
本
玉
露
」
が
生
ま
れ

る
ま
で

■

八
女
の
伝
統
技
術
を
行
政
や
茶

業
界
以
外
で
発
信
す
る
た
め
、

ト
ッ
プ
ク
リ
エ
イ
タ
ー
ら
に
よ

る
「
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ｅ
」

を
結
成

■

宇
治
に
負
け
な
い
実
力
の
八
女

伝
統
本
玉
露
を
知
ら
し
め
る
た

め
、
世
界
の
ス
ー
パ
ー
ブ
ラ
ン

ド
を
目
指
す

■

１
０
０
年
後
も
存
続
す
る
た
め

の
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
ブ
ラ

ン
ド
作
り

■

海
外
駐
在
の
日
本
人
の
ニ
ー
ズ

を
捉
え
て
身
欠
き
に
し
た
ふ
く

を
海
外
に
輸
出
、
最
初
は
ア
メ

リ
カ
へ
、
現
在
は
東
南
ア
ジ
ア

が
ね
ら
い
ど
こ
ろ

■

Ｇ
Ｉ
の
取
得
で
信
頼
と
差
別
化

を
図
る

■

輸
出
を
有
利
に
進
め
る
た
め
の

制
度
を
活
用

■

商
標
登
録

■

今
後
の
下
関
ふ
く
の
輸
出
・
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
対
策

■

外
国
人
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
活
用
し
て

有
田
を
激
変
さ
せ
る
器
が
生
ま
れ

る
ま
で

■

説
得
の
後
に
作
ら
れ
た
新
し
い

有
田
焼
で
世
界
か
ら
日
本
へ

■

百
田
陶
園
の
１
６
１
６
か
ら
有
田

の
２
０
１
６
／
に

■

補
助
金
が
あ
る
あ
り
が
た
さ
を
感

じ
つ
つ
、
自
分
た
ち
の
や
り
た
い

事
業
を
自
分
た
ち
が
や
る
こ
と
が

基
本

■

バ
ラ
バ
ラ
で
も
思
い
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
う
ま
く
い
っ
た

■

こ
れ
か
ら
の
有
田
焼
は
・
・
・

■

産
地
の
衰
退
を
乗
り
越
え
て
今
治

タ
オ
ル
の
リ
ブ
ラ
ン
ド
化
と
海
外

展
開
を
同
時
進
行

■

消
費
者
に
安
心
・
安
全
・
高
品
質

の
今
治
タ
オ
ル
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略

■

海
外
へ
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ

■

今
治
タ
オ
ル
と
今
治
市
へ
の
共
感

を
大
切
に
「
ｉ
ｍ
ａ
ｂ
ａ
ｒ
ｉ
か

ら
世
界
へ
」
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地域団体商標を含む関連制度の概要

制度紹介編

1

２０１６／ 店内（有田焼より）
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◆
制
度
紹
介
の
前
に 

―
―
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
は
？

制
度
紹
介
に
入
る
前
に
、
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
は
何
か
」

と
い
う
点
に
少
し
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
ブ
ラ
ン
ド
（
ｂ
ｒ
ａ
ｎ
ｄ
）
」
は
も
と
も
と
“
焼
印
”

と
い
う
意
味
の
言
葉
で
す
。
「
そ
の
ブ
ラ
ン
ド
の
名
称
や

マ
ー
ク
を
ひ
と
目
み
れ
ば
、
そ
の
商
品
の
種
類
、
品
質
、
製

造
者
等
が
判
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
「
識
別
性
」

と
い
い
ま
す
。

優
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
は
高
い
識
別
性
を
持
っ
て
お
り
、
単
に

「
見
分
け
が
つ
く
」
と
い
う
レ
ベ
ル
を
超
え
て
、
「
そ
の
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
は
常
に
他
か
ら
は
得
ら
れ
な
い
満
足
を
自
分

に
与
え
て
く
れ
る
」
と
い
う
信
頼
性
・
安
心
感
を
も
顧
客
に

提
供
し
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
ブ
ラ
ン
ド
と
は
本
質
的

に
「
お
客
様
へ
の
約
束
」
だ
と
言
う
人
も
い
ま
す
。

「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？
前
述
の
「
お

客
様
へ
の
約
束
」
の
意
味
を
踏
ま
え
る
と
よ
く
理
解
し
て
い

た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」
と
は
、

個
人
や
企
業
で
は
な
く
地
域
レ
ベ
ル
で
生
み
出
さ
れ
る
独
自

の
商
品
価
値
に
よ
っ
て
顧
客
の
期
待
や
信
頼
に
応
え
続
け
る

こ
と
だ
と
言
え
ま
す
。

で
は
、
こ
の
点
を
踏
ま
え
て
、
こ
こ
か
ら
先
の
制
度
紹
介

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
日
、
各
地
域
に
存
在
す
る
資
源
（
農
産
物
・
海
産
物
、

特
産
品
、
歴
史
・
文
化
、
自
然
・
風
土
、
観
光
地
等
）
を
活

用
し
て
、
地
域
の
産
品
・
商
品
等
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
り
、

地
域
か
ら
全
国
・
海
外
へ
情
報
発
信
す
る
な
ど
し
て
、
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
す
る
動
き
―
―
地
域
ブ
ラ
ン
ド

創
り
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。

九
州
は
じ
め
日
本
の
各
地
に
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
〝
タ
ネ
”

と
な
る
資
源
が
豊
富
に
存
在
し
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
創
り
の
取

組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
現
場
で
は
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド

を
生
み
出
す
産
地
関
係
者
の
主
体
的
な
努
力
だ
け
で
な
く
、

国
・
自
治
体
、
産
業
支
援
団
体
、
民
間
団
体
等
に
よ
る
支
援

活
動
が
積
極
的
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
地
域
ブ

ラ
ン
ド
創
り
に
取
り
組
む
と
き
に
は
、
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
保

護
・
活
用
の
手
段
で
あ
る
「
地
域
団
体
商
標
」
と
い
っ
た
知

的
財
産
を
効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

こ
こ
で
は
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係

性
を
持
つ
知
的
財
産
権
制
度
と
、
そ
れ
に
関
連
す
る
支
援
制

度
等
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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◆
地
域
団
体
商
標 

―
―
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
た
め
の
商
標
制
度

近
年
、
特
色
を
生
か
し
た
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
、
地
域
の
特
産
品
等
を
他
の
地
域
の

産
品
と
差
別
化
す
る
目
的
で
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
創
り

が
全
国
的
に
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
地
域
ブ
ラ
ン
ド
創
り
の
取
組
で
は
、

地
域
の
特
産
品
の
名
称
に
そ
の
産
地
の
名
前
を
冠
す

る
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
方
法
が
一
般
的
と
な
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、「
八
女
茶
」
や
「
関
サ
バ
」
な
ど
は
、

皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
「
地
域
名
＋
商
品
（
サ
ー
ビ
ス
）
名
」

を
権
利
と
し
て
登
録
し
保
護
す
る
制
度
と
し
て
、「
地

域
団
体
商
標
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
育
成
に
資
す
る
た
め
、
平
成
１
８

年
４
月
１
日
に
開
始
さ
れ
、
平
成
２
８
年
４
月
で
制

度
開
始
か
ら
１
０
年
を
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
地
域
団
体
商
標
は
、
下
図
に
示
し
て
い
る
と

お
り
、
平
成
２
９
年
２
月
末
ま
で
に
全
国
で
６
０
０

件
の
登
録
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

地域団体商標MAP
平成29年2月28日までに登録された商標（600件）
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和歌山
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岐阜
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新潟
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静岡

山梨

群馬 栃木

埼玉

東京

茨城

千葉

福島

山形
宮城

岩手

青森

秋田

長崎

九州
【福岡県】

●博多人形●小石原焼●博多織●上野焼
●八女提灯●合馬たけのこ●八女茶

●福岡の八女茶●八女福島仏壇●博多なす

●久留米かすり●久留米絣●原鶴温泉
●博多焼酎●博多蕾菜●はかた地どり

●福岡のり
【佐賀県】

●神埼そうめん●佐賀のり●伊万里梨

●佐賀産和牛●小城羊羹●うれしの茶
●唐津焼

【長崎県】
●長崎カステラ●五島うどん●五島手延うどん

●九十九島かき ●小長井牡蠣●五島牛

●長崎和牛●壱岐牛
【熊本県】

●球磨焼酎●阿蘇たかな漬
●熊本名産からし蓮根●天草黒牛

●黒川温泉●小国杉●くまもと畳表

●菊池温泉●杖立温泉●くまもと茶
●天草ぶり●荒尾梨

【大分県】
●関あじ●関さば●大分麦焼酎

●大分むぎ焼酎●豊後別府湾ちりめん

●豊後牛●日田梨●小鹿田焼
●豊後きのこカレー●玖珠米●岬ガザミ

●中津からあげ
【宮崎県】

●宮崎牛●宮崎ハーブ牛●宮崎の本格焼酎

●北浦灘アジ●みやざき地頭鶏●都城和牛
●高千穂牛

【鹿児島県】
●かごしま知覧茶●本場奄美大島紬

●薩摩焼●知覧茶●本場大島紬●川辺仏壇

●かけろまきび酢●知覧紅●鹿児島黒牛

●奄美黒糖焼酎●桜島小みかん●枕崎鰹節
●赤鶏さつま

沖縄
【沖縄県】

●石垣の塩●沖縄そば
●琉球泡盛●琉球びんがた

●首里織●本場久米島紬

●沖縄黒糖●八重山かまぼこ
●石垣牛●壺屋焼●宮古上布

●琉球かすり●琉球絣
●沖縄赤瓦●読谷山花織

中国
【鳥取県】

●三朝温泉●東伯和牛
●東伯牛●因州和紙

●大山ブロッコリー●日南トマト

【島根県】
●石州瓦●しまね和牛

●玉造温泉●十六島紫菜
●多伎いちじく●石見和牛肉

●隠岐牛

【岡山県】

●岡山白桃●千屋牛●湯郷温泉
●湯原温泉●備前焼●藤田レタス
【広島県】

●福山琴●広島みかん

●広島の酒●広島はっさく
●府中家具●広島かき

●高根みかん●広島レモン
●広島針●びんご畳表

●三次ピオーネ●福山のくわい

●大長レモン●大長みかん
●比婆牛

【山口県】

●下関うに●北浦うに
●長門ゆずきち●厚保くり

●下関ふく●長門湯本温泉
●赤間硯

東海
【岐阜県】

●飛騨一位一刀彫●岐阜提灯●飛騨牛乳●山岡細寒天●下呂温泉
●飛騨ヨーグルト●美濃焼●飛騨高原牛乳●飛騨春慶●飛騨アイスクリーム

●飛騨牛●郡上鮎●飛騨のさるぼぼ●美濃焼●みずなみ焼●飛騨の家具

●飛騨・高山の家具●美濃白川茶●関の刃物●飛騨の酒●長良川温泉
●美濃和紙●飛騨ほうれんそう●飛騨トマト●東濃桧●奥美濃カレー

●ひるがの高原だいこん●和良鮎
【静岡県】

●駿河湾桜えび●由比桜えび●焼津鰹節●丹那牛乳●川根茶●静岡茶

●駿河漆器●沼津ひもの●掛川茶●伊東温泉●伊豆長岡温泉●熱海温泉
●三ヶ日みかん●遠州灘天然とらふぐ●三島馬鈴薯●掛川牛●東山茶

●稲取キンメ●三方原馬鈴薯●みしまコロッケ
【愛知県】

●三州瓦●常滑焼●有松鳴海絞●三河木綿●豊橋筆●一色産うなぎ

●名古屋仏壇●蒲郡みかん●三河仏壇●西尾の抹茶●祖父江ぎんなん
●尾張七宝●瀬戸焼●豊橋うなぎ●一宮モーニング

【三重県】
●松阪肉●松阪牛●大内山牛乳●伊勢茶●伊勢たくあん●伊勢ひじき

●伊賀くみひも●伊勢うどん●みえ豚●伊勢赤どり●四日市萬古焼

●伊勢型紙●伊賀焼●美旗メロン●くわな鋳物

四国
【徳島県】

●渭東ねぎ●なると金時●徳島唐木仏壇
●鳴門らっきょ●阿波しじら織

●阿波山田錦

【香川県】
●庵治石●ひけた鰤●伊吹いりこ

●讃岐牛●小豆島オリーブオイル
【愛媛県】

●西宇和みかん●真穴みかん●菊間瓦

●西条の七草●今治タオル●道後温泉
●宇和島じゃこ天●戸島ぶり●大島石

●中山栗●宇和島鯛めし
【高知県】

●土佐打刃物●四万十川の青のり

●四万十川の青さのり●徳谷トマト
●土佐あかうし

北陸
【富山県】

●入善ジャンボ西瓜●黒部米●高岡仏具
●高岡銅器●加積りんご

●富山名産昆布巻かまぼこ●とやま牛

●大門素麺●富山湾のシロエビ
【石川県】

●加賀みそ●金沢仏壇●七尾仏壇●中島菜
●牛首紬●山代温泉●片山津温泉●和倉温泉

●加賀友禅●金沢箔●九谷焼●山中温泉

●輪島塗●粟津温泉●大野醤油●能州紬
●美川仏壇●田鶴浜建具●加賀蒔絵●小松瓦

●加賀野菜●加賀太きゅうり●加賀れんこん
●能登牛●能登大納言●沢野ごぼう●能登丼

●能登ふぐ

【福井県】
●越前漆器●越前竹人形●若狭かれい

●若狭塗箸●越前瓦●越前がに●若狭ぐじ
●若狭ふぐ●越前打刃物●越前織●越前和紙

●芦原温泉●あわら温泉●越前水仙

●越前さといも●越前・若狭の地酒

北海道
【北海道】

●十勝川西長いも●鵡川ししゃも●豊浦いちご
●はぼまい昆布しょうゆ●大正メークイン

●大正長いも●大正だいこん●苫小牧産ほっき貝

●幌加内そば●虎杖浜たらこ●ほべつメロン
●十勝川温泉●大黒さんま●めむろごぼう

●めむろメークイン●十勝和牛●北海道味噌
●東川米●びらとりトマト●十勝若牛●いけだ牛

●釧路ししゃも●大雪旭岳源水●北海道米

●ようてい男しゃく●ようていメロン●勇知いも
●十勝ナイタイ和牛

東北
【青森県】

●たっこにんにく●嶽きみ●大間まぐろ

●大鰐温泉もやし●野辺地葉つきこかぶ
●風間浦鮟鱇●十和田湖ひめます

●青森の黒にんにく●横浜なまこ
●津軽の桃

【岩手県】

●いわて牛●いわて短角和牛●南部鉄器
●江刺りんご●真崎わかめ

【宮城県】
●仙台味噌●仙台みそ●仙台牛

●仙台黒毛和牛●仙台いちご●雄勝硯

【秋田県】
●秋田由利牛●比内地鶏●秋田諸越

●白神山うど●川連漆器●三梨牛
●横手やきそば●大館曲げわっぱ

●三関せり

【山形県】
●刈屋梨●平田赤ねぎ●米沢織●米沢牛

●山形佛壇●山形おきたま産デラウエア
●置賜紬●米沢らーめん

●山形名物玉こんにゃく●蔵王かぼちゃ

【福島県】
●南郷トマト●土湯温泉●会津みそ

●大堀相馬焼

近畿
【滋賀県】

●雄琴温泉●近江牛●琵琶湖産鮎●信楽焼●近江の麻●近江ちぢみ●高島ちぢみ●モリヤマメロン●彦根仏壇
●甲賀のお茶●草津メロン

【京都府】

●間人ガニ●舞鶴かまぼこ●京人形●鴨川納涼床●京あられ●京おかき●京石工芸品●京仏壇●京都名産すぐき
●京都名産千枚漬●京つけもの●京漬物●北山丸太●京雛●京印章●京仏具●京甲冑●京房ひも●京くみひも

●京表具●京小紋●京友禅●京仕立●西陣爪掻本綴織●西陣御召●西陣金襴●京鹿の子絞●京扇子●京うちわ
●京念珠●京味噌●宇治茶●京都肉●京飴●京せんべい●京石塔●京都米●京の伝統野菜●京とうふ●誂京染

●京たんご梨●京菓子●湯の花温泉●京焼・清水焼●京たたみ●北山杉●京の色紙短冊和本帖●京漆器

●京竹工芸●京象嵌●京陶人形●万願寺甘とう●京和装小物●京七宝●京染●丹後とり貝●保津川下り
●舞鶴かに●京手描友禅●京ゆば●京装束●京神具

【大阪府】
●大阪欄間●和泉木綿●泉州タオル●大阪泉州桐簞笥●大阪仏壇●泉州水なす●堺刃物●堺打刃物●泉だこ

●堺線香●八尾若ごぼう

【兵庫県】

●豊岡鞄●播州毛鉤●淡路瓦●豊岡杞柳細工●灘の酒●城崎温泉●加西ゴールデンベリーＡ●明石鯛●龍野淡口
醤油●三田肉●三田牛●須磨海苔●神戸ビーフ●神戸肉●神戸牛●播州そろばん●但馬牛●但馬ビーフ●但馬牛

●淡路ビーフ●有馬温泉●播州織●三木金物●東条産山田錦●播州針●淡路島たまねぎ●出石皿そば●淡路島３
年とらふぐ●丹波篠山黒豆●姫路おでん●丹波篠山牛●黒田庄和牛●神戸シューズ●たじまピーマン

【奈良県】
●高山茶筌●吉野材●吉野本葛●吉野葛●大和肉鶏●吉野杉●吉野桧●吉野割箸●吉野杉箸●平群の小菊

●結崎ネブカ
【和歌山県】

●有田みかん●紀州みなべの南高梅●紀州備長炭●和歌山ラーメン●しもつみかん●紀州うすい

●すさみケンケン鰹●紀州箪笥●紀州梅干●南紀白浜温泉●龍神材●紀州勝浦産生まぐろ●紀州ひろめ

関東・甲信越
【茨城県】 【栃木県】

●本場結城紬●笠間焼 ●本場結城紬●塩原温泉
●鬼怒川温泉●川治温泉

●中山かぼちゃ●益子焼●氏家うどん

●真岡木綿

【群馬県】

●高崎だるま●上州牛●伊香保温泉●草津温泉●十石みそ●桐生織

●群馬の地酒●嬬恋高原キャベツ●四万温泉
【埼玉県】

●江戸木目込人形●岩槻人形●草加せんべい●武州正藍染●西川材
●北本トマトカレー

【千葉県】

●房州びわ●八街産落花生●市川のなし●市川の梨●富里スイカ●矢切ねぎ
●小湊温泉●安房菜の花●船橋にんじん●銚子つりきんめ●しろいの梨

●勝浦タンタンメン●船橋のなし●鴨川温泉

【東京都】
●稲城の梨●江戸甘味噌●江戸押絵羽子板●江戸衣裳着人形

●江戸木目込人形●江戸木版画●江戸甲冑●江戸指物●江戸切子
●江戸からかみ●東京銀器●東京染小紋●江戸更紗●東京無地染

●江戸小紋●東京手描友禅●かっぱ橋道具街

【神奈川県】
●松輪サバ●湯河原温泉●足柄茶●横濱中華街●鎌倉彫●小田原蒲鉾

●小田原かまぼこ●小田原ひもの
【新潟県】

●小千谷縮●小千谷紬●新潟清酒●安田瓦●新潟茶豆●越後上布

●加茂桐簞笥●村上木彫堆朱●越後湯沢温泉●亀田縞

【山梨県】

●甲州手彫印章●やはたいも●南部の木●甲州水晶貴石細工●大塚にんじん

【長野県】
●市田柿●蓼科温泉●信州鎌●飯山仏壇●木曽漆器●佐久鯉●上田紬

●信州サーモン

海外
【イタリア国】

●PROSCIUTTO DI PARMA
【カナダ国】

●カナダポーク

【中国】
●鎮江香醋

全国の地域団体商標

（提供：特許庁）
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◆
地
域
団
体
商
標
を
登
録
す
る
に
は

（
本
項
の
記
述
は
、
九
州
経
済
産
業
局
『
地
域
ブ
ラ
ン
ド

実
践
者
必
携
Ｇ
Ｕ
Ｉ
Ｄ
Ｅ 

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
：
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化

を
実
現
す
る
た
め
の
コ
ツ
と
地
域
団
体
商
標
登
録
の
す
す

め
』［
平
成
２
７
年
９
月
］
か
ら
の
一
部
引
用
で
す
。）

□
地
域
団
体
商
標
の
登
録
の
ポ
イ
ン
ト

地
域
団
体
商
標
と
し
て
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
「
地
名

＋
商
品
（
サ
ー
ビ
ス
）
名
」
か
ら
な
る
商
標
は
、「
登
録
主

体
の
適
合
性
」、「
商
標
の
周
知
性
」
及
び
「
地
域
名
と
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
と
の
密
接
関
連
性
」
な
ど
の
要
件
を
満
た
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。

□
登
録
主
体
に
つ
い
て

出
願
団
体
が
登
録
主
体
の
条
件
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
現
在
、
出
願
・
登
録
で
き
る
の
は
、
法
人
格
を

有
し
、
農
業
協
同
組
合
や
漁
業
協
同
組
合
な
ど
の
特
別
の
法

律
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
組
合
と
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る

地
域
活
性
化
に
中
心
的
に
取
り
組
む
商
工
会
、商
工
会
議
所
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
す
。
な
お
、
出
願
人
が
、
そ
の
構
成
員
に
使

用
さ
せ
る
商
標
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

□
周
知
性
に
つ
い
て

地
域
団
体
商
標
は
登
録
要
件
と
し
て
、
一
定
範
囲
の
需
要

者
に
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
周
知
性
の
証
明
は
、
商
標
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
商
標
が
出
願
人
等
の
も
の
と
し
て
、
一
定
程
度
の
需
要

者
の
間
に
広
く
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
資
料

に
よ
り
行
い
ま
す
。
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
性
質
か
ら
し
て
、
単

な
る
販
売
や
広
告
の
実
績
だ
け
で
は
な
く
、
い
か
に
需
要
者

の
心
に
深
く
入
り
込
ん
で
、
魅
力
あ
る
も
の
と
し
て
映
っ
て

い
る
か
な
ど
、
供
給
者
と
需
要
者
の
双
方
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
成
立
し
て
い
る
か
否
か
と
い
っ
た
点
が
重
要
で

す
。

□
地
域
の
名
称
と
商
品
（
サ
ー
ビ
ス
）
に
密
接
な
関
連

性
が
あ
る
こ
と

「
地
域
団
体
商
標
」
の
地
域
の
名
称
は
、
出
願
人
で
あ
る

団
体
又
は
そ
の
構
成
員
が
、
商
標
登
録
出
願
前
か
ら
出
願
に

係
る
商
標
を
使
用
し
て
い
た
商
品
（
役
務
）
と
、
密
接
な
関

連
性
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
出
願
人
」

が
「
商
標
」
を
付
け
た
「
商
品
（
サ
ー
ビ
ス
）」
を
、
そ
の

地
域
に
お
い
て
生
産
（
提
供
）・
使
用
し
て
い
る
状
況
に
つ

い
て
、
確
認
が
必
要
で
す
。

出典：いずれも、九州経済産業局『地域ブランド実践者必携 GUIDE BOOK：地域ブランド化を
実現するためのコツと地域団体商標登録のすすめ』（平成 27 年 9 月発行）

特
さ た

業 組合

合

人

地域団体商標の登録主体は、地域の名前が入った商品・サービスを主体の権利とし
て取引社会に提供する、いわば、地域の代表者となります。地域団体商標登録に際し
ては、地域を代表する主体として適格な団体か審査されます。

地域団体商標は、地域的な範囲での広がりという「横」の視点を重視します。
地域ブランド化においては、いかに需要者の心に深く入り込んで、魅力あるものとして映っ

ているかという、「縦」の視点が重要です。

（地域ブランド化を考える場合）

ラ 力 認

届い い か
魅力 として映 て

か

Ｂ県Ａ県 Ｃ県

て 告し

地域



◆
地
域
団
体
商
標
の
出
願
に
向
け
た
留
意
点 

（
本
項
の
記
述
は
、
九
州
経
済
産
業
局
『
地
域
ブ
ラ
ン
ド

実
践
者
必
携
Ｇ
Ｕ
Ｉ
Ｄ
Ｅ 

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
：
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化

を
実
現
す
る
た
め
の
コ
ツ
と
地
域
団
体
商
標
登
録
の
す
す

め
』［
平
成
２
７
年
９
月
］
か
ら
の
一
部
引
用
で
す
。）

地
域
団
体
商
標
を
構
成
す
る
「
地
域
の
名
称
」
を
、
最
初

に
き
ち
ん
と
定
め
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

知
名
度
が
上
が
っ
て
か
ら
、
も
し
く
は
商
標
登
録
後
に
名

称
を
変
更
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た

顧
客
と
の
信
頼
関
係
や
、
地
道
に
築
き
上
げ
て
き
た
旧
称
の

知
名
度
が
失
わ
れ
、
経
済
的
な
損
失
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。

そ
の
た
め
将
来
的
な
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
展
開
を
見
据
え

て
、
以
下
の
ポ
イ
ン
ト
に
気
を
配
っ
て
「
地
域
の
名
称
」
を

決
め
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

以
上
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
ど
の
地
域
で
生
ま
れ
て
育
ま
れ

た
、
ど
う
い
う
特
徴
を
持
っ
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
か
」
に
関
わ

る
こ
と
で
す
。
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
独
自
性
や
コ
ン
セ

プ
ト
に
関
わ
る
要
素
だ
と
も
言
え
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
途

中
で
変
わ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
長
期
的
展
望
を
持
っ
て
検

討
し
ま
し
ょ
う
。

「
地
域
団
体
商
標
」
の
権
利
期
間
は
１
０
年
で
す
が
、
更

新
登
録
申
請
（
更
新
料
を
納
付
）
に
よ
る
手
続
に
よ
り
、
半

永
久
的
に
継
続
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
地
理
的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
）
保
護
制
度

地
域
団
体
商
標
以
外
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
関
わ
る
知
的
財

産
権
制
度
に
「
地
理
的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
）
保
護
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。
地
域
に
は
、
長
年
に
わ
た
り
培
わ
れ
た
特
別
な
生
産

方
法
や
気
候
・
風
土
・
土
壌
な
ど
の
産
地
特
性
に
よ
り
、
高

い
品
質
と
評
価
を
獲
得
す
る
に
至
っ
た
産
品
が
多
く
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
産
品
の
名
称
（
地
理
的
表
示
）
を
知
的
財
産

と
し
て
保
護
す
る
制
度
が
「
地
理
的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
：
Ｇ
ｅ
ｏ

ｇ
ｒ
ａ
ｐ
ｈ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ 
Ｉ
ｎ
ｄ
ｉ
ｃ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
保
護

制
度
」
で
す
。
こ
の
制
度
を
所
管
し
て
い
る
の
は
農
林
水
産

省
で
あ
り
、
同
省
は
地
理
的
表
示
保
護
制
度
に
よ
っ
て
、
生

産
者
の
利
益
を
保
護
す
る
と
同
時
に
、
農
林
水
産
業
や
関
連

産
業
の
発
展
と
需
要
者
の
利
益
の
増
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｇ
Ｉ
マ
ー
ク
（
地
理
的
表
示
に
基
づ
く
登
録
標
章
）

を
貼
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
輸
出
先
国
で
も
日
本
の
真
正
な

地
域
ブ
ラ
ン
ド
産
品
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
る
た
め
、
地

域
の
特
産
品
の
海
外
展
開
に
も
役
立
ち
ま
す
。

な
お
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
名
を
地
理
的
表
示
と
し
て
登
録
す

る
と
、
地
域
共
有
の
財
産
と
な
る
た
め
、
独
占
排
他
的
な
使

用
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
団
体
と
そ
の
構
成
員
が
使
用
す
る
地
域
ブ
ラ

ン
ド
名
の
保
護
を
受
け
た
い
場
合
に
は
「
地
域
団
体
商
標
」

制
度
の
活
用
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
等
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
各
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
実
情
に
応
じ
た
制
度
を
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

◆
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
海
外
展
開
に
役
立
つ
情
報

制
度
紹
介
の
お
わ
り
に
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
海
外
で
展
開

す
る
際
に
、知
っ
て
お
く
と
役
立
つ
情
報
を
ご
提
供
し
ま
す
。

「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」
の
「
地
域
」
と
は
、「
地
域
内
」
と
い

う
よ
り
も
、
む
し
ろ
「
地
域
発
」
の
意
味
合
い
が
強
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
が
持
つ
価
値
が

魅
力
的
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
の
ブ
ラ
ン
ド
は
県
境
や
国

境
を
越
え
て
、
そ
の
価
値
に
共
鳴
す
る
世
界
中
の
人
々
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
各
地
で
の

地
域
ブ
ラ
ン
ド
創
生
が
活
発
化
す
る
ほ
ど
、
海
外
展
開
を
目

指
す
地
域
ブ
ラ
ン
ド
も
増
え
て
い
く
は
ず
で
す
。

海
外
を
目
指
す
際
に
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
い
る

情
報
を
知
っ
て
お
き
、
有
効
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◎ より狭いエリアであればあるほど、他の産地と差別化
が図りやすい
（価値を生み出しやすい、価値を伝えやすい）

◎ また、自治体単位のエリアであれば、合意形成が図り
やすい

◎ 一方で、複数の自治体にまたがる広域のエリアである
と、自治体の枠にとらわれない横断的な取り組みや事
業者同士の連携・発展が期待される（より柔軟な取り
組みができる）

エリアの捉え方

◎ 生産に携わる関係者が、合意できる地域名であること
◎ 行政や外部の有名人の発案でなく、自分たちが長く使

い続けたい、誇りを持つことができる地域名であるこ
と

地域名決定のプロセスにおける
重要ポイント

（提供：特許庁）
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6

 お役立ち情報 
■外国での商標出願

これには、パリ条約や二国間協定に基づき各国別に出願する方法と、「マドリッド協定議定書」に基づき複数国に一括出願する方法の、 
  ２種類があります。

詳しくは、特許庁ウェブサイト「国際出願」のページをご参照ください。http://www.jpo.go.jp/seido/kokusai/

■新興国等知財情報データバンク
アジアをはじめとする新興国等の知財制度・実務やライセンス事情、知財関連訴訟などに関するデータベース・サービスです。現在、中国、 

  台湾、韓国、インド、インドネシア、シンガポール、タイ、ブラジル、ベトナム、マレーシア、ロシアがカバーされています。
詳しくは、新興国等知財情報データバンクウェブサイトをご参照ください。https://www.globalipdb.inpit.go.jp/

■貿易保険
戦争や災害といった取引先国の政治・経済情勢による非常危険と、取引先の倒産・不払いといった信用危険をカバーする、いわば海外 

  ビジネスで損をしないための保険です。商品を送った後に集金できないなど、様々なリスクが補償されます。
詳しくは、独立行政法人日本貿易保険ウェブサイトをご参照ください。http://nexi.go.jp/index.html

■外国出願補助金
中小企業者等による戦略的な外国出願の促進を図るため、（独）日本貿易振興機構 （ＪＥＴＲＯ）及び各都道府県等中小企業支援センター 

  等を通じ、中小企業者等の外国出願にかかる費用を助成します。
詳しくは、特許庁ウェブサイト「中小企業等外国出願支援事業」のページをご参照ください。
https://www.jpo.go.jp/sesaku/shien_gaikokusyutugan.htm

■地域団体商標海外展開支援事業
地域団体商標に登録されている特産品、飲食品、農水産品等を対象に、海外における商標権の取得戦略の構築やライセンス展開等の海 

  外展開を支援し、世界に通用するブランド化を後押しします。
詳しくは、特許庁ウェブサイト「地域団体商標海外展開支援事業」をご参照ください。http://www.jpo.go.jp/sesaku/chiiki/

■中小企業等海外侵害対策支援事業
 ●模倣品対策支援

 海外での模倣品に関する調査から模倣品業者に対する警告文の作成、行政摘発手続き（中国商標権に限る）までの費用を補助します。
 ●海外知財係争対策支援

 海外で現地企業から知財侵害により訴えられた場合の弁護士への相談や訴訟準備・訴訟に係る費用を補助します（防衛型侵害対策支援）。
 また、冒認商標に対する異議申立や取消審判請求、訴訟等冒認商標の無効・取消係争に係る費用を補助します（冒認商標無効・取消係

争支援）。
 詳しくは、特許庁ウェブサイト「中小企業等海外侵害対策支援事業」をご参照ください。
 https://www.jpo.go.jp/sesaku/shien_kaigaishingai.htm

■農業生産工程管理（GAP）
ＧＡＰとは Good Agricultural Practice の略で、農林水産物の生産工程管理に関する認証基準のことです。これを取り入れることにより、 

  食品の安全性向上、環境の保全、労働安全の確保、品質の向上等に資するとともに、消費者や需要者への信頼の確保が期待されます。Ｇ 
  ＡＰ自体は国内外に多数ありますが、いま世界標準となっているのが１９９０年代に欧州で誕生した「グローバルＧＡＰ」です。その影 
  響力はましており、日本でも認証を受ける農場等が増えてきています。

詳しくは、農林水産省ウェブサイト「農業生産工程管理（GAP）に関する情報」をご参照ください。
http://www.maff.go.jp/j/seisan/gizyutu/gap/index.html

■ＨＡＣＣＰ（ハサップ）
ＨＡＣＣＰ（Hazard Analysis and Critical Control Point）とは、食品等事業者自らが食中毒菌汚染や異物混入等の危害要因（ハザード） 

  を把握した上で、原材料の入荷から製品の出荷に至る全工程の中で、それらの危害要因を除去又は低減させるために特に重要な工程を管 
  理し、製品の安全性を確保しようとする手法のことです。

この手法は 国連の国連食糧農業機関（ＦＡＯ）と世界保健機関（ＷＨＯ）の合同機関である食品規格 （コーデックス） 委員会から発表され， 
  各国にその採用を推奨している国際的に認められたものです。

詳しくは、厚生労働省ウェブサイト「ＨＡＣＣＰ（ハサップ）」をご参照ください。
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/shokuhin/haccp/

■知財総合支援窓口――知的財産に関する頼れるワンストップ相談先
地域ブランド創生に知財戦略を持って周到に取り組む際には、まずは各県に設置されている知財総合支援窓口で様々な質問や悩みにつ 

  いて相談してください。
所在地・連絡先等については、巻末（89 ページ）記載の【実践情報編】「取組に当たっての相談先等」をご参照ください。
詳しくは、「知財ポータル」ウェブサイトをご参照ください。http://chizai-portal.jp/area/
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海外展開や訪日外国人向けの
ブランド戦略に取り組んでいる事例

事例紹介編
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今
回
、
７
つ
の
事
例
へ
の
取
材
を
通
じ
て
、
海
外
展
開
・

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
成
果
を
上
げ
て
い
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
に

は
、
何
ら
か
の
共
通
点
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

検
討
の
結
果
、
そ
の
共
通
点
は
、
下
表
の
よ
う
に
整
理
で

き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
表
に
は
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
海
外
展
開
・
イ
ン
バ
ウ

ン
ト
を
的
確
に
進
め
、
期
待
す
る
成
果
を
上
げ
る
た
め
の

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
以
下
の
９
つ
の
要
素
を
挙
げ
て
い
ま

す
。こ

れ
を
手
が
か
り
に
、
あ
な
た
の
興
味
・
関
心
に
該
当
す

る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
事
例
を
見
つ
け
て
、
紹
介
記
事
を
お
読

み
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

8

掲
載
事
例
に
み
ら
れ
る
強
み
を
生
か
し
た
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て

カテゴリ
込められた意味

（実践ポイント）

戦略性

５年後、１０年後に向けて、地域ブランドとしての独自の価値のあり方を模索しながら、知
的財産等による価値の保護・増進に周到に取り組む姿勢。

５年後、１０年後の「目標」を粘り強く追求

他にはまねしづらい技術など独自の「強み」

国内外での認証等の取得

適応力と実践力

地域を取り巻く様々な環境変化を良い意味でバネとし、現代的な価値観の取り込みを図りつ
つ、顧客・ファンとのコミュニケーションに積極的に取り組む姿勢。

「逆境」をバネに地域の再興・発展を推進

頑固な中にも「柔軟」に新アイデアを吸収

各種「メディア」で地域の魅力をファンへ

越境センス

地域の中と外にあるリソース（各種資源）を有効に組み合わせるとともに、価値の国際展開
の可能性を信じながら、ユニークでユニバーサルなセンスを涵養する姿勢。

外国人や海外地域など「外」との交流・連携

国境を問わず現代社会の「ニーズ」に適合

「面白い、素敵」と思わせる意匠・コンセプト

ブランドとしての強み

中・長期ビジョン

知財・認証対応

前向きな危機意識

こだわりと柔軟性

情報発信・イベント

外部資源の活用

海外に通用する価値

個性的なセンス



十勝川西長いも

帯広市川西農業協同組合

国内の環境を整えていたからこそできた海外への輸出

中・長期ビジョン

前向きな危機意識

ブランドとしての強み

海外に通用する価値

知財・認証対応

青森の黒にんにく

協同組合青森県黒にんにく協会

白い規格外品を加工して世界で認められる黒い健康食品に

ブランドとしての強み

情報発信・イベント

知財・認証対応

海外に通用する価値

前向きな危機意識

下関ふく

下関唐戸魚市場仲卸協同組合

下関の美味しいトラフグを世界へ

中・長期ビジョン

前向きな危機意識

ブランドとしての強み

外部資源の活用

知財・認証対応

八女伝統本玉露
八女伝統本玉露推進協議会

この一滴のＹＡＭＥが世界を虜にする飲み物になるには

中・長期ビジョン

情報発信・イベント

ブランドとしての強み

外部資源の活用

知財・認証対応

個性的なセンス

有田焼

有田焼卸団地協同組合

外国人とも連携して有田焼を世界のＡＲＩＴＡに

中・長期ビジョン

外部資源の活用

こだわりと柔軟性

個性的なセンス

情報発信・イベント

熊野古道を含む
熊野のツーリズム
一般社団法人 田辺市熊野ツーリ

ズムビューロー

世界に開かれた持続可能な観光地を目指して

ブランドとしての強み

海外に通用する価値

前向きな危機意識

個性的なセンス外部資源の活用

今治タオル

今治タオル工業組合

今治タオルの価値に共感してくれる世界中のファンをつくる

前向きな危機意識

海外に通用する価値

こだわりと柔軟性

外部資源の活用

ブランドとしての強み
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地
域
ブ
ラ
ン
ド
創
生
を
目
指
し
て
い
る
方
々
へ 

―
― 

取
組
の
ヒ
ン
ト
（
Ｔ
ｉ
ｐ
ｓ
）
①

地
域
ブ
ラ
ン
ド
創
生
に
は
、
何
か
ら
着
手
す

れ
ば
い
い
で
す
か
？

ま
ず
、
取
組
の
目
的
（
な
ぜ
地
域
ブ
ラ
ン
ド

創
生
を
行
う
の
か
）
と
ビ
ジ
ョ
ン
（
ど
う
い
う

結
果
を
目
指
す
の
か
）
を
明
確
に
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
い
ま
地
方
創
生
の
潮
流
が
強
ま
る

中
で
地
域
ブ
ラ
ン
ド
創
り
に
取
り
組
む
地
域
が

増
え
て
い
ま
す
が
、「
他
が
や
っ
て
い
る
か
ら

我
々
も
」
で
は
な
く
、
そ
の
必
要
性
を
突
き
詰

め
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
目
指
す
と
こ
ろ

は
雇
用
増
、
人
口
増
、
地
域
へ
の
愛
着
増
進
、

観
光
入
込
客
の
増
加
な
ど
、
色
々
あ
り
得
る
と

思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
地
域
の
多
く
の
方
々
が
共

感
・
共
鳴
で
き
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
っ
て
く
だ
さ

い
。

地
域
ブ
ラ
ン
ド
創
生
を
、
ど
う
い
う
手
順
で

進
め
て
い
け
ば
い
い
で
す
か
？

決
ま
っ
た
順
序
と
い
う
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
大
き
な
整
理
と
し
て
、
①
目
的
・
ビ
ジ
ョ

ン
の
明
確
化
、
②
取
組
の
推
進
組
織
の
形
成
、

③
地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
込
め
る
独
自
の
価
値
・
魅

力
の
定
義
と
そ
れ
に
基
づ
く
商
品
開
発
、
④
主

な
顧
客
層
の
想
定
と
そ
れ
に
向
け
た
情
報
や
体

験
機
会
の
提
供
、
⑤
成
果
を
踏
ま
え
た
次
の
一

手
（
海
外
展
開
等
）
の
検
討
、
と
い
う
流
れ
が

あ
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
ら
①
～
⑤
の
中
で
い
ま

自
分
達
が
ど
こ
ま
で
到
達
で
き
て
い
る
か
を
考

え
な
が
ら
、
次
の
展
開
を
考
え
て
い
く
の
も
一

案
で
す
。

地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
独
自
の
価
値
・
魅

力
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

よ
く
地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
は「
モ
ノ
」と「
コ
ト
」

が
必
要
と
言
わ
れ
ま
す
。
モ
ノ
は
機
能
や
品
質

と
い
っ
た
物
的
な
面
で
、
コ
ト
は
物
語
性
を
指

し
ま
す
。
現
代
で
は
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
が
生
ま

れ
て
き
た
経
緯
や
背
景
の
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
さ
に

関
心
を
寄
せ
る
消
費
者
が
多
く
、
自
地
域
で
は

当
た
り
前
の
こ
と
が
他
所
で
は
特
別
な
受
け
止

め
方
を
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た

物
語
性
（
コ
ト
）
を
掘
り
起
こ
せ
ば
、
マ
ネ
さ

れ
な
い
地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
結
実
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
モ
ノ
の
魅
力
に
つ
い
て
は
、

各
都
道
府
県
の
公
設
試
験
研
究
機
関
や
大
学
と

連
携
し
、
科
学
的
な
成
分
・
性
能
分
析
を
し
て

確
認
で
き
ま
す
。

モ
ノ
と
コ
ト
の
魅
力
の
特
定
に
当
た
っ
て

は
、
色
々
な
方
か
ら
意
見
を
聴
く
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。
地
域
外
の
第
三
者
も
含
め
て
積
極

的
に
会
話
を
し
て
素
直
に
耳
を
傾
け
る
中
で
、

魅
力
的
な
地
域
ブ
ラ
ン
ド
創
り
に
向
け
た
手
が

か
り
・
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
創
生
し
よ
う
！
」
と
ひ
と
口
に
言
っ
て
も
、
い
っ
た
い
ど
う
進
め
て
い
け
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
着
手
し
た
け
れ
ど
も
、
色
々
な
問
題

や
困
難
に
直
面
し
、
そ
の
処
方
箋
が
欲
し
い
と
い
う
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
こ
で
は
、
九
州
経
済
産
業
局
が
過
去
に
開
催
し
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
関
連
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
交
わ
さ
れ
た
質
疑
応
答
の
内
容
等
に
基
づ
き
、
ヒ
ン
ト(

Ｔ
ｉ
ｐ
ｓ)

を
お
届
け
し
ま
す
。

質
問

回
答

質
問

回
答

質
問

回
答



国内の環境を整えていたからこそできた
海外への輸出

団体：帯広市川西農業協同組合

十勝支庁帯広市川西地域及びその近隣地域で生産された長いも，十勝支庁所在の
帯広市川西農業協同組合において生産及び管理された種いもを用いて十勝支庁帯
広市川西地域及びその近隣地域で生産された長いも

長いも栽培に適した厚い腐植層を持つ黒ボク土。1971 年に導入した優良種子を隔
離栽培し、優良無病の選抜・育種を繰り返し厳格に管理することで、特性を守り
続けている

十勝川西長いも   地理的表示（GI）地域団体商標

指定商品又は役務

地域との結び付き

写真提供：JA 帯広かわにし
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長
い
も
は
、
も
と
も
と
帯
広
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
作
物
で

は
な
か
っ
た
。
１
９
７
０
年
代
に
収
益
性
の
高
い
作
物
を
つ

く
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
１
．
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
試
験
栽
培
が

始
ま
り
、
次
第
に
帯
広
の
主
力
作
物
の
小
麦
や
馬
鈴
薯
、
甜

菜
よ
り
も
儲
か
る
作
物
に
成
長
し
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
生
産
量
が
増
え
て
い
っ
て
も
、
冷
蔵
設
備
や
洗

浄
選
別
ラ
イ
ン
が
追
い
つ
か
ず
、
同
じ
品
質
の
も
の
を
供
給

で
き
な
か
っ
た
。
日
本
一
の
長
い
も
の
産
地
に
な
る
に
は
、

ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
通
年
供
給
と
い
う
戦
略
を
取
る
こ
と
が
必

要
だ
っ
た
。

十
勝
の
大
型
農
業
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
す
べ

き
。
だ
か
ら
通
年
供
給
と
あ
わ
せ
て
広
域
事
業
で
の
一
元
出

荷
も
目
指
し
た
。
こ
れ
が
と
て
も
大
き
か
っ
た
。

量
は
力
に
な
る
し
、
コ
ス
ト
も
削
減
で
き
、
ネ
ー
ム
バ

リ
ュ
ー
も
で
き
る
。
コ
ス
ト
が
下
が
れ
ば
農
家
は
潤
う
。

加
え
て
、
選
果
場
の
パ
ー
ト
が
通
年
雇
用
な
の
で
、
働
く

人
に
と
っ
て
は
収
入
が
安
定
し
、
雇
用
側
に
と
っ
て
は
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
育
成
も
で
き
る
こ
と
も
メ
リ
ッ
ト
と

な
っ
た
。

Ｊ
Ａ
川
西
が
最
大
の
設
備
投
資
を
し
た
か
ら 

「
十
勝
川
西
長
い
も
」
に

長
い
も
の
命
名
に
は
、
最
初
は
生
産
者
の
理
解
を
得
る
の

が
難
し
か
っ
た
。
自
分
の
地
域
の
名
前
を
付
け
た
い
と
思
う

が
、
広
域
事
業
な
の
で
ど
こ
の
名
前
を
選
ぶ
か
が
問
題
だ
。

結
局
、「
十
勝
川
西
長
い
も
」
と
名
前
を
つ
け
た
の
は
、
Ｊ

Ａ
川
西
が
選
果
場
を
６
０
億
円
を
超
え
る
投
資
額
で
作
っ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
出
資
の
大
き
さ
が
命
名
を

決
定
づ
け
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

十勝川西長いも
（写真提供：JA 帯広かわにし）
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ブ
ラ
ン
ド
維
持
と
将
来
を
守
る
た
め 

ウ
イ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
と
輪
作 

長
い
も
の
栽
培
に
は
、
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
も
重
要
。
蝦

夷
モ
ザ
イ
ク
ウ
イ
ル
ス
は
食
べ
て
も
害
は
な
い
が
、
成
長
が 

止
ま
っ
て
し
ま
う
。
蔓
延
す
る
と
４
割
収
穫
が
落
ち
る
。
産

地
の
将
来
を
守
る
た
め
の
ル
ー
ル
と
し
て
、
種
イ
モ
に
な
る

１
年
前
に
総
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
ウ
イ
ル
ス
に
罹
病
し
た
も

の
は
す
べ
て
廃
棄
す
る
自
主
管
理
を
決
め
た
。

石
が
少
な
い
火
山
性
土
壌
は
、
長
い
も
を
成
長
さ
せ
る
に

は
適
し
て
い
る
。
し
か
し
、
湿
性
火
山
灰
土
で
水
は
け
が
悪

い
川
西
で
は
深
い
暗
渠
が
必
要
な
た
め
、
国
の
基
盤
整
備
事

業
で
土
地
改
良
を
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
優
れ
た
畑
を
子
供

の
代
ま
で
維
持
す
る
た
め
に
、
輪
作
を
す
る
こ
と
も
全
員
で

取
り
組
ん
で
い
る
。（
注
）

海
外
展
開
へ
の
き
っ
か
け 

長
い
も
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
、
生
産
効
率
も
上
が
っ
て
き
た

こ
と
で
、
生
産
農
家
、
生
産
量
も
増
え
て
１
万
ｔ
／
年
を
超

え
て
く
る
と
、
認
知
度
も
あ
が
り
、
産
地
の
供
給
責
任
が
出

て
き
た
。
ま
た
、
市
場
の
要
求
に
応
じ
た
出
荷
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
、
市
場
の
要
求
に

合
わ
な
い
規
格
外
品
が
問
題
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
農
家
の
収
入
か
ら
み
る
と
、
豊
作
の
年
ほ
ど
儲

け
が
少
な
い
と
い
う
現
実
が
あ
っ
た
。
長
い
も
が
た
く
さ
ん

と
れ
る
と
儲
か
ら
な
い
の
で
は
な
く
、
と
れ
た
分
で
儲
か
る

と
い
う
環
境
づ
く
り
を
考
え
な
い
と
な
ら
な
か
っ
た
。

１
９
９
９
年
は
豊
作
の
見
込
み
で
、
価
格
の
暴
落
が
予
想

さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
豊
作
分
を
海
外
へ
輸
出
し
て
、
国
内
市

場
か
ら
隔
離
す
れ
ば
よ
い
と
考
え
、試
験
的
な
輸
出
を
し
た
。

（ 

注 

）こ
れ
ら
が
認
め
ら
れ
、
２
０
０
６
年
に
第
３
６
回
日

本
農
業
賞
「
集
団
組
織
の
部
」、
２
０
０
７
年
第
４
６
回

農
林
水
産
祭
「
天
皇
杯
」
を
受
賞
し
、
生
産
者
の
意
識
が

上
が
っ
た
。

日本農業賞受賞
（写真提供：JA 帯広かわにし）

天皇杯受賞
（写真提供：JA 帯広かわにし）
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海
外
市
場
と
国
内
市
場
で
の
サ
イ
ズ
の
棲
み
分
け

台
湾
で
は
長
い
も
は
「
山
薬
」
と
呼
ば
れ
、
薬
膳
料
理
で

食
べ
ら
れ
る
習
慣
が
あ
り
、
大
き
く
長
い
も
の
ほ
ど
価
値
が

あ
る
。
ま
た
、台
湾
医
学
会
で
漢
方
薬
に
認
定
さ
れ
た
の
で
、

い
き
な
り
２
億
円
超
え
の
大
ヒ
ッ
ト
市
場
に
な
り
、
長
い
も

ブ
ー
ム
が
き
て
い
た
。
し
か
も
、
日
本
国
内
で
は
規
格
外
の

太
物
が
、
台
湾
・
中
華
系
の
市
場
で
は
よ
ろ
こ
ば
れ
た
の
で
、

国
内
は
２
Ｌ
、海
外
は
４
Ｌ
と
う
ま
く
棲
み
分
け
が
で
き
た
。

パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
信
頼
の
構
築

十
勝
の
生
産
者
に
対
す
る
背
任
に
な
る
よ
う
な
海
外
へ
の

安
売
り
を
せ
ず
、
台
湾
側
に
は
新
鮮
な
も
の
を
通
年
で
供
給

す
る
。
お
互
い
に
助
か
る
と
い
う
関
係
が
出
来
る
パ
ー
ト

ナ
ー
と
め
ぐ
り
合
っ
て
、
信
頼
関
係
を
築
き
、
無
茶
な
駆
け

引
き
も
な
く
、
１
８
年
続
い
て
い
る
。

作
況
予
想
の
早
期
情
報
提
供
と
輸
出
量
の
確
保

１
月
収
穫
の
長
い
も
の
作
況
は
９
月
か
１
０
月
に
わ
か

る
。
他
か
ら
先
に
情
報
が
入
ら
な
い
う
ち
に
な
る
べ
く
早
く

そ
れ
を
商
社
に
伝
え
て
、
注
文
を
と
っ
て
も
ら
う
。
な
に
よ

り
、
早
い
情
報
提
供
と
い
う
の
も
、
信
頼
関
係
に
お
い
て
は

重
要
な
こ
と
。

そ
し
て
台
湾
の
旧
正
月
に
合
わ
せ
て
、
１
２
月
は
２
交
替

制
で
注
文
に
あ
わ
せ
た
出
荷
体
制
を
整
え
て
、
海
外
に
輸
出

し
て
い
る
。
輸
出
に
よ
っ
て
在
庫
が
減
る
の
で
、
国
内
の
だ

ぶ
つ
き
が
な
く
な
り
、
大
暴
落
は
避
け
ら
れ
、
国
内
価
格
が

安
定
す
る
。集
約
し
て
や
っ
て
い
る
か
ら
可
能
な
や
り
方
で
、

帯
広
の
生
産
者
だ
け
で
な
く
、
全
国
の
長
い
も
生
産
者
も
助

か
る
こ
と
に
な
る
。

台湾出荷用の長いも（1400g）
（写真提供：JA 帯広かわにし）

国内出荷用の長いも（800 〜 1000g）
（写真提供：JA 帯広かわにし）
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主
な
輸
出
先

ア
メ
リ
カ
は
２
０
０
７
年
か
ら
輸
出
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

客
層
は
中
華
系
の
富
裕
層
が
メ
イ
ン
な
の
で
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

な
ど
西
海
岸
が
ほ
と
ん
ど
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
東
海
岸
も

あ
る
が
、
比
率
は
１
０
：
１
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
Ｆ
Ｔ
Ａ
で
関
税
ゼ
ロ
。
農
業
が
な
い
国

な
の
で
植
物
検
疫
が
な
く
、
輸
出
に
向
い
て
い
る
。
４
０

フ
ィ
ー
ト
２
０
ト
ン
の
コ
ン
テ
ナ
を
積
ん
だ
大
型
船
は
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
の
港
に
し
か
つ
け
ら
れ
な
い
。
な
の
で
こ
こ
を
拠

点
に
し
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
に
輸
出

し
て
い
る
。
他
の
野
菜
と
混
載
し
な
が
ら
、
あ
ち
こ
ち
に
輸

出
さ
れ
て
い
る
。

加
工
品
の
輸
出
に
も
取
り
組
ん
だ
が
、
結
果
は
Ｎ
Ｇ
だ
っ

た
。
長
い
も
に
は
沈
殿
し
て
し
ま
う
性
質
が
あ
る
の
で
、
ド

リ
ン
ク
系
に
取
り
入
れ
る
の
は
難
し
い
と
い
う
結
論
に
至
っ

た
。

直
近
の
輸
出
実
績

２
０
１
５
年
１
１
月
か
ら
２
０
１
６
年
１
０
月
は
最
高
益

１
１
．
４
億
円
に
。
生
産
量
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
が
、
単

価
が
高
か
っ
た
の
で
最
高
益
が
出
せ
た
。
相
手
の
商
社
が
売

り
込
み
を
頑
張
っ
て
く
れ
た
の
も
大
き
い
。
こ
ち
ら
が
ど
れ

だ
け
出
荷
で
き
る
か
、
間
違
い
な
い
確
実
な
数
字
を
出
し
て

い
た
の
で
、
彼
ら
も
で
き
る
限
り
売
り
込
ん
で
く
れ
た
と
い

う
相
乗
効
果
が
あ
っ
た
。

シンガポール用輸出箱
（写真提供：JA 帯広かわにし）

輸出の経済効果
（提供：JA 帯広かわにし）
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地
域
団
体
商
標
に
つ
い
て

北
海
道
で
の
地
域
団
体
商
標
第
１
号
登
録
。
関
係
者
の
勧

め
も
あ
り
、
特
許
庁
か
ら
制
度
説
明
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
、
自
分
た
ち
で
も
差
別
化
を
は
か
る
為
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

よ
う
と
思
い
、申
請
を
行
っ
た
。
登
録
が
完
了
し
た
と
き
は
、

今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
を
国
に
認
め
て
も
ら
っ
た
気
が
し

て
う
れ
し
か
っ
た
。

意
外
な
役
立
ち
方
を
し
た
の
は
、
東
日
本
大
震
災
の
後
に

日
本
か
ら
の
農
産
品
の
輸
入
規
制
が
か
か
っ
た
と
き
。
北
海

道
産
で
あ
る
こ
と
の
証
明
と
し
て
、
出
荷
す
る
時
に
登
録
証

の
コ
ピ
ー
を
必
ず
つ
け
て
い
た
。
自
分
た
ち
で
出
す
産
地
証

明
と
違
い
、
地
域
団
体
商
標
は
国
が
北
海
道
十
勝
産
を
証
明

し
て
く
れ
て
い
る
も
の
な
の
で
、何
よ
り
の
証
明
と
な
っ
た
。

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
変
更
に
よ
る
模
倣
品
対
策

実
際
に
台
湾
で
模
倣
品
の
流
通
が
問
題
に
な
っ
た
。「
農

協
」
に
似
た
漢
字
を
適
当
に
箱
に
印
刷
し
て
ま
ね
し
て
い
た

り
、「
川
西
」
と
い
う
漢
字
ま
で
ま
ね
す
る
と
こ
ろ
が
現
れ

た
。
こ
れ
は
ま
ず
い
と
輸
出
用
の
箱
を
変
更
し
た
。
そ
の
時

は
あ
ち
ら
の
担
当
商
社
の
名
前
を
大
き
く
印
刷
し
て
、
い
わ

ゆ
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
変
え

た
。
そ
れ
で
ピ
タ
リ
と
模
倣
が
収
ま
っ
た
。

輸
出
先
で
の
商
標
登
録
は
、
台
湾
、
ア
メ
リ
カ
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
等
で
行
っ
て
い
る
が
、
国
ご
と
に
模
倣
品
の
取
り
締

ま
り
の
厳
し
さ
に
違
い
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た

対
策
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

Ｇ
Ｉ
の
登
録

さ
ら
に
、
２
０
１
６
年
に
は
Ｇ
Ｉ
も
登
録
し
て
い
る
。
商

標
は
模
倣
が
あ
っ
た
と
き
に
、
自
分
た
ち
で
対
処
す
る
必
要

が
あ
る
が
、
Ｊ
Ａ
だ
け
で
は
難
し
い
。
Ｇ
Ｉ
は
そ
こ
に
行
政

が
入
っ
て
、
模
倣
を
取
り
締
ま
っ
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
が

最
大
の
メ
リ
ッ
ト
。

ＧＩ
（写真提供：JA 帯広かわにし）

地域団体商標
（写真提供：JA 帯広かわにし）
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Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
取
得 

商
標
で
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
だ
け
で
な
く
「
厳
格
な
安
全
品

質
管
理
を
し
て
い
る
産
地
」
と
い
う
こ
と
で
地
域
ブ
ラ
ン
ド

の
イ
メ
ー
ジ
を
向
上
し
よ
う
と
考
え
、
２
０
０
７
年
に
は
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
を
取
得
し
た
。

農
作
物
の
選
果
場
の
前
例
は
な
か
っ
た
の
で
、
ハ
ー
ド
ル

が
高
く
、
１
年
半
か
け
て
、
設
備
を
改
修
し
て
数
千
万
円
の

投
資
に
な
っ
た
。
異
物
混
入
廃
絶
が
必
要
条
件
で
、
掘
っ
た

い
も
の
洗
浄
水
や
、
箱
に
詰
め
る
緩
衝
材
の
木
屑
の
残
留
農

薬
検
査
等
も
含
め
て
、
１
０
０
く
ら
い
の
項
目
を
ク
リ
ア
し

た
。
取
得
の
お
か
げ
で
、
ア
メ
リ
カ
で
は
安
全
だ
と
納
得
し

て
く
れ
て
、
ラ
イ
バ
ル
の
中
国
産
よ
り
倍
近
い
値
段
で
取
引

が
あ
る
。
出
荷
用
の
箱
に
も
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
表
示
を
い
れ
て

い
る
。

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
取
得
で
将
来
の
物
差
し
を
つ
く
る

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
取
得
は
、
種
い
も
で
ウ
ィ
ル
ス
管
理
を
し

て
い
る
の
と
同
じ
。
将
来
た
ち
ゆ
か
な
い
よ
う
に
な
っ
て
は

困
る
か
ら
取
得
し
た
。
海
外
の
人
が
何
を
基
準
に
選
ぶ
か
と

考
え
た
ら
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
は
と
て
も
意
味
が
あ
る
。「
１
０

年
、
２
０
年
先
に
し
か
正
解
だ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な

い
が
、
今
無
駄
だ
と
や
め
て
し
ま
っ
た
ら
、
将
来
の
芽
を
摘

む
こ
と
に
な
る
」
と
生
産
者
に
話
し
、
理
解
を
得
た
。

将
来
の
物
差
し
を
今
作
っ
て
お
く
。
目
先
の
効
果
で
費
用

対
効
果
を
問
わ
れ
る
の
は
難
し
い
。
客
に
も
望
ま
れ
て
い
る

こ
と
だ
と
話
す
時
に
例
に
出
す
の
が
、
箱
に
詰
め
る
お
が
く

ず
の
こ
と
。ア
メ
リ
カ
に
輸
入
さ
れ
る
長
い
も
の
緩
衝
材
は
、

日
本
の
お
が
く
ず
は
Ｏ
Ｋ
だ
が
、中
国
は
許
さ
れ
て
い
な
い
。

国
に
持
ち
込
み
た
く
な
い
も
の
が
入
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
Ｆ
Ｄ
Ａ
が
そ
う
決
め
て
い
る
。

安
全
を
証
明
で
き
る
こ
と
の
大
切
さ
か
ら
考
え
る
と
、
Ｈ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｐ
は
取
得
し
た
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

十
勝
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
つ
い
て

生
産
者
２
７
０
人
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
行
う
の
は

難
し
い
の
で
、
十
勝
農
協
連
の
２
４
農
協
で
組
合
を
つ
く
っ

て
や
っ
て
い
る
独
特
な
も
の
。
種
の
あ
っ
せ
ん
や
、
残
留
農

薬
検
査
の
施
設
を
設
け
て
、
受
け
入
れ
前
に
検
査
を
や
っ
て

い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
Ｇ
Ａ
Ｐ
よ
り
ハ
ー
ド
ル
は
低
い
が
、

第
三
者
認
証
を
得
た
も
の
と
し
て
、
北
海
道
に
最
終
的
に
認

可
を
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
帯
広
の
第
三
セ
ク
タ
ー

十
勝
財
団
で
の
第
三
者
認
証
を
申
請
中
。

長いもの選果場
（写真提供：JA 帯広かわにし）
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「
も
う
少
し
で
届
き
そ
う
な
次
の
目
標
」 

安
全
品
質
基
準
Ｓ
Ｑ
Ｆ
取
得
へ
の
挑
戦 

Ｓ
Ｑ
Ｆ
は
米
国
・
食
品
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
協
会
（
Ｆ
Ｍ
Ｉ
）

傘
下
で
あ
る
Ｓ
Ｑ
Ｆ
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
に
よ
っ
て
運
営

さ
れ
て
い
る
安
全
品
質
基
準
の
認
証
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

安
心
安
全
は
当
然
で
、
も
う
一
歩
踏
み
込
む
と
品
質
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
品
質
を
ど
う
や
っ
て
担

保
す
る
か
が
大
事
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

果
物
の
よ
う
に
甘
さ
を
測
る
こ
と
が
で
き
な
い
長
い
も

で
、
何
か
証
明
す
る
仕
組
み
は
な
い
か
と
探
し
て
い
た
時
に

見
つ
け
た
。
以
前
、
文
部
科
学
省
の
事
業
で
機
能
性
食
品
の

開
発
事
業
を
や
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
時
に
破
断
性
強
度

を
測
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
こ
れ
を
品
質
証
明
に
使
え
な
い

か
と
思
い
つ
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。

い
ず
れ
、
中
国
産
も
安
心
安
全
な
長
い
も
を
作
れ
る
よ
う

に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
品
質
そ
の
も
の
の
価
値

を
差
別
化
し
て
、
そ
れ
が
認
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
具
体
的
に
は
歯
ご
た
え
が
い
い
と
か
、
破
断
性
強
度

（
上
か
ら
重
さ
を
か
け
て
ど
れ
く
ら
い
で
つ
ぶ
れ
る
か
。
す

ぐ
つ
ぶ
れ
た
ら
し
ゃ
き
し
ゃ
き
感
が
な
い
）
な
ど
を
分
析
す

る
。粘

性
も
、
ど
れ
く
ら
い
粘
り
が
あ
る
か
を
デ
ー
タ
化
し
て

登
録
す
る
と
い
う
制
度
が
あ
る
の
で
、
優
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
世
界
認
証
で
担
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
証
明
に
は

生
産
管
理
も
含
ま
れ
る
の
で
、
畑
の
管
理
も
し
っ
か
り
し
て

い
る
と
い
う
証
明
に
も
な
る
。
レ
ベ
ル
１
～
３
ま
で
あ
る
中

で
、
一
番
上
の
３
を
目
指
し
て
い
る
。
現
在
は
１
次
検
査
を

パ
ス
し
、
４
月
に
最
終
検
査
を
控
え
て
い
る
と
こ
ろ
。
こ
れ

に
通
れ
ば
、
最
速
で
５
月
に
は
取
得
で
き
る
予
定
で
あ
る
。

費
用
は
か
か
る
が
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
よ
う
に
工
場
の
改
変

な
ど
は
な
い
の
で
、
十
分
に
実
現
可
能
だ
と
思
っ
て
い
る
。

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
は
Ｊ
Ａ
が
ク
リ
ア
す
べ
き
問
題
だ
っ
た
が
、
こ

れ
は
生
産
者
も
関
係
す
る
の
で
、
商
品
を
作
る
時
の
一
体
感

づ
く
り
に
も
役
立
つ
と
考
え
る
。
生
産
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
も
上
げ
続
け
る
こ
と
が
大
切
。

帯
広
市
川
西
農
業
協
同
組
合
の
常
田
氏
は
次
の
よ
う
に
語

る
。「
目
的
が
な
く
頑
張
り
ま
し
ょ
う
で
は
無
理
。
人
は
前

に
目
標
が
な
い
と
進
ま
な
い
の
で
、
明
確
な
目
標
を
作
っ
て

い
く
こ
と
が
大
事
。
届
き
そ
う
で
届
か
な
い
け
ど
、
も
う
少

し
で
届
き
そ
う
、
と
い
う
目
標
を
た
て
る
こ
と
が
一
番
効
果

的
」

帯広市川西農業協同組合 紹介 DVD 〜長いも編〜 2015.8 改定より
（提供：JA 帯広かわにし）
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常
田
氏
「
経
済
事
業
だ
か
ら
理
想
だ
け
で
は
成
り
立
た
な

い
。
ス
タ
ー
ト
し
て
５
０
年
た
ち
、
生
産
者
も
２
代
目
、
３

代
目
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
最
近
は
農
作
業
機
も
変
わ
っ

て
き
て
い
る
。
ト
ラ
ク
タ
ー
も
土
足
禁
止
、
エ
ア
コ
ン
も
効

い
て
快
適
だ
し
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
設
定
す
れ
ば
、
何
も
し
な
く
て

も
ま
っ
す
ぐ
走
る
。
こ
れ
は
花
嫁
対
策
に
使
え
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
若
者
は
就
職
し
て
県
外
に
出
て
い

く
が
、
お
盆
と
お
正
月
に
は
帰
省
す
る
。
そ
の
時
に
出
稼
ぎ

に
出
な
く
て
す
む
親
の
暮
ら
し
を
見
る
こ
と
で
、
Ｕ
タ
ー
ン

を
考
え
る
よ
う
に
な
る
。

５
０
０
０
万
円
売
上
が
あ
る
と
所
得
は
１
５
０
０
万
円
く

ら
い
。畑
が
４
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、長
い
も
２
ヘ
ク
タ
ー

ル
と
す
る
と
長
い
も
だ
け
で
１
６
０
０
万
円
の
売
り
上
げ
が

あ
る
。
経
営
の
柱
に
な
る
の
が
長
い
も
。
お
か
げ
で
、
真
冬

は
海
外
旅
行
に
行
く
人
も
多
い
。
そ
ん
な
親
を
見
て
帰
っ
て

く
る
若
者
も
多
い
が
、
そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
が
都
会
育
ち

の
お
嫁
さ
ん
に
農
作
業
が
で
き
る
か
ど
う
か
。
で
も
Ｇ
Ｐ
Ｓ

つ
き
の
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ら
、
旦
那
さ
ん
が
自
分
の
や
っ
た
軌

道
を
入
力
す
る
だ
け
で
よ
い
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
誤
差
は
３
セ
ン
チ

く
ら
い
と
、と
て
も
正
確
な
の
で
乗
っ
て
い
る
だ
け
で
い
い
。

い
い
意
味
で
の
ゲ
ー
ム
感
覚
で
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
れ
る
。
勝

手
に
ス
テ
ア
リ
ン
グ
が
曲
が
っ
て
、
入
力
の
ま
ま
進
む
。
慣

れ
な
い
お
嫁
さ
ん
に
も
手
伝
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま

す
」

帯広市川西農業協同組合 紹介 DVD 〜長いも編〜 2015.8 改定より
（提供：JA 帯広かわにし）
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常
田
氏
「
台
湾
、
ア
メ
リ
カ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
の
輸
出

は
順
調
で
輸
出
額
も
伸
び
て
い
る
が
、
い
つ
ま
で
も
こ
の
状

態
が
続
く
わ
け
で
は
な
い
と
意
識
し
て
い
ま
す
。
中
国
の
品

質
が
日
本
に
追
い
つ
く
日
が
来
る
。
た
と
え
ば
日
本
人
が
日

本
の
種
芋
を
も
っ
て
い
っ
て
技
術
指
導
し
た
ら
で
き
て
し
ま

う
。
だ
か
ら
中
国
が
越
え
ら
れ
そ
う
で
越
え
ら
れ
な
い
ハ
ー

ド
ル
を
作
っ
て
、
日
本
が
先
に
行
か
な
い
と
だ
め
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
時
そ
の
時
に
求
め
ら
れ
る
も
の
を
獲
得
す

る
こ
と
が
大
事
。
生
産
者
も
Ｊ
Ａ
の
職
員
も
後
継
者
を
育
て

て
、
孫
子
の
代
ま
で
長
い
も
を
作
っ
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ

う
に
。
月
一
回
研
修
会
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
で
過
去
の
失
敗

の
話
も
今
後
の
目
標
の
話
も
し
ま
す
。
Ｊ
Ａ
の
垣
根
を
越
え

て
や
っ
た
か
ら
今
成
功
し
て
い
る
の
で
、
今
の
利
益
と
環
境

と
あ
な
た
の
家
族
を
守
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、

若
い
人
に
も
問
い
か
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

十勝川西長いも

団体：帯広市川西農業協同組合
住所：北海道帯広市川西町西 2 線 61 番地
電話：0155-59-2111
HP：http://www.jaobihirokawanisi.jp/

お話を聞いたのは：帯広市川西農業協同組合 青果部 広域流通統括 常田 馨 氏



白い規格外品を加工して
世界で認められる黒い健康食品に

団体：協同組合青森県黒にんにく協会

青森県産黒にんにく

高品質のブランドにんにくを生産する青森県で作られる、にんにくの新しい付加
価値「黒にんにく」。より多くの人々に「健康的な生活を」願って、県内の研究機
関との連携、定期的な勉強会により、一層体に良く美味しい黒にんにくの製法へ
と進化し続けている。

地域団体商標

指定商品又は役務

青森の黒にんにく    

オール青森の産学官連携

写真提供：服部栄養専門学校

21



22

に
ん
に
く
は
青
森
県
が
誇
る
日
本
の
代
表
的
な
農
産
物
で

あ
る
。
現
在
も
全
国
の
約
７
割
の
シ
ェ
ア
を
占
め
る
。
し
か

し
、
９
０
年
代
に
急
増
し
た
中
国
産
に
ん
に
く
の
輸
入
は

２
０
０
５
年
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
国
内
出
荷
量
の
２
倍
以
上
流

通
し
た
こ
と
で
、
Ｍ
サ
イ
ズ
（
直
径
５
～
６
セ
ン
チ
）
や
規

格
外
の
Ｂ
品
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
安
値
と
な
り
、
中
で
も
売

り
の
が
し
た
加
工
用
の
も
の
は
商
品
に
な
ら
ず
、
結
果
こ
れ

ら
（
総
称
と
し
て
「
裾
も
の
」
と
呼
ば
れ
る
）
は
新
も
の
が

収
穫
さ
れ
る
７
～
９
月
に
は
貯
蔵
す
る
場
が
な
く
な
り
、
廃

棄
さ
れ
る
状
況
に
変
わ
っ
た
。

そ
ん
な
状
況
を
変
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
が
、

２
０
０
６
年
に
出
た
新
聞
記
事
で
あ
っ
た
。

「
黒
に
ん
に
く
に
強
い
抗
が
ん
作
用
」
と
い
う
新
聞
記

事
に
触
発
さ
れ
て
青
森
県
で
の
黒
に
ん
に
く
づ
く
り
が

始
ま
る

黒
に
ん
に
く
と
は
、
収
穫
さ
れ
た
白
い
ふ
つ
う
の
に
ん
に

く
を
高
温
＆
高
湿
と
い
う
一
定
の
環
境
に
３
～
４
週
間
置
く

こ
と
で
、
熟
成
し
て
黒
く
な
っ
た
加
工
食
品
。
三
重
県
が
発

祥
と
い
わ
れ
て
お
り
、
食
品
添
加
物
な
ど
を
一
切
加
え
な
く

て
も
、
こ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
で
に
ん
に
く
は
熟
成
し
て
糖

度
が
増
え
、
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
よ
う
な
食
感
に
変
わ
る
。

２
０
０
６
年
に
新
聞
記
事
で
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
黒
に

ん
に
く
に
強
い
抗
が
ん
作
用
が
あ
る
こ
と
を
弘
前
大
学
の

佐
々
木
教
授
が
マ
ウ
ス
で
確
認
し
た
、
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。

こ
の
記
事
に
目
を
つ
け
た
の
が
、
青
森
県
中
小
企
業
団
体

中
央
会
の
古
川
博
志
氏
。
古
川
氏
は
、
こ
の
黒
に
ん
に
く
の

効
能
を
、
に
ん
に
く
の
一
大
産
地
で
あ
る
青
森
の
地
域
活
性

化
の
た
め
に
使
え
な
い
か
と
考
え
た
。
そ
こ
で
中
央
会
の
会

員
の
中
で
に
ん
に
く
に
縁
が
深
い
組
合
に
協
力
を
求
め
る
こ

と
に
し
た
。
１
社
は
、
裾
も
の
の
に
ん
に
く
の
活
用
法
を
以

前
か
ら
考
え
、
ま
た
長
い
も
な
ど
で
す
で
に
輸
出
の
経
験
を

持
つ
木
崎
野
中
小
企
業
協
同
組
合
の
「
㈲
柏
崎
青
果
」
の
社

青森の黒にんにく
（写真提供：青森県黒にんにく協会）
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長
・
柏
崎
進
一
氏
。
も
う
１
社
は
地
域
ブ
ラ
ン
ド
「
た
っ
こ

に
ん
に
く
」
の
田
子
町
出
身
者
で
あ
り
、
に
ん
に
く
の
ブ
ラ

ン
ド
化
に
力
を
入
れ
て
い
た
「
東
北
商
運
㈱
」
の
社
長
・
戸

田
宇
吉
氏
。

更
に
弘
前
大
学
の
佐
々
木
博
士
に
「
黒
に
ん
に
く
で
地
域

を
活
性
化
さ
せ
た
い
」
と
手
紙
を
書
き
、
研
究
の
協
力
を
得

た
。当

時
、
青
森
県
内
で
流
通
し
て
い
た
黒
に
ん
に
く
は
三
重

県
で
作
ら
れ
た
も
の
で
、
青
森
県
産
は
な
か
っ
た
。
黒
に
ん

に
く
の
製
法
の
初
歩
等
を
学
ぶ
た
め
、
佐
々
木
博
士
と
関

係
者
は
勉
強
会
を
重
ね
た
。
そ
れ
と
同
時
並
行
的
に
柏
崎

青
果
は
他
に
先
駆
け
る
形
で
製
品
開
発
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
作

成
、
販
路
開
拓
を
行
い
、
２
０
０
７
年
に
商
品
を
完
成
さ
せ

る
。
ま
た
東
北
商
運
で
は
味
を
重
視
し
て
、
甘
く
食
感
の
良

い
黒
に
ん
に
く
づ
く
り
の
研
究
を
続
け
た
。
（
後
に
こ
の

製
法
は
青
森
県
初
の
黒
に
ん
に
く
の
製
法
特
許
「
特
許
第

４
９
０
７
４
７
７
号
」
と
な
っ
た
）

「
地
域
資
源
活
用
促
進
法
」
の
活
用 

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
２
０
０
７
年
に
施
行
さ
れ
た
「
地

域
資
源
活
用
促
進
法
」
の
「
地
域
資
源
活
用
企
業
化
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
活
動
等
支
援
事
業
」
に
採
択
さ
れ
、
国
の
支
援

の
下
で
、
こ
れ
ま
で
値
段
の
つ
か
な
か
っ
た
裾
も
の
に
ん
に

く
の
加
工
品
の
商
品
開
発
の
取
り
組
み
が
続
け
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
こ
の
事
業
で
の
委
員
会
で
の
検
討
を
重
ね
る
う

ち
に
、
薬
事
法
へ
の
対
応
や
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
を
共
同
で

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
い
う
認
識
が
生
ま
れ
、
「
青
森
県

黒
に
ん
に
く
協
会
」
が
発
足
し
た
。

最初のパッケージ（柏崎青果）
（写真提供：青森県黒にんにく協会）
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青
森
県
黒
に
ん
に
く
協
会
設
立 

２
０
０
８
年
５
月
に
任
意
団
体
と
し
て
設
立
さ
れ
た
「
青

森
県
黒
に
ん
に
く
協
会
」
は
『
青
森
県
産
に
ん
に
く
を
使
用

し
、
青
森
県
内
の
メ
ー
カ
ー
が
製
造
す
る
「
安
心
・
安
全
」

な
黒
に
ん
に
く
等
に
ん
に
く
加
工
品
の
普
及
を
促
進
す
る
た

め
の
活
動
』
を
目
的
に
事
業
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ

た
。今

ま
で
は
廃
棄
さ
れ
て
い
た
裾
も
の
の
に
ん
に
く
を
黒
に

ん
に
く
に
加
工
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
価
格
が
つ
く
よ
う
に

な
り
、
雇
用
を
生
む
よ
う
に
な
っ
た
。
な
ん
と
黒
に
ん
に

く
は
順
調
に
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
、
２
０
１
１
年
は
年
間

１
０
億
円
を
越
え
る
売
り
上
げ
と
な
っ
た
。

海
外
有
名
レ
ス
ト
ラ
ン
の
シ
ェ
フ
が
注
目
し
た
こ
と
が 

海
外
販
路
拡
大
の
き
っ
か
け

一
流
シ
ェ
フ
は
世
界
中
の
美
味
し
い
食
材
を
常
に
探
し
て

い
る
。
青
森
の
黒
に
ん
に
く
は
、
有
名
レ
ス
ト
ラ
ン
の
シ
ェ

フ
か
ら
の
評
価
を
き
っ
か
け
に
世
界
中
に
販
路
を
拡
大
し
た
。

２
０
０
８
年
、
ス
ペ
イ
ン
の
世
界
一
予
約
が
と
れ
な

い
「
エ
ル
・
ブ
ジ
（
Ｅ
ｌ 

Ｂ
ｕ
ｌ
ｌ
ｉ
）
」
の
シ
ェ
フ
、

フ
ェ
ラ
ン
・
ア
ド
リ
ア
氏
を
は
じ
め
、
ド
イ
ツ
の
ミ
シ
ュ
ラ

ン
三
ツ
星
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ア
ク
ア
」
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
で
連
続

世
界
一
に
輝
く
デ
ン
マ
ー
ク
の
「
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ａ
」
な
ど
、
名
だ

た
る
人
気
レ
ス
ト
ラ
ン
で
青
森
の
黒
に
ん
に
く
が
採
用
さ
れ
、

青
森
の
黒
に
ん
に
く
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
が
大
き
く
ア
ッ
プ
し

た
。レ

ス
ト
ラ
ン
だ
け
で
な
く
、
ス
ー
パ
ー
で
も
販
売
さ
れ
、

２
０
１
３
年
に
は
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
と
世

界
２
０
カ
国
以
上
の
販
路
を
拡
大
す
る
。
特
に
ア
メ
リ
カ
で

は
数
百
店
舗
を
展
開
す
る
高
級
ス
ー
パ
ー
の
Ｐ
Ｂ
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
そ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

だ
け
で
な
く
Ａ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
と
記
載
さ
れ
「
青
森
の
黒
に
ん

に
く
」
が
ア
メ
リ
カ
で
認
知
さ
れ
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
。

柏
崎
氏
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
だ
け
で
は
海
外
か
ら
青
森
ま
で
た

ど
り
着
か
な
い
。
Ａ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
の
文
字
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に

入
っ
た
の
は
、
と
て
も
大
き
な
こ
と
で
し
た
」

NOMA で提供された黒にんにくを使った一皿
（写真提供：服部栄養専門学校）
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日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）
を
最
大
限
に
活
用

し
て
海
外
視
察
―
―
海
外
展
開
の
方
法
を
知
る
た
め
に

現
地
に
行
く

こ
れ
ら
海
外
で
の
評
価
は
、
座
し
て
待
っ
て
偶
然
訪
れ
た

単
な
る
幸
運
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
青
森
県
黒
に
ん
に

く
協
会
会
長
の
柏
崎
氏
の
海
外
視
察
の
活
動
が
あ
っ
た
。

柏
崎
氏
は
、
今
で
こ
そ
オ
ー
プ
ン
チ
ケ
ッ
ト
を
買
っ

て
世
界
中
に
商
談
に
出
か
け
る
ほ
ど
旅
慣
れ
て
い
る
が
、

２
０
０
５
年
よ
り
前
に
は
海
外
進
出
は
手
探
り
状
態
で
あ
っ

た
。
海
外
に
視
察
に
行
く
時
に
は
、
ジ
ェ
ト
ロ
を
最
大
限
に

活
用
す
る
。
ア
ド
バ
イ
ス
も
貰
え
る
し
、
税
金
が
投
入
さ
れ

て
い
る
国
の
機
関
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
勉
強
す
る
と

言
う
気
持
ち
を
も
っ
て
い
た
ら
、
け
っ
し
て
無
駄
に
は
な
ら

な
い
か
ら
だ
と
い
う
。

柏
崎
氏
「
視
察
や
展
示
会
に
は
中
身
を
よ
く
吟
味
し
て
、

良
さ
そ
う
な
も
の
に
は
必
ず
参
加
す
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で

行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
活
動
を
続
け
て
い
く
う
ち
に

出
会
い
が
あ
り
ま
す
」

ア
メ
リ
カ
で
黒
に
ん
に
く
に
注
目
し
て
も
ら
え
た
き
っ
か

け
は
、
柏
崎
氏
が
ボ
ス
ト
ン
の
シ
ー
フ
ー
ド
の
展
示
会
で
、

サ
ー
モ
ン
に
黒
に
ん
に
く
を
乗
せ
て
ふ
る
ま
っ
た
こ
と
か
ら
。

こ
れ
は
、
ボ
ス
ト
ン
の
前
に
行
っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
野
菜

の
展
示
会
で
、
隣
の
寿
司
の
ブ
ー
ス
か
ら
「
黒
に
ん
に
く
は

サ
ー
モ
ン
や
刺
身
に
合
う
の
で
は
？
」
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

も
ら
っ
た
の
で
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
た
結
果
。
ボ
ス
ト
ン
で

は
、
黒
に
ん
に
く
の
話
を
よ
く
聞
い
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

て
、
ア
メ
リ
カ
大
手
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
会
社
と
の
大
口
契
約

（
初
回
発
注
量
６
０
万
パ
ッ
ク
）
に
つ
な
が
っ
た
。

柏
崎
氏
「
ボ
ス
ト
ン
の
件
で
は
、
ジ
ェ
ト
ロ
の
人
に
は
、

な
ぜ
海
産
物
の
展
示
の
視
察
に
行
く
の
？
と
何
度
も
聞
か
れ

ま
し
た
が
、
ち
ゃ
ん
と
理
由
が
あ
っ
た
ん
で
す
」

現
地
の
ス
ー
パ
ー
で
ど
ん
な
売
ら
れ
方
を
し
て
い
る
か

チ
ェ
ッ
ク

海
外
に
行
っ
た
と
き
は
展
示
会
を
見
る
だ
け
で
な
く
現
地

の
ス
ー
パ
ー
に
行
く
。
そ
こ
で
ど
ん
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
売
ら

れ
て
い
る
の
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
陳
列
の
仕
方
も
日
本
と

は
違
う
。
輸
出
用
の
製
品
を
作
る
と
き
の
情
報
に
な
る
。

世
界
の
現
場
を
見
て
、
黒
に
ん
に
く
の
需
要
に
違
い
が
あ

る
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
料
理
の
ソ
ー
ス
、

ア
メ
リ
カ
は
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
と
合
わ
せ
た
ペ
ー
ス
ト
、
ア

ジ
ア
は
美
味
し
い
健
康
食
品
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
れ
ば
よ
い

こ
と
が
見
え
て
き
た
。

青森の黒にんにくの主な輸出先
（提供：青森県黒にんにく協会）
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通
訳
よ
り
も
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
人
へ
の
実
演

言
葉
の
問
題
は
ど
う
だ
ろ
う
。
海
外
と
の
商
談
で
欠
か
せ

な
い
の
が
通
訳
だ
が
、
通
訳
は
商
品
を
売
り
込
ん
で
く
れ
る

わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
ぞ
と
い
う
場
面
で
必
要
な
の
は
、
日

本
で
実
際
に
商
品
を
売
っ
て
い
る
人
で
あ
る
。

柏
崎
氏
「
表
現
は
つ
た
な
く
て
も
い
い
ん
で
す
。
そ
れ
よ

り
、
こ
ん
な
食
べ
方
が
出
来
る
、
こ
う
す
る
と
美
味
し
い
と

い
う
こ
と
を
、
そ
の
場
で
実
演
し
て
く
れ
る
方
が
大
き
な
力

に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
商
談
の
結
果
が
変
わ
る
こ
と
も
多

い
」海

外
の
展
示
会
で
ブ
ー
ス
を
出
す
際
、
言
葉
が
通
じ
な
い

分
、
食
べ
て
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
商
品
丸
々
一
個

を
試
食
に
し
た
り
、
サ
ン
プ
ル
を
や
み
く
も
に
配
る
と
い
う

こ
と
を
や
り
が
ち
だ
が
、
そ
れ
は
有
効
的
で
は
な
い
。

柏
崎
氏
「
実
は
私
も
最
初
の
頃
は
そ
う
し
た
の
で
す
が
、

効
果
は
な
い
と
判
断
し
て
す
ぐ
に
や
め
ま
し
た
。
興
味
が
な

い
人
に
は
何
を
し
て
も
ダ
メ
。
逆
に
話
を
聞
き
た
い
、
興
味

が
あ
る
と
い
う
人
は
、
む
こ
う
か
ら
ブ
ー
ス
の
中
に
入
っ
て

き
て
話
を
し
て
く
れ
ま
す
。
ひ
と
つ
の
展
示
会
で
一
枚
の
名

刺
、
一
社
と
取
引
で
き
れ
ば
大
成
功
な
の
で
す
」

スイスの百貨店にて展示販売を行う柏崎氏（右）
（写真提供：山野りんご）
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地
域
団
体
商
標
を
取
得
し
て
全
国
へ
の 

知
名
度
を
上
げ
る

こ
の
よ
う
に
柏
崎
氏
ら
が
け
ん
引
と
な
っ
て
、
海
外
進
出

の
足
掛
か
り
を
作
り
、
組
合
員
が
日
本
全
国
、
海
外
へ
展
開

す
る
こ
と
で
売
上
と
知
名
度
が
と
も
に
上
が
っ
て
き
た
。
な

の
で
、
青
森
の
黒
に
ん
に
く
を
青
森
発
信
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
国
に
認
め
て
も
ら
う
事
が
必
要
だ
と
考
え
た
。

勉
強
会
を
１
０
回
ほ
ど
行
っ
た
結
果
、
ま
ず
商
標
を
取
得

し
、
次
に
地
域
団
体
商
標
だ
と
い
う
こ
と
が
見
え
て
き
た
が
、

商
標
の
出
願
に
何
か
ら
始
め
た
ら
よ
い
か
が
わ
か
ら
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
古
川
氏
は
特
許
庁
に
メ
ー
ル
を
送
る
。
す
る
と

す
ぐ
に
返
事
が
来
て
、
そ
の
メ
ー
ル
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て

特
許
庁
の
地
域
団
体
商
標
担
当
の
室
長
と
会
う
事
が
で
き
た
。

県
の
知
財
セ
ン
タ
ー
の
人
や
、
東
北
経
済
産
業
局
特
許
室
の

知
財
担
当
者
も
同
席
し
、
詳
細
な
説
明
と
親
身
の
助
言
を
も

ら
っ
た
の
で
、
地
元
で
疑
問
に
つ
い
て
相
談
す
る
ル
ー
ト
も

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
２
０
１
３
年
に
は
東
北
経
済
産

業
局
の
「
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
地
域
ブ
ラ
ン
ド
創
成
支
援
事
業
」

で
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
、
一
層
の
品
質
向
上
へ
の
支
援
を
受

け
た
。

弘
前
市
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
考
案
し
た
デ
ザ
イ
ン
を
元
に
統

一
ロ
ゴ
を
作
り
、
組
合
員
は
そ
の
ロ
ゴ
を
付
し
て
共
同
出
荷

を
始
め
、
ロ
ゴ
は
２
０
１
３
年
９
月
６
日
に
商
標
と
し
て
出

願
し
た
。
ま
た
出
願
と
同
日
に
青
森
県
黒
に
ん
に
く
協
会
は
、

任
意
団
体
か
ら
協
同
組
合
と
し
て
法
人
化
し
た
。

晴
れ
て
地
域
団
体
商
標
に
登
録

様
々
な
取
り
組
み
が
実
を
結
び
、
２
０
１
４
年
９
月
６
日

に
青
森
県
黒
に
ん
に
く
協
会
は
地
域
団
体
商
標
「
青
森
の
黒

に
ん
に
く
」
を
出
願
し
た
。
ま
た
、
９
月
６
日
は
「
青
森
の

黒
に
ん
に
く
の
日
」
と
し
た
。
地
域
団
体
商
標
は
翌
年
７
月

に
登
録
、
青
森
県
に
お
い
て
８
番
目
の
ブ
ラ
ン
ド
で
、
青
森

県
一
円
を
地
域
と
し
て
認
定
を
受
け
た
初
の
ブ
ラ
ン
ド
に

な
っ
た
。

海
外
で
も
信
用
を
得
る
た
め
に
科
学
的
成
分
の
研
究
で

有
効
成
分
と
品
質
検
査
の
基
準
値
を
明
ら
か
に
す
る

ブ
ラ
ン
ド
に
な
る
こ
と
は
、
同
時
に
味
に
対
す
る
責
任
も

生
ま
れ
て
く
る
。
世
界
を
相
手
に
す
る
の
な
ら
、
味
に
つ
い

て
も
「
感
覚
」
だ
け
で
な
く
「
客
観
性
」
も
求
め
ら
れ
る
よ

ロゴが入った箱で共同出荷
（写真提供：青森県黒にんにく協会）

地域団体商標登録証
（写真提供：青森県黒にんにく協会）
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う
に
な
る
。
そ
の
た
め
科
学
的
に
成
分
の
規
格
化
と
、
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
な
製
法
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
青
森
県

産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
農
産
物
加
工
研
究
所
の
支
援
を
受
け
、

こ
れ
ま
で
解
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
黒
に
ん
に
く
の
化
学
的

成
分
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

食
べ
て
美
味
し
い
か
、
え
ぐ
み
を
感
じ
る
か
は
、
ア
ミ
ノ

組
成
の
違
い
に
よ
る
こ
と
。
ま
た
課
題
と
さ
れ
る
食
味
の
品

質
安
定
に
は
、
熟
成
の
目
安
に
水
素
イ
オ
ン
濃
度
（
㏗
）
を

３
．
９
前
後
に
す
れ
ば
よ
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

黒
に
ん
に
く
の
成
分
に
は
ピ
ロ
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
と
Ｇ
Ａ
Ｂ

Ａ
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
判
明
。
脳
の
代
謝
に
関
係
す
る

成
分
な
の
で
脳
機
能
改
善
、
抗
ス
ト
レ
ス
機
能
が
期
待
さ
れ

る
。
佐
々
木
博
士
が
見
つ
け
た
抗
が
ん
作
用
だ
け
で
な
く

「
総
合
機
能
性
食
品
」
と
も
呼
べ
る
食
品
の
可
能
性
も
見
え

て
き
た
。

国
内
と
世
界
に
む
け
て
印
象
に
残
る
情
報
発
信
の
た
め

「
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催

さ
ら
に
黒
に
ん
に
く
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
続
け
ら
れ

た
。
広
く
周
知
す
る
た
め
に
、
２
０
１
６
年
２
月
に
は
「
第

１
回
全
国
黒
に
ん
に
く
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
青
森
」
を
開
催
。
全

国
２
８
都
道
府
県
よ
り
２
５
８
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
黒
に

ん
に
く
に
つ
い
て
の
研
究
結
果
や
分
析
結
果
の
発
表
、
人
気

フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ

れ
た
。

同
年
９
月
に
は
「
第
１
回
世
界
黒
に
ん
に
く
サ
ミ
ッ
ト
ｉ

ｎ
青
森
」
を
開
催
し
、
世
界
の
科
学
者
に
よ
る
黒
に
ん
に
く

の
研
究
報
告
や
黒
に
ん
に
く
の
成
分
規
格
化
、
優
良
な
黒
に

ん
に
く
製
造
に
関
わ
る
技
術
の
報
告
、
黒
に
ん
に
く
の
調
理

法
等
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
た
理
由
に
つ
い
て
柏
崎
氏

は
こ
う
話
す
。

「
黒
に
ん
に
く
を
使
っ
た
料
理
も
黒
に
ん
に
く
に
つ
い
て

の
研
究
も
大
事
。
そ
う
い
う
催
し
が
青
森
県
で
始
ま
っ
た
こ

と
が
重
要
で
す
。
次
に
開
催
す
る
の
は
違
う
県
や
国
で
も
よ

い
。
よ
そ
の
県
や
国
を
訪
れ
る
こ
と
も
勉
強
に
な
る
。
世
界

サ
ミ
ッ
ト
も
次
は
台
湾
や
ア
メ
リ
カ
で
や
っ
て
も
い
い
。
研

究
者
が
集
ま
れ
ば
、
い
ず
れ
黒
に
ん
に
く
学
会
も
開
け
る
よ

う
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」

ま
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
発
展
に
大
事
な
の
は
、
忘
れ
ら
れ

な
い
こ
と
、
だ
と
い
う
。

柏
崎
氏
「
よ
く
私
は
、
騒
い
で
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
話

し
ま
す
。
こ
れ
は
常
に
宣
伝
を
し
て
忘
れ
ら
れ
な
い
よ
う
に

す
る
と
い
う
こ
と
。
そ
う
し
な
い
と
、
す
ぐ
注
目
さ
れ
な
く

な
っ
て
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う
。
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ワ
ー
ル
ド
に
も
取
り
上
げ
て
も
ら
え
ま
し
た
。
特
に
中
国
で

は
大
変
好
評
で
、
何
度
も
ア
ン
コ
ー
ル
放
送
し
て
も
ら
っ
た

よ
う
で
す
。
こ
れ
も
今
後
輸
出
す
る
際
の
プ
ラ
ス
に
な
る
」

黒にんにくサミットの様子
（写真提供：青森県黒にんにく協会）

世界黒にんにくサミットポスター
（写真提供：青森県黒にんにく協会）
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１
０
年
で
こ
こ
ま
で
の
成
果
を
上
げ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

柏
崎
氏
は
、
「
黒
に
ん
に
く
は
仲
間
で
や
っ
て
き
た
の
が
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
１
社
だ
け
の
成
功
で
は
長
続
き
し
な

い
。
も
ち
ろ
ん
お
互
い
が
ラ
イ
バ
ル
で
、
売
場
で
営
業
が
ぶ

つ
か
る
こ
と
が
あ
る
。
で
も
勉
強
会
や
定
例
会
で
は
ず
っ
と

お
互
い
仲
よ
く
や
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
皆
一
緒
に
売
り
上
げ

が
伸
び
て
い
る
か
ら
だ
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
は
よ
り
一
層
、

団
結
し
て
『
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ア
オ
モ
リ
』
で
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

世界黒にんにくサミットで供された黒にんにくを使った料理
（写真提供：青森県黒にんにく協会）

（協組）青森県黒にんにく協会傘下９社 黒にんにく売上推移
（提供：青森県黒にんにく協会）
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協
同
組
合
青
森
県
黒
に
ん
に
く
協
会
で
は
、
黒
に
ん
に

く
に
よ
る
売
り
上
げ
目
標
を
度
重
な
る
上
方
修
正
に
よ
り
、

２
０
２
０
年
に
２
０
億
円
、
２
０
３
０
年
に
３
０
億
円
と
し

て
い
る
。

さ
ら
に
今
後
は
、
黒
に
ん
に
く
だ
け
で
な
く
白
い
剥
き
に

ん
に
く
、
に
ん
に
く
チ
ッ
プ
、
に
ん
に
く
パ
ウ
ダ
ー
な
ど
の

加
工
品
も
合
わ
せ
た
、
青
森
に
ん
に
く
で
３
０
０
億
円
の
売

り
上
げ
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と
い
う
。

柏
崎
氏
「
黒
に
ん
に
く
で
付
加
価
値
化
で
き
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
の
で
、
青
森
県
の
に
ん
に
く
そ
の
も
の
の
生
産
を
増

や
し
た
い
。
青
森
県
産
が
売
れ
れ
ば
県
内
の
小
売
も
儲
か
る
。

今
ま
で
青
森
県
の
売
り
上
げ
は
、
り
ん
ご
１
０
０
０
億
円
、

ほ
た
て
２
０
０
億
円
と
い
わ
れ
、
そ
の
後
に
続
く
の
が
長
い

も
や
に
ん
に
く
で
し
た
が
、
す
で
に
２
０
１
５
年
で
１
７
８

憶
円
、
黒
に
ん
に
く
を
は
じ
め
加
工
で
５
０
億
円
を
超
え
た

の
で
、
２
位
に
な
れ
そ
う
で
す
。
さ
ら
に
３
０
０
億
円
と
な

れ
ば
よ
り
儲
か
る
。
生
産
者
が
一
番
助
か
る
。

に
ん
に
く
は
単
位
面
積
当
た
り
の
利
益
も
大
き
い
。
米
だ

と
一
反
あ
た
り
８
万
円
く
ら
い
の
利
益
で
す
が
、
に
ん
に
く

は
１
０
０
～
１
５
０
万
円
。
地
域
お
こ
し
に
も
な
る
の
で
、

県
や
Ｊ
Ａ
と
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

古
川
氏
「
良
い
人
た
ち
に
出
会
え
た
か
ら
、
こ
こ
ま
で
こ

れ
ま
し
た
。
特
に
佐
々
木
博
士
と
の
出
会
い
と
、
先
生
の
お

人
柄
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
の
が
良
い
ス
タ
ー
ト
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
腰
が
低
く
、
黒
に
ん
に
く
の
た
め
に
努
力
を
惜

し
ま
ず
、
全
面
的
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
私
も
黒
に
ん

に
く
と
出
会
っ
て
成
長
で
き
ま
し
た
。
長
く
付
き
合
う
相
手

は
お
客
さ
ん
な
の
で
、
そ
ち
ら
を
向
い
て
仕
事
を
す
る
こ
と

が
大
事
。
黒
に
ん
に
く
を
１
０
年
や
っ
て
み
て
そ
う
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」

柏崎進一氏（左）と古川博志氏（右）



下関の美味しいトラフグを世界へ

団体：下関唐戸魚市場仲卸協同組合

山口県下関市南風泊で水揚げされて身欠き処理されたとらふぐ
（生きているものを除く）

山口県出身の伊藤博文によるふぐ食公許以来の伝統。
仲卸業者の目利きとふぐ処理の技術の高さは、とらふぐの集積地としての長い歴
史の中で連綿として培われたものである。

下関ふく    地理的表示（GI）地域団体商標

指定商品又は役務

地域との結び付き

写真提供：下関唐戸魚市場仲卸協同組合
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山
口
県
・
下
関
と
言
え
ば
有
名
な
の
は
「
ふ
く
」
（
注
）

で
あ
る
。
天
然
・
養
殖
の
ト
ラ
フ
グ
が
、
県
内
を
は
じ
め
全

国
か
ら
下
関
に
集
め
ら
れ
る
。
全
国
の
天
然
ト
ラ
フ
グ
の
８

割
、
養
殖
ト
ラ
フ
グ
の
４
割
が
下
関
の
南
風
泊
（
は
え
ど
ま

り
）
市
場
で
水
揚
げ
さ
れ
、
日
本
一
の
取
扱
量
を
誇
っ
て
い

る
。そ

の
下
関
ふ
く
を
一
番
最
初
に
輸
出
し
た
先
は
ア
メ
リ
カ

だ
っ
た
。
そ
の
当
時
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
は
駐
在
し
て
い
る
日

本
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
多
く
、
彼
ら
の
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

も
、
日
本
料
理
店
で
ふ
ぐ
料
理
を
食
べ
た
い
」
と
い
う
声
が

下
関
に
伝
わ
り
、
ア
メ
リ
カ
食
品
医
薬
品
局
（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）
と

交
渉
を
行
う
事
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
１
９
８
９
年
に
ケ

ネ
デ
ィ
空
港
に
着
く
分
に
関
し
て
は
輸
出
Ｏ
Ｋ
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
。
実
際
輸
出
を
し
て
い
る
の
は
「
畑
水
産
」
だ
が
、

こ
の
時
に
輸
出
専
門
の
協
同
組
合
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

要
望
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
あ
り
、
「
下
関
ふ
く
輸
出
組
合
」
が

で
き
た
。
畑
水
産
の
初
代
社
長
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ま
で
出
向

き
、
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
の
オ
ー
ナ
ー
と
と
も
に
取
引
を
ま

と
め
た
。
（
現
在
の
畑
水
産
は
３
代
目
、
初
代
は
祖
父
に
あ

た
る
）

ア
メ
リ
カ
は
非
常
に
衛
生
管
理
が
厳
し
く
、
Ｆ
Ｄ
Ａ
へ
の

対
応
も
必
要
だ
が
、
下
関
市
保
健
部
に
よ
る
検
査
や
説
明
書

を
提
出
し
、
毎
年
輸
入
許
可
を
得
て
、
現
在
も
取
引
は
続
い

て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
に
は
ト
ラ
フ
グ
を
そ
の
ま
ま
で
輸
出
で
き
な
い

の
で
、
下
関
で
さ
ば
い
て
毒
の
あ
る
内
臓
を
と
り
、
「
身
欠

き
（
み
が
き
）
」
に
し
、
急
速
冷
凍
し
た
も
の
を
送
り
、
Ｆ

Ｄ
Ａ
の
検
査
を
通
過
し
た
後
、
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
に
送
ら

れ
、
刺
身
や
鍋
な
ど
に
し
て
提
供
さ
れ
て
い
る
。

高
級
養
殖
魚
ゆ
え
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
確
保
の
難
し
さ
―

輸
出
量
を
増
や
し
て
解
消
し
、
価
格
安
定
を
目
指
す

１
９
８
７
年
に
１
８
９
１
ト
ン
あ
っ
た
天
然
ト
ラ
フ
グ
の

取
扱
量
は
２
０
１
５
年
に
１
２
３
ト
ン
ま
で
に
落
ち
こ
ん
だ
。

国
内
は
人
口
減
少
で
需
要
が
減
っ
て
い
る
こ
と
も
理
由
の
ひ

トラフグ
（写真提供：下関唐戸魚市場仲卸協同組合）

（ 

注 

）一
般
名
詞
は
「
ふ
ぐ
」
だ
が
、 

地
域
団
体
商

標
、
Ｇ
Ｉ
表
示
で
は
「
下
関
ふ
く
」、  

魚
の
種

類
は
「
ト
ラ
フ
グ
」
と
標
記
し
て
い
る
。



33

と
つ
だ
が
、
ふ
く
独
特
の
理
由
も
あ
る
と
中
川
理
事
長
は
語

る
。中

川
氏
「
今
、
下
関
で
一
番
取
扱
い
が
多
い
の
は
養
殖
の

ト
ラ
フ
グ
で
す
。
実
は
養
殖
の
ト
ラ
フ
グ
は
、
値
段
の
乱
高

下
が
大
き
い
ん
で
す
。
適
正
量
よ
り
１
割
で
も
多
く
と
れ
て

し
ま
う
と
供
給
過
多
に
な
っ
て
売
れ
な
く
な
り
、
逆
に
と
れ

な
く
て
少
な
い
と
、
う
ん
と
高
く
な
っ
て
し
ま
う
。

も
し
海
外
へ
の
輸
出
が
増
え
れ
ば
、
全
体
量
の
統
制
が
で

き
、
相
場
の
変
動
も
起
き
な
く
な
る
。
そ
う
な
れ
ば
生
産
者

の
所
得
も
安
定
す
る
し
、
国
内
の
日
本
料
理
屋
や
量
販
店
も

扱
い
や
す
い
魚
に
な
り
ま
す
。
組
合
員
の
中
で
、
現
実
的
に

輸
出
を
考
え
て
い
る
人
は
ま
だ
少
な
い
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

国
内
の
人
口
も
減
っ
て
い
く
こ
と
を
考
え
る
と
、
海
外
に

打
っ
て
出
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

水
産
物
初
の
Ｇ
Ｉ
取
得
は
手
探
り
で
の
申
請
書
作
成
―

３
回
の
補
正
を
経
て
申
請

国
か
ら
の
お
墨
付
き
と
い
う
こ
と
で
、
海
外
輸
出
す
る
時

に
も
信
頼
が
厚
く
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
Ｇ
Ｉ
を
取
得
し
た
。

ま
た
ほ
か
の
ふ
ぐ
と
下
関
ふ
く
と
の
差
別
化
を
は
か
る
と
い

う
意
味
で
も
よ
い
と
考
え
た
。
水
産
物
で
一
番
初
め
に
Ｇ
Ｉ

を
取
得
し
た
が
、
一
番
目
と
い
う
こ
と
で
苦
労
も
多
か
っ
た
。

申
請
の
実
務
を
担
っ
た
専
務
理
事
の
酒
井
一
氏
は
語
る
。

「
最
初
は
Ｇ
Ｉ
っ
て
な
ん
で
す
か
？
と
い
う
状
態
か
ら
の 

ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
ま
ず
は
農
林
水
産
省
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
方
に
お
話
を
聞
く
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
首
っ
引
き
で
書
類
を
作
成
し
て
い

き
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
書
類
作
成
で
し
た
が
、
な
ん
と
か

作
っ
て
提
出
す
る
と
し
ば
ら
く
し
て
補
正
の
指
摘
が
担
当
の

方
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
あ
あ
こ
こ
は
こ
う
書
け
ば
い
い
の
か

と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
補
正
の

や
り
取
り
を
何
回
か
経
て
、
ほ
ぼ
１
年
か
け
て
提
出
す
る
書

類
を
整
え
て
、
取
得
に
い
た
り
ま
し
た
。

下関唐戸魚市場仲卸協同組合 中川理事長

期
待
の
輸
出
先
は
富
裕
層
が
い
る
ア
ジ
ア
の
国
々 

ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
輸
出
先
と
な
っ
た
の
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

だ
っ
た
。
２
０
１
４
年
１
０
月
に
は
、
養
殖
ト
ラ
フ
グ
の
み

が
き
を
現
地
の
ふ
ぐ
料
理
専
門
店
に
向
け
て
輸
出
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。
２
番
目
の
ふ
く
輸
出
国
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

た
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ふ
ぐ
に
対
す
る
規
制
が
「
皮
は
輸

入
不
可
」
な
ど
と
変
更
に
な
り
、
現
在
輸
出
は
中
止
し
て
い

る
。

こ
の
先
の
新
た
な
海
外
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
考
え
た
時
、
衛

生
管
理
の
問
題
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
が
厳
し
い
。

と
な
る
と
ア
ジ
ア
、
と
く
に
高
級
魚
の
ふ
く
に
興
味
を
持
っ

て
く
れ
そ
う
な
富
裕
層
が
住
ん
で
い
る
中
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

香
港
な
ど
の
ア
ジ
ア
に
絞
ら
れ
た
。
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熱
い
思
い
を
た
く
さ
ん
書
け
ば
い
い
の
で
は
と
思
い
が
ち

で
す
が
、
補
正
の
指
摘
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
で
す
。
必
要

な
と
こ
ろ
を
き
ち
ん
と
書
け
ば
い
い
。
説
得
力
を
出
そ
う
と

い
ろ
い
ろ
書
い
た
と
こ
ろ
は
、
意
外
に
も
削
ら
れ
て
い
ま
し

た
（
笑
）
」

産
地
ブ
ラ
ン
ド
で
は
な
く
加
工
技
術
が
支
え
る
ブ
ラ
ン

ド
を
下
関
ふ
く
の
特
徴
に

書
類
作
成
に
も
苦
労
が
あ
っ
た
が
、
一
番
の
苦
労
は
何
を

特
徴
と
す
る
か
だ
っ
た
。

酒
井
氏
「
農
産
品
と
の
違
い
を
感
じ
ま
し
た
。
農
産
品
は
、

こ
れ
く
ら
い
糖
度
が
あ
っ
て
、
こ
ん
な
ふ
う
に
育
て
て
、
な

ど
書
く
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
け
れ
ど
、
そ
れ
が
な
い
の
が

水
産
品
の
大
変
な
と
こ
ろ
で
し
た
。

で
も
、
水
産
物
だ
か
ら
と
い
う
よ
り
、
下
関
ふ
く
が
下
関

産
で
は
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
最
大
の
難
関
で
し
た
」

農
林
水
産
省
の
方
も
、
最
初
は
下
関
ふ
く=

下
関
で
と
れ

る
ふ
ぐ
の
こ
と
だ
と
思
い
、
そ
れ
を
申
請
理
由
に
と
ア
ド
バ

イ
ス
が
あ
っ
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
て

く
る
ト
ラ
フ
グ
を
、
下
関
で
「
活
か
し
込
み
」
と
「
み
が

き
」
と
い
う
独
特
の
方
法
で
除
毒
し
た
も
の
が
下
関
ふ
く
。

だ
か
ら
産
地
ブ
ラ
ン
ド
と
い
う
言
い
方
も
で
き
な
い
。

酒
井
氏
「
で
は
ど
う
し
た
ら
い
い
だ
ろ
う
と
考
え
て
思
い

つ
い
た
の
が
、
そ
の
技
術
を
認
め
て
も
ら
う
こ
と
で
し
た
」

ＧＩ登録証
（写真提供：下関唐戸魚市場仲卸協同組合）

下関唐戸魚市場仲卸協同組合 酒井専務理事
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下
関
ふ
く
を
支
え
る
技
術
①
「
活
か
し
込
み
」

下
関
ふ
く
は
、
下
関
市
南
風
泊
市
場
に
集
ま
っ
た
国
産
の

天
然
・
養
殖
ト
ラ
フ
グ
を
下
関
唐
戸
魚
市
場
仲
卸
協
同
組
合

の
組
合
員
が
活
か
し
込
み
と
み
が
き
を
施
し
た
も
の
を
指
す
、

と
い
う
定
義
に
す
る
し
か
な
い
、
と
酒
井
氏
は
考
え
た
。

酒
井
氏
「
下
関
の
市
場
に
は
全
国
か
ら
ト
ラ
フ
グ
が
ト

ラ
ッ
ク
で
運
ば
れ
て
き
ま
す
。
相
当
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て

い
る
の
で
水
槽
の
中
に
数
日
入
れ
る
、
こ
れ
が
活
か
し
込
み

で
す
。
１
日
～
４
日
程
度
活
か
し
込
む
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
が

な
く
な
り
、
絶
食
状
態
に
な
る
の
で
、
体
内
に
残
っ
た
餌
や

老
廃
物
も
体
外
に
排
出
さ
れ
て
身
が
引
き
締
ま
り
ま
す
。
同

時
に
傷
や
病
気
が
な
い
か
も
観
察
し
て
、
状
態
の
良
い
ト
ラ

フ
グ
だ
け
が
下
関
ふ
く
に
な
り
ま
す
」

活かし込み カゴの色やしっぽに
タグをつけることで産地や活かし込み日数を把握

（写真提供：下関唐戸魚市場仲卸協同組合）

活かし込み
（写真提供：下関唐戸魚市場仲卸協同組合）
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下
関
ふ
く
を
支
え
る
技
術
②
「
み
が
き
」

活
か
し
込
み
で
身
が
引
き
締
ま
っ
た
ト
ラ
フ
グ
を
さ
ば
く

技
術
が
「
み
が
き
」
で
あ
る
。
み
が
き
は
身
欠
き
と
書
き
、

下
関
で
始
ま
り
全
国
に
広
ま
っ
た
技
術
で
あ
る
。

酒
井
氏
「
み
が
き
は
、
処
理
師
免
許
証
を
も
っ
て
い
る
者

の
み
が
で
き
る
技
術
で
す
。
包
丁
で
有
毒
な
部
分
を
さ
ば
き
、

水
洗
い
し
て
か
ら
、
水
分
が
残
ら
な
い
よ
う
拭
き
上
げ
ま
す
。

み
が
き
を
す
る
こ
と
で
鮮
度
が
保
た
れ
る
だ
け
で
な
く
、
お

店
で
の
調
理
が
し
や
す
く
な
る
と
い
う
利
点
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
昔
か
ら
や
っ
て
き
た
技
術
な
の
で
、
申
請
に
使
え
る

と
思
い
ま
し
た
。
昔
か
ら
当
た
り
前
の
よ
う
に
や
っ
て
い
た

こ
と
に
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
て
ら
れ
る
の
は
不
思
議
な
こ
と
で
も

あ
り
ま
し
た
が
、
逆
に
そ
れ
以
外
で
は
取
得
で
き
な
い
と
思

い
ま
し
た
」

Ｇ
Ｉ
を
活
用
す
る
た
め
組
合
で
勉
強
会
を

中
川
氏
「
水
産
物
で
最
初
に
Ｇ
Ｉ
を
取
得
し
た
こ
と
で
、

色
々
な
と
こ
ろ
か
ら
取
材
を
受
け
、
下
関
ふ
く
自
体
が
日
本

中
で
注
目
さ
れ
た
こ
と
が
、
今
の
と
こ
ろ
一
番
の
メ
リ
ッ
ト

で
す
。
た
ぶ
ん
消
費
者
の
人
は
ま
だ
Ｇ
Ｉ
っ
て
？

地
理
的

表
示
っ
て
な
に
？
と
い
う
段
階
だ
と
思
う
の
で
、
こ
れ
か
ら

認
知
度
が
上
が
っ
て
き
て
、
Ｇ
Ｉ
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
る
の

は
国
の
お
墨
付
き
と
い
う
こ
と
な
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
が
わ

か
れ
ば
、
メ
リ
ッ
ト
は
増
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
取
得
し
た
こ
ち
ら
側
も
、
Ｇ
Ｉ
を
広
め
て
い
く
何
か
を
し

て
行
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
組
合
員
の
中

で
も
、
ま
だ
内
容
や
存
在
を
理
解
し
て
い
る
人
が
少
な
い
の

で
、
こ
れ
か
ら
勉
強
会
な
ど
を
開
い
て
い
く
予
定
で
す
」

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て 

輸
出
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
必
要
性
は
感

じ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
こ
れ
か
ら
の
課
題
だ
と
中
川
氏
は
話

す
。
「
重
要
な
こ
と
で
は
あ
る
の
で
す
が
、
輸
出
に
目
を
向

け
て
い
る
人
が
ま
だ
少
な
い
の
が
現
状
。
組
合
と
し
て
は
先

を
読
ん
で
啓
発
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
、
補
助

金
制
度
を
利
用
し
た
り
し
て
、
こ
れ
か
ら
取
り
組
ん
で
い
こ

う
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
す
で
に
１
～
２
社
は
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、
全
体
で
は
な
く
て
一
部
。
中
小
零
細
の

組
合
な
の
で
、
潤
沢
に
資
金
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
し
、

設
備
を
新
し
く
し
て
い
く
の
が
な
か
な
か
難
し
い
。
加
工
工

場
は
保
健
所
の
厳
し
い
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
つ
く
っ
て
い
る

の
で
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
こ
そ
と
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
と
て
も

衛
生
的
で
す
。
ふ
く
刺
し
を
作
る
と
こ
ろ
だ
け
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

を
取
っ
て
い
る
な
ど
、
少
し
ず
つ
始
め
て
い
る
状
態
で
す

ね
」

みがき
（写真提供：下関唐戸魚市場仲卸協同組合）
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偽
の
「
下
関
ふ
く
料
理
店
」
へ
の
対
策
で
商
標
登
録

以
前
、
下
関
ふ
く
を
使
っ
て
い
な
い
の
に
「
下
関
ふ
く
料

理
」
を
う
た
っ
た
店
が
日
本
国
内
に
あ
っ
た
。
下
関
ふ
く
の

名
前
だ
け
で
な
く
マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
も
真
似
さ
れ
て
い
た

の
で
、
そ
れ
ら
を
守
る
た
め
、
２
０
０
４
年
に
「
下
関
ふ

く
」
の
商
標
を
出
願
・
登
録
し
た
。

後
日
、
同
じ
マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
で
「
身
欠
き
」
を
加
え

た
新
し
い
マ
ー
ク
に
な
り
、
現
在
は
組
合
員
に
か
な
り
浸
透

し
て
き
て
い
る
。

地
域
団
体
商
標
の
登
録

２
０
０
４
年
に
登
録
し
た
「
下
関
ふ
く
」
の
商
標
は
図
形

の
登
録
だ
っ
た
の
で
、
組
合
関
係
者
以
外
が
マ
ー
ク
な
ど
と

一
体
で
下
関
ふ
く
を
使
用
し
た
場
合
に
は
排
除
で
き
る
が
、

文
字
だ
け
の
場
合
に
は
使
用
は
排
除
で
き
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
地
域
団
体
商
標
と
し
て
２
０
０
７
年
に
「
下
関

ふ
く
」
を
出
願
し
、
翌
年
登
録
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

下
関
市
地
方
卸
売
市
場
南
風
泊
市
場
で
水
揚
げ
さ
れ
、
組
合

員
が
み
が
き
処
理
し
た
ト
ラ
フ
グ
で
は
な
く
、
「
下
関
ふ

く
」
と
し
て
販
売
さ
れ
る
も
の
を
排
除
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。

 

今
後
の
輸
出
タ
ー
ゲ
ッ
ト
国
で
の
商
標
出
願

Ｇ
Ｉ
を
取
得
し
た
あ
と
、
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
輸
出
の
た
め

に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
マ
レ
ー
シ
ア
と
中
国
で
の
商
標
出
願

を
始
め
た
。
中
国
は
、
ま
だ
輸
出
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

だ
が
、
将
来
取
引
が
始
ま
っ
た
際
の
模
倣
品
防
止
の
た
め
に

申
請
を
す
る
こ
と
に
。
今
後
、
中
国
で
ふ
ぐ
料
理
店
な
ど
が

開
店
す
る
際
に
「
下
関
ふ
く
」
を
勝
手
に
使
用
さ
れ
な
い
よ

う
に
と
の
配
慮
で
も
あ
る
。
輸
出
に
関
し
て
は
、
す
で
に
中

国
の
企
業
か
ら
「
解
禁
に
な
っ
た
ら
ぜ
ひ
」
と
い
う
前
向
き

な
話
も
出
て
い
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
マ
レ
ー
シ
ア
は
中
華
系
の
富
裕
層
が
多

い
。
や
は
り
ふ
く
は
安
い
魚
で
は
な
い
の
で
、
富
裕
層
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
ほ
う
が
、
輸
出
の
チ
ャ
ン
ス
は
増
え
る

と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
今
後
中
国
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
マ

レ
ー
シ
ア
に
ふ
く
を
輸
出
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
の
で
、

そ
の
た
め
の
対
策
の
意
味
も
あ
る
。

酒
井
氏
「
去
年
の
８
月
か
ら
始
め
て
現
在
出
願
中
で
す
。

で
す
が
こ
の
海
外
で
の
商
標
登
録
も
、
地
域
団
体
商
標
を

取
っ
て
い
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
し
た
」

商標登録
（写真提供：下関唐戸魚市場仲卸協同組合）

商標登録されたマークをシールにし、
下関ふくの箱に貼って出荷している

（写真提供：下関唐戸魚市場仲卸協同組合）
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高
額
な
出
願
料
は
国
の
補
助
金
を
活
用
し
て
負
担
軽
減 

海
外
で
商
標
登
録
す
る
た
め
に
活
用
し
た
の
は
「
中
小
企

業
知
的
財
産
活
動
支
援
事
業
費
補
助
金
」
。
こ
れ
は
中
小
企

業
等
が
申
請
す
る
際
に
そ
の
費
用
を
国
が
半
額
補
助
し
て
く

れ
る
と
い
う
も
の
。

酒
井
氏
「
出
願
料
は
け
っ
こ
う
高
額
で
す
。
だ
か
ら
半
額

補
助
し
て
も
ら
う
の
は
と
て
も
助
か
り
ま
す
。
や
ま
ぐ
ち
産

業
振
興
財
団
に
あ
る
山
口
県
知
財
総
合
支
援
窓
口
で
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
地
域
団
体
商
標
を
取
っ
て
い
る
な

ら
こ
れ
も
使
え
ま
す
よ
、
と
教
え
て
も
ら
っ
た
の
が
マ
ド
プ

ロ
と
い
う
も
の
で
す
」

マ
ド
プ
ロ
出
願
を
使
っ
て
国
際
登
録
の
コ
ス
ト
削
減

「
マ
ド
プ
ロ
」
と
は
「
マ
ド
リ
ッ
ド
協
定
議
定
書
（
マ
ド

リ
ッ
ド
プ
ロ
ト
コ
ル
）
に
基
づ
く
商
標
の
国
際
登
録
」
の
略

称
で
あ
る
（ 

注 

）
。
マ
ド
プ
ロ
で
申
請
す
れ
ば
、
複
数
国

に
一
括
し
て
手
続
き
が
行
え
る
の
で
、
手
続
き
の
手
間
も
経

費
も
節
約
で
き
、
商
標
の
管
理
も
比
較
的
容
易
に
で
き
る
。

酒
井
氏
「
商
標
の
マ
ー
ク
や
出
願
す
る
人
が
同
一
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
他
に
も
決
ま
り
が
あ
り
ま
す
が
、
う

ち
は
そ
の
条
件
を
ク
リ
ア
し
て
い
た
こ
と
と
、
申
請
し
た
い

国
の
中
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
入
っ
て
い
た
の
で
利
用
で
き

る
の
は
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
ね
。
マ
レ
ー
シ
ア
は
締
約
国

に
入
っ
て
い
な
い
の
で
単
独
で
申
請
し
て
い
ま
す
。
ち
な
み

に
香
港
は
締
約
国
で
な
い
う
え
に
７
０
数
万
円
と
か
な
り
高

額
な
の
で
、
今
回
は
申
請
を
見
送
り
ま
し
た
」

（ 

注 

）外
国
に
商
標
を
登
録
す
る
に
は
、
パ
リ
条
約
や
二
か

国
間
条
約
な
ど
に
基
づ
き
各
国
別
に
出
願
す
る
か
、
マ
ド

プ
ロ
を
使
う
か
の
２
つ
の
方
法
が
一
般
的
。
前
者
は
登
録

国
ご
と
の
手
続
き
な
の
で
、
登
録
国
が
多
い
と
手
間
と
費

用
が
か
か
る
。
マ
ド
プ
ロ
は
協
定
議
定
書
締
約
国
の
９
７

か
国
で
あ
れ
ば
、
一
括
で
手
続
き
が
行
え
る
。
た
だ
し
マ

ド
プ
ロ
に
は
国
内
の
基
礎
登
録
、
基
礎
出
願
が
必
要
で
同

一
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
５
年
以
内
に
基
礎

登
録
や
基
礎
出
願
が
消
滅
す
る
と
国
際
登
録
も
全
て
取
り

消
さ
れ
る
と
い
う
注
意
点
が
あ
る
。

詳
し
く
は
特
許
室
や
知
財
総
合
支
援
窓
口
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
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イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
で
動
画
製
作

下
関
唐
戸
市
場
に
は
、
中
国
か
ら
の
観
光
客
が
か
な
り
来

て
い
る
。
も
っ
と
来
て
も
ら
え
る
よ
う
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策

の
必
要
性
も
感
じ
、
昨
年
は
ジ
ェ
ト
ロ
か
ら
５
０
０
万
円
の

支
援
を
受
け
、
１
０
月
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
で

の
下
関
ふ
く
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
、
そ
の
予
算
で
、
下
関
に

来
て
も
ら
う
た
め
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
も
作
成
し
て
い

る
。中

川
氏
「
最
初
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
ろ
う
と
思
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
最
近
は
動
画
で
の
ア
ピ
ー
ル
が
大
成
功
す
る

こ
と
が
多
い
。
映
像
だ
と
伝
え
ら
れ
る
情
報
も
多
い
の
で
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
に
変
更
し
ま
し
た
。

ふ
く
は
毒
魚
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
安
全

な
み
が
き
に
し
て
い
る
と
い
う
の
が
、
下
関
の
何
よ
り
の
売

り
で
す
。
海
外
で
も
ふ
く
を
食
べ
た
こ
と
が
な
い
、
食
べ
て

み
た
い
と
い
う
人
は
大
勢
い
ま
す
。
そ
う
い
う
人
が
こ
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
を
見
て
、
日
本
に
来
た
ら
下
関
に
も
来

て
み
よ
う
と
思
う
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
で
は
、
ふ
く
を
さ
ば
く
み
ご
と
な

包
丁
さ
ば
き
や
美
し
い
ふ
く
刺
し
を
盛
り
付
け
る
動
き
だ
け

で
な
く
、
セ
リ
の
風
景
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。
下
関
で
の
ふ

く
取
引
は
袋
セ
リ
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
セ
リ
人
と
仲
卸
人

が
他
の
人
か
ら
見
え
な
い
よ
う
、
お
互
い
の
手
を
布
袋
の
中 

に
入
れ
、
セ
リ
人
の
指
を
仲
卸
人
が
握
る
こ
と
で
値
段
を
つ

け
る
伝
統
的
な
方
法
で
す
。
「
ふ
く

下
関
」
と
検
索
す
る

と
こ
の
動
画
が
ト
ッ
プ
に
出
て
く
る
よ
う
に
し
た
い
で
す

ね
」

袋セリの様子
（写真提供：下関唐戸魚市場仲卸協同組合）
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
ふ
く
の
美
味
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル

Ｅ
Ｕ
で
は
ふ
く
の
持
ち
込
み
は
食
材
の
輸
入
規
制
で
禁
止

さ
れ
て
い
る
が
、
２
０
１
５
年
５
月
に
イ
タ
リ
ア
・
ミ
ラ
ノ

で
開
催
さ
れ
た
「
ミ
ラ
ノ
国
際
博
覧
会
」
で
は
下
関
ふ
く
の

持
ち
込
み
が
特
別
に
許
さ
れ
た
。
和
食
が
世
界
遺
産
に
な
っ

た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ミ
ラ
ノ
に
い
き
、
山
口
の
特
産
品
と
い
う

こ
と
で
ふ
る
ま
っ
た
の
で
大
い
に
注
目
を
集
め
た
。

中
川
氏
「
実
際
は
ま
だ
許
可
は
さ
れ
て
い
な
く
て
、
博
覧

会
の
時
だ
け
の
特
例
で
し
た
が
、
日
本
酒
と
一
緒
に
ふ
く
を

食
べ
た
イ
タ
リ
ア
人
の
反
応
は
上
々
で
し
た
」

次
の
輸
出
先
候
補
は
タ
イ
を
検
討
中

中
川
氏
「
タ
イ
か
ら
は
下
関
の
市
場
に
観
光
で
来
ら
れ
る

方
が
ふ
く
の
美
味
し
さ
を
話
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
タ
イ
で

も
ふ
く
を
食
べ
て
み
た
い
と
い
う
方
が
増
え
て
来
て
い
る
と

い
う
話
も
聞
い
て
い
ま
す
。
ふ
く
は
毒
魚
の
イ
メ
ー
ジ
な
の

で
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
以
前
の
問
題
で
通
関
で
き
な
い
場
合
も
あ

る
の
で
、
魚
に
つ
い
て
ど
ん
な
規
制
か
確
認
中
で
す
。
水
産

物
の
輸
出
自
体
は
国
も
推
進
し
て
い
る
の
で
、
Ｇ
Ｉ
や
地
域

団
体
商
標
を
生
か
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
輸
出
へ
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

下関ふく

団体：下関唐戸魚市場仲卸協同組合
住所：山口県下関市唐戸町 5 番 50 号
電話：083-233-0186
HP：http://karato-n.axis.or.jp/

お話を聞いたのは：下関唐戸魚市場仲卸協同組合 理事長 中川 雅則 氏
同 専務理事 酒井 一 氏
同 事務局 秦野 悦子 氏



この一滴のＹＡＭＥが 
世界を虜にする飲み物になるには

団体：八女伝統本玉露推進協議会（八女伝統本玉露 登録生産者団体）

「八女伝統本玉露」
立地条件がもたらす朝夕の気温差が朝霧の発生を促し、うま味成分が多く蓄えられ
るため、高品質な茶が生産される。稲わら等の天然資材による棚被覆（間接被覆）
や自然仕立て、手摘み作業といった生産方法を 110 年以上守り受け継いでいる。

地域との結び付き

八女伝統本玉露   地理的表示（GI）

写真提供：八女伝統本玉露推進協議会
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効
率
よ
り
も
質
の
高
い
玉
露
を
つ
く
る
た
め
、 

伝
統
的
な
製
法
を
採
用

日
本
茶
の
な
か
で
も
玉
露
は
、
茶
畑
に
棚
を
作
り
２
０
日

以
上
日
光
を
遮
っ
て
う
ま
み
と
甘
み
、
香
り
を
高
め
た
状
態

の
新
芽
で
つ
く
ら
れ
る
。
全
国
的
に
玉
露
の
生
産
に
は
黒
色

の
寒
冷
紗
を
使
っ
た
化
学
繊
維
に
よ
る
遮
光
が
主
流
だ
が
、

八
女
で
は
伝
統
的
な
製
法
を
守
り
、
藁
を
編
ん
だ
こ
も
を

使
っ
た
遮
光
が
行
わ
れ
て
い
る
。
藁
が
呼
吸
を
す
る
こ
と
で

湿
度
が
最
適
に
保
た
れ
る
だ
け
で
な
く
、
茶
畑
が
涼
し
く
な

る
こ
と
か
ら
肥
料
が
ゆ
っ
く
り
滞
留
し
、
旨
み
が
高
ま
る
こ

と
で
、
質
の
高
い
玉
露
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
国
内
で
こ
の

製
法
を
守
っ
て
い
る
の
は
八
女
だ
け
で
あ
る
。

お
茶
の
産
地
と
し
て
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
、 

品
評
会
で
日
本
一
を
目
指
す

お
茶
の
産
地
と
し
て
八
女
の
存
在
は
、
全
国
で
も
約
３
０

年
前
ま
で
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い

う
。
こ
の
状
況
を
打
ち
破
ろ
う
と
し
た
八
女
で
は
、
品
評
会

で
の
日
本
一
を
目
指
す
こ
と
か
ら
始
め
た
。
全
国
の
茶
葉
生

産
量
の
う
ち
、
八
女
の
生
産
量
は
２
％
と
少
量
。
量
を
多
く

販
売
し
て
八
女
茶
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、

品
質
の
向
上
で
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

現
在
、
八
女
伝
統
本
玉
露
に
使
わ
れ
て
い
る
「
さ
え
み
ど

り
」
と
い
う
品
種
は
、
非
常
に
寒
さ
に
弱
く
、
採
れ
る
量
が

少
な
か
っ
た
が
、
甘
み
の
あ
る
優
良
品
種
で
あ
る
。
八
女
の

技
術
関
係
者
は
、
こ
の
品
種
を
採
用
し
て
玉
露
栽
培
を
す
れ

ば
、
品
評
会
で
も
勝
て
る
と
提
案
し
た
。
し
か
し
生
産
者
か

ら
は
、
栽
培
の
難
し
さ
か
ら
反
対
の
声
が
上
が
っ
た
。
そ

れ
で
も
品
評
会
で
成
績
を
出
す
に
は
と
試
行
錯
誤
を
す
す

め
、
今
か
ら
１
５
年
ほ
ど
前
に
さ
え
み
ど
り
で
の
伝
統
本
玉

露
栽
培
に
成
功
し
た
。
八
女
茶
の
歴
史
は
６
０
０
年
、
玉
露

は
１
１
０
年
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
全
国
品
評
会
に
お
い
て

八女伝統本玉露
（写真提供：八女伝統本玉露推進協議会）
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１
６
年
連
続
日
本
一
に
な
り
、
長
い
歴
史
に
恥
じ
な
い
圧
倒

的
な
品
質
を
証
明
し
て
い
る
。

他
所
は
や
ら
な
い
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
手
法
と
し
て
、 

海
外
展
開
を
２
０
年
前
か
ら
目
指
し
た 

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
や
っ
て
い
く
中
で
、
品
評
会
の
１
位

は
他
所
の
産
地
で
も
狙
っ
て
い
る
。
や
る
な
ら
ば
他
所
は
や

ら
な
い
こ
と
を
や
ろ
う
と
い
う
思
い
が
八
女
の
頭
の
中
に
は

常
に
あ
っ
た
。
小
さ
な
産
地
だ
か
ら
こ
そ
可
能
な
こ
と
か
も

し
れ
な
い
が
、
国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
よ
り
も
海
外
へ
目
を
向
け

よ
う
と
、
２
０
年
以
上
前
か
ら
欧
州
へ
打
っ
て
出
た
こ
と
が

海
外
展
開
の
始
ま
り
だ
。
た
だ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
な
ど

に
持
っ
て
行
っ
て
も
「
八
女
茶
が
良
い
の
は
分
か
る
が
こ
ち

ら
に
は
も
っ
と
良
い
も
の
（
ワ
イ
ン
）
が
あ
る
」
と
し
か
評

価
さ
れ
ず
、
な
か
な
か
成
功
し
な
い
ま
ま
こ
れ
ま
で
漫
然
と

続
け
て
き
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も
使
え
る
日
本
が
認
め
た
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
「
八
女
伝
統
本
玉
露
」
の
Ｇ
Ｉ
を
取
得

Ｇ
Ｉ
に
つ
い
て
は
２
０
１
４
年
３
月
に
発
表
さ
れ
た
後
、

す
ぐ
に
県
か
ら
取
得
し
て
は
ど
う
か
と
話
が
あ
っ
た
。
海
外

へ
玉
露
を
売
り
込
み
に
行
く
と
き
は
、
日
本
が
認
め
た
ブ
ラ

ン
ド
と
い
う
Ｐ
Ｒ
で
使
お
う
と
考
え
、
地
域
団
体
商
標
の

「
福
岡
の
八
女
茶
」
で
は
な
く
、
「
八
女
伝
統
本
玉
露
」
で

取
得
し
た
。

Ｇ
Ｉ
取
得
を
目
指
す
上
で
は
最
後
の
販
売
ま
で
ト
レ
ー
ス

が
必
要
な
の
で
、
生
産
団
体
と
販
売
団
体
が
集
ま
り
八
女
伝

統
本
玉
露
推
進
協
議
会
が
立
ち
上
が
っ
た
。
玉
露
だ
け
に
特

化
し
た
組
織
だ
が
、
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
流
通
と
生
産
者
と

が
一
緒
の
組
織
は
画
期
的
な
こ
と
だ
っ
た
。
協
議
会
が
で
き

た
お
か
げ
で
、
Ｇ
Ｉ
は
流
通
に
も
早
く
認
知
し
て
も
ら
え
て
、

取
引
単
価
は
上
が
っ
て
い
る
。

八
女
伝
統
本
玉
露
推
進
協
議
会
の
椎
窓
氏
は
話
す
。
「
生

産
者
に
と
っ
て
も
、
Ｇ
Ｉ
取
得
は
誇
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

生
産
は
大
変
だ
が
、
国
が
き
ち
ん
と
見
て
く
れ
評
価
し
て
く

れ
て
い
る
こ
と
は
大
き
な
力
に
な
る
と
思
い
ま
す
」

八女伝統本玉露販売金額・単価の推移
（提供：八女伝統本玉露推進協議会）

八女伝統本玉露茶葉
（写真提供：八女伝統本玉露推進協議会）



44

行
政
や
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
地
域
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
中
核
に
八
女
伝
統
本
玉
露
を
位
置
づ
け
る 

２
０
１
５
年
１
２
月
に
Ｇ
Ｉ
登
録
を
し
た
の
と
ほ
ぼ
同
じ

タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
八
女
市
は
国
の
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金

を
活
用
し
た
「
茶
・
連
・
時
（
ち
ゃ
れ
ん
じ
）
～
お
茶
を
通

じ
て
未
来
に
連
な
る
種
を
ま
こ
う
～
」
と
名
付
け
た
事
業
に

取
り
組
み
始
め
た
。
八
女
伝
統
本
玉
露
推
進
協
議
会
に
事
業

推
進
部
を
設
け
、
海
外
販
路
開
拓
事
業
、
さ
ら
に
は
国
内
商

談
事
業
、
世
界
お
茶
ま
つ
り
事
業
、
訪
日
外
国
人
の
方
の
対

策
事
業
、
商
品
開
発
事
業
を
通
じ
て
、
Ｇ
Ｉ
を
活
用
し
た
八

女
茶
の
底
上
げ
を
図
る
複
数
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。
八
女
伝

統
本
玉
露
推
進
協
議
会
だ
け
が
主
導
す
る
の
で
は
な
く
、
行

政
や
地
域
を
巻
き
込
み
、
資
金
と
意
見
を
集
め
な
が
ら
、
八

女
伝
統
本
玉
露
を
通
じ
て
全
国
・
海
外
に
Ｐ
Ｒ
し
て
、
八
女

市
の
観
光
流
入
に
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て

い
る
。

椎
窓
氏
「
目
指
す
は
世
界
最
高
。
八
女
伝
統
本
玉
露
が
光

れ
ば
、
八
女
茶
全
体
、
八
女
が
光
り
輝
く
。
八
女
の
伝
統
工

芸
や
観
光
や
市
民
の
誇
り
が
光
り
輝
く
と
い
う
ふ
う
に
考
え

て
い
ま
す
」

しずく茶
（写真提供：八女伝統本玉露推進協議会）
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椎
窓
氏
は
、
茶
業
中
央
組
織
に
も
ず
い
ぶ
ん
足
を
運
ん
で

い
る
が
、
こ
の
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
時
に
は
お
茶
の
人
達

の
世
話
に
は
な
ら
な
い
つ
も
り
だ
と
話
す
。
お
茶
の
業
界
を

飛
び
越
え
な
い
と
、
値
段
が
高
い
と
い
う
だ
け
で
相
手
に
し

て
も
ら
え
な
い
状
況
を
打
開
で
き
な
い
と
い
う
の
が
そ
の
理

由
だ
。
一
般
的
に
お
茶
は
１
０
０
グ
ラ
ム
１
０
０
０
円
程
度

と
思
わ
れ
て
い
る
が
、
八
女
伝
統
本
玉
露
は
手
間
暇
が
か

か
っ
て
い
て
当
然
味
も
良
い
。
だ
か
ら
こ
そ
高
い
値
段
で

買
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
八
女
の
伝
統
技
術

を
ど
う
説
明
す
る
か
で
は
な
く
、
誰
の
こ
と
ば
と
し
て
伝
え

る
か
が
重
要
だ
と
考
え
た
。

そ
こ
で
、
従
来
の
ル
ー
ト
と
は
違
う
情
報
発
信
源
を
探
し
、

ま
ず
Ｂ
Ｂ
Ｄ
Ｏ

Ｊ

Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
の
小
柳 

俊
郎
局
長
に
総

合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
協
力
を
依
頼
し
た
。
こ
れ
ま
で

小
柳
氏
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
は
全
く
な
か
っ
た
が
、
Ｂ
Ｂ
Ｄ

Ｏ
は
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
、
地
元
福
岡
で
い
ち
ば
ん
影
響
力
の

あ
る
会
社
だ
っ
た
こ
と
か
ら
選
ん
だ
。
彼
ら
が
発
行
す
る
フ

リ
ー
ペ
ー
パ
ー
『
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
』
が
掲
げ
る
「
変
革
を
恐
れ
な

い
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
対
し
て
、
八
女
茶
６
０
０
年
、

玉
露
１
１
０
年
の
歴
史
を
変
え
て
い
く
の
は
怖
い
が
、
『
Ｂ

椎窓孝雄氏
（写真提供：八女伝統本玉露推進協議会）
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Ｏ
Ｎ
Ｄ
』
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
八
女
の
Ｃ
Ｉ
に
共
通
の
想
い
を

見
出
せ
た
こ
と
が
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
。
そ
こ
で
、
小
柳

局
長
が
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
を
聞
き
つ
け
、

ウ
ェ
ル
カ
ム
ド
リ
ン
ク
と
し
て
八
女
伝
統
本
玉
露
の
し
ず
く

茶
を
出
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
カ
フ
ェ
な
の
に
場
違

い
の
お
茶
を
出
し
、
周
囲
か
ら
奇
怪
の
視
線
を
浴
び
た
が
、

こ
だ
わ
り
の
有
田
焼
の
茶
器
で
ふ
る
ま
う
し
ず
く
茶
に
皆
が

驚
愕
し
た
。

椎
窓
氏
「
世
界
最
高
の
飲
み
物
を
売
っ
て
い
く
た
め
に
は

全
く
新
し
い
視
点
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
福

岡
か
ら
世
界
に
発
信
し
て
い
く
た
め
に
は
小
柳
局
長
の
力
が

必
要
な
の
で
す
。
ま
た
、
小
柳
局
長
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広

か
っ
た
の
で
、
い
ろ
ん
な
方
と
繋
が
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
集
め
て
「
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ｅ
」
で
こ

ん
な
す
ご
い
も
の
が
あ
る
ん
だ
ぞ
と
い
う
こ
と
を
発
信
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
る
ク

リ
エ
イ
タ
ー
は
、
お
金
儲
け
で
は
な
く
、
世
界
一
の
も
の
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
関
わ
れ
る
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
く
れ
て

い
ま
す
」

品
質
が
い
い
も
の
を
高
い
値
段
で
買
っ
て
く
れ
る 

新
し
い
市
場
を
目
指
す
こ
と
に
方
針
転
換

こ
れ
ま
で
八
女
茶
が
取
っ
て
き
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
手
法

は
、
地
道
に
ブ
ラ
ン
ド
を
作
る
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
手
法
は

も
の
す
ご
く
時
間
が
か
か
り
、
そ
の
間
に
経
済
行
為
が
成
り

立
た
な
い
ま
ま
に
消
滅
し
て
い
く
こ
と
が
多
い
。
八
女
伝
統

本
玉
露
は
こ
れ
ま
で
は
海
外
の
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
品
質
は
評
価

さ
れ
る
が
、
価
格
が
高
く
て
売
れ
な
い
と
言
わ
れ
て
い
た
。

八
女
か
ら
世
界
最
高
の
飲
み
物
を
と
意
気
込
ん
だ
と
こ
ろ

へ
、
小
柳
局
長
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
実
業
家
の
本
田
直
之

氏
か
ら
「
そ
れ
な
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
行
く
べ
き
だ
」
と
い

う
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
。
本
田
氏
は
半
分
ハ
ワ
イ
、
残

り
の
半
分
を
東
京
。
世
界
各
国
と
い
う
生
活
を
送
り
な
が
ら
、

仕
事
と
遊
び
の
垣
根
の
な
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
送
っ
て
い

る
。
ビ
ジ
ネ
ス
で
も
食
で
も
世
界
に
精
通
し
て
い
る
。

椎
窓
氏
「
以
前
か
ら
、
急
須
で
お
茶
を
飲
む
習
慣
が
国
内

で
も
減
っ
て
き
た
の
で
、
お
茶
そ
の
も
の
で
事
業
展
開
す
る

こ
と
へ
の
疑
問
と
、
こ
れ
ま
で
の
お
茶
と
全
く
違
う
売
り
方

が
で
き
な
い
も
の
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
に

本
田
氏
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
、
質
の
高
い
八
女
の
玉
露
を
安
く

海
外
に
売
る
こ
と
は
我
々
が
本
当
に
や
ら
な
い
と
い
け
な
い

こ
と
で
は
な
い
と
気
づ
き
ま
し
た
。
八
女
茶
は
地
道
に
積
み

上
げ
る
段
階
を
と
う
に
過
ぎ
て
い
ま
し
た
。
既
存
の
海
外
市

場
が
、
安
い
お
茶
し
か
取
引
に
な
ら
な
い
な
ら
、
い
ま
ま
で

の
お
茶
を
扱
う
バ
イ
ヤ
ー
と
は
違
う
と
こ
ろ
に
打
っ
て
出
れ

ば
い
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
ま
ず
は
ア

メ
リ
カ
で
認
め
て
も
ら
う
つ
も
り
で
す
」

２
０
１
６
年
６
月
か
ら
本
田
氏
に
八
女
茶
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
参
画
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
本
田
氏
の
よ
う
な
業
界

の
方
々
は
即
断
即
決
で
進
め
る
の
で
、
わ
ず
か
半
年
の
間
に

か
な
り
の
支
援
を
得
て
順
調
に
進
ん
で
き
た
。
こ
れ
ま
で
十

何
年
も
イ
ベ
ン
ト
を
打
っ
た
り
し
て
も
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が

難
し
か
っ
た
の
で
、
そ
の
５
倍
く
ら
い
の
ス
ピ
ー
ド
で
や
ろ

う
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
。

ワイングラスで玉露を楽しむ
（写真提供：八女伝統本玉露推進協議会）
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ア
メ
リ
カ
輸
出
に
向
け
て
必
要
な
基
準
づ
く
り
の 

試
験
栽
培
を
始
め
る 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
始
ま
っ
た
２
０
１
６
年
７
月
に
は
す
で

に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
認
め
て
も
ら
う
こ
と
を
考
え
て
い

た
。
そ
の
と
き
一
番
問
題
に
な
っ
て
く
る
の
が
安
全
性
の
問

題
だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
お
茶
が
栽
培
さ
れ
て
い
な
い
の

で
使
用
が
許
可
さ
れ
て
い
る
農
薬
が
な
い
。
と
い
う
こ
と
は

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
で
な
い
と
輸
出
で
き
な
く
な
る
が
、
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
で
の
茶
の
栽
培
は
難
し
い
。

ち
ょ
う
ど
国
で
も
輸
出
拡
大
の
動
き
が
あ
っ
た
の
で
、
国

の
負
担
で
３
種
類
の
農
薬
が
ア
メ
リ
カ
で
登
録
さ
れ
た
。
こ

の
３
種
類
で
ア
メ
リ
カ
向
け
の
栽
培
基
準
が
作
れ
る
か
を
、

茶
専
門
の
試
験
場
で
あ
る
福
岡
県
農
林
業
総
合
試
験
場
八
女

分
場
へ
相
談
を
持
ち
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
何
と
か
実
現
で
き
そ

う
だ
と
い
う
回
答
を
も
ら
っ
た
。
そ
こ
で
、
若
手
の
玉
露
生

産
者
へ
声
を
掛
け
て
、
構
想
に
共
感
し
て
く
れ
た
黒
木
、
矢

部
、
上
陽
地
域
の
３
人
の
若
手
生
産
者
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
仕

様
で
の
栽
培
を
依
頼
し
た
。
当
然
リ
ス
ク
は
高
い
が
、
彼
ら

は
協
力
し
て
く
れ
た
。
ま
た
、
品
質
の
担
保
も
必
要
な
の
で
、

全
国
品
評
会
で
必
ず
入
賞
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
た
。

椎
窓
氏
「
八
女
で
は
茶
の
輸
出
を
目
指
し
真
剣
な
議
論
を

行
っ
て
い
ま
す
。
真
面
目
に
や
ろ
う
と
す
る
と
大
変
な
道
の

り
の
作
業
で
す
が
、
小
さ
い
産
地
で
技
術
の
継
承
を
し
て
い

る
仲
間
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る
の
で
、
生
産
者
と
技
術
者
の

信
頼
関
係
で
動
け
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」

品評会専用工場による製造現場
（写真提供：八女伝統本玉露推進協議会）

３人の若手生産者
（写真提供：八女伝統本玉露推進協議会）
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茶
文
化
を
地
元
で
根
付
か
せ
る
た
め
、 

市
内
小
中
学
校
に
淹
れ
方
教
室
と
給
茶
機
を
導
入

茶
の
く
に
八
女
と
し
て
、
地
元
の
子
供
た
ち
が
お
茶
の
文

化
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
海
外
展

開
や
担
い
手
育
成
に
は
重
要
な
課
題
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
市
内
の
小
中
学
校
２
４
校
で
は
お
茶
の
淹
れ
方
教
室
を

実
施
し
、
中
学
生
以
上
に
は
「
八
女
茶
学
」
と
い
う
学
習
用

冊
子
を
配
布
し
て
、
歴
史
、
効
能
、
栽
培
も
含
め
勉
強
し

て
も
ら
う
活
動
を
八
女
市
主
導
で
行
っ
て
い
る
。
椎
窓
氏

は
、
お
茶
を
急
須
で
淹
れ
る
の
に
は
時
間
が
か
か
る
が
、
効

率
で
は
な
く
相
手
を
思
う
心
を
大
切
に
す
る
と
い
う
情
操
教

育
に
は
お
茶
が
適
し
て
い
る
と
自
信
を
持
つ
。
八
女
市
で
は
、

２
０
１
７
年
度
か
ら
、
２
４
校
全
て
に
給
茶
機
を
設
置
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

椎
窓
氏
「
最
近
、
給
茶
機
の
性
能
が
も
の
す
ご
く
良
く
な

り
、
急
須
で
淹
れ
る
お
茶
に
近
い
お
茶
が
飲
め
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
淹
れ
方
教
室
は
情
操
教
育
に
適
し
、
実
際
に
飲

ん
で
も
ら
う
た
め
に
は
給
茶
機
の
設
置
が
効
果
的
だ
と
考
え

ま
す
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
非
常
に
高
い
の
で
す
が
、
こ

れ
に
は
生
産
者
と
お
茶
屋
さ
ん
に
協
力
頂
き
、
行
政
と
一
体

と
な
っ
た
教
育
を
実
現
し
た
い
で
す
」

ま
た
、
八
女
の
星
野
村
に
は
、
国
内
２
ヶ
所
し
か
な
い
お

茶
の
観
光
施
設
の
う
ち
の
一
つ
「
茶
の
文
化
館
」
が
あ
り
、

Ｇ
Ｉ
や
し
ず
く
茶
の
紹
介
も
す
る
新
し
い
施
設
と
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
控
え
て
い
る
。

お茶を淹れることは情操教育の一環だ
（写真提供：八女伝統本玉露推進協議会）
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八
女
茶
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
は
色
々
あ
る

が
、
東
京
に
行
く
と
宇
治
茶
の
方
が
上
だ
と
言
わ
れ
て
し
ま

う
。
外
国
人
観
光
客
も
宇
治
茶
に
ば
か
り
集
ま
る
た
め
、
こ

れ
も
ど
う
に
か
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
近
々
圧
倒
的
ブ
ラ

ン
ド
化
を
行
い
、
ゴ
ー
ル
は
八
女
伝
統
本
玉
露
を
世
界
の

ス
ー
パ
ー
ブ
ラ
ン
ド
に
す
る
こ
と
だ
。

世
界
最
高
の
キ
ャ
ビ
ア
だ
っ
た
ら
ベ
ル
ー
ガ
、
宝
石
だ
っ

た
ら
ピ
ア
ジ
ェ
、
車
だ
っ
た
ら
ブ
ガ
ッ
テ
ィ
。
飲
み
物
全
般

の
中
で
の
世
界
最
高
が
八
女
伝
統
本
玉
露
だ
と
い
う
よ
う
な

ブ
ラ
ン
ド
に
し
た
い
。

地
域
の
人
が
誇
り
を
持
て
る
よ
う
に
、
八
女
伝
統
本
玉

露
を
“
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ｅ
”
で
通
用
す
る
ブ
ラ
ン
ド
に
す
る

関
わ
る
人
を
感
動
さ
せ
る
の
が
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
だ
と
考

え
る
。
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、
人
を
感
動
さ
せ
る
仕
掛
け
。

も
の
を
売
る
と
は
そ
う
い
う
こ
と
だ
。

ロ
マ
ネ
コ
ン
テ
ィ
の
ブ
ド
ウ
畑
の
よ
う
に
、
世
界
で
も
っ

と
も
有
名
な
茶
畑
が
八
女
の
天
空
の
茶
畑
、
そ
の
聖
地
で
採

れ
た
八
女
伝
統
本
玉
露
だ
と
感
動
さ
れ
る
よ
う
な
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
行
い
た
い
。

想
い
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
た
め
に
は
き
ち
ん
と
し
た
も

の
を
つ
く
ら
な
い
と
い
け
な
い
し
、
地
域
の
人
々
の
理
解
も

必
要
。
地
域
の
人
々
が
誇
り
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

八
女
伝
統
本
玉
露
を
武
器
に
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ｅ
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
で

世
界
展
開
を
目
指
し
た
い
。

ワイングラスで玉露を楽しむ
（写真提供：八女伝統本玉露推進協議会）
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世
界
の
ブ
ラ
ン
ド
に
な
る
ま
で
何
年
か
か
っ
て
も
や
る
。

途
中
で
絶
対
に
や
め
な
い
。
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
は
一
歩
ず

つ
積
み
上
げ
て
い
く
も
の
だ
が
、
一
方
で
、
た
っ
た
半
年
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
ま
で
行
け
る
こ
と
に
な
っ
た
、
あ
の
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
や
っ
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
こ
の
ま
ま
で
は
２
０
年
後
に
は
生
産
者
が
数
名
し
か
残

ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
危
機
感
が
あ
る
か
ら
だ
。
現
在
の
八

女
伝
統
本
玉
露
の
生
産
者
は
１
９
６
名
、
そ
の
う
ち
３
０

代
以
下
の
後
継
者
は
た
っ
た
６
名
し
か
い
な
い
。
玉
露
の

１
１
０
年
の
歴
史
を
さ
ら
に
重
ね
て
い
く
た
め
に
、
１
０
０

年
後
も
数
十
人
で
作
り
続
け
ら
れ
る
土
台
を
作
り
た
い
。
そ

の
た
め
の
ブ
ラ
ン
ド
化
で
あ
る
。

生
産
量
で
は
な
く
単
価
を
上
げ
て
八
女
茶
の 

売
上
高
拡
大
を
図
る

ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
っ
て
八
女
伝
統
本
玉
露
、
八
女
茶
の
売

上
高
の
拡
大
を
図
る
が
、
そ
の
手
法
と
し
て
生
産
量
の
拡
大

を
図
る
つ
も
り
は
な
い
。
ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ｅ
が
今

の
１
０
０
倍
の
値
段
を
つ
け
て
、
世
界
で
ま
だ
だ
れ
も
手
を

つ
け
て
い
な
い
真
白
な
市
場
を
掴
み
取
っ
て
い
き
た
い
。
支

援
者
は
、
１
０
年
か
か
っ
て
も
２
０
年
か
か
っ
て
も
や
る
と

言
っ
て
く
れ
て
い
る
。

椎
窓
氏
は
「
口
に
出
し
た
ら
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
」

と
力
強
く
語
る
。

天空の茶畑
（写真提供：八女伝統本玉露推進協議会）

八女伝統本玉露

団体：八女伝統本玉露推進協議会
住所：福岡県八女市本町 647
電話：0943-23-1118

お話を聞いたのは：八女伝統本玉露推進協議会 事務局長 椎窓 孝雄 氏



今治タオルの価値に共感してくれる 
世界中のファンをつくる

団体：今治タオル工業組合（旧：四国タオル工業組合）

愛媛県今治地域産のタオル

「今治タオルブランド」とは、タオル及び関連商品の製造・販売において豊富な経
験と技術を有する「今治タオル工業組合」の組合員企業が製造した「今治タオル」
商品のうち、本組合が独自に定めた品質基準に合格したタオル商品のみに付す商
標のことであり、「優れた吸水性」を有することを最大の特徴とし、これをすべて
の消費者に約束するものです。

指定商品又は役務

地域団体商標今治タオル    

imabari towel Japan

写真提供：今治タオル工業組合
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産
地
の
構
造
改
革
の
手
段
と
し
て
産
地
で
の
ブ
ラ
ン
ド

化
に
取
り
組
む

今
治
の
タ
オ
ル
は
、
３
０
年
く
ら
い
前
か
ら
海
外
展
開
の

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
た
。
当
時
は
、
国
内
需
要
が
伸
び

悩
む
中
で
海
外
市
場
に
目
を
向
け
て
、
海
外
の
展
示
会
に
出

て
行
っ
た
。
し
か
し
、
な
か
な
か
継
続
的
な
取
引
に
発
展
す

る
取
り
組
み
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
物
流
の
問
題

も
あ
っ
た
が
、
何
よ
り
、
日
本
製
の
タ
オ
ル
を
受
け
入
れ
る

だ
け
の
市
場
が
海
外
に
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の

後
、
国
内
タ
オ
ル
市
場
は
プ
ラ
ダ
合
意
に
よ
る
急
激
な
円
高

と
バ
ブ
ル
の
崩
壊
お
よ
び
安
価
な
輸
入
品
の
増
加
に
よ
っ
て
、

主
力
の
ギ
フ
ト
商
品
の
売
上
が
減
少
し
て
い
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
し
て
、
今
治
は
タ
オ
ル
の
産
地
と
し
て
次
第
に
元
気
が

な
く
な
っ
て
行
き
、
海
外
ど
こ
ろ
で
は
な
い
状
況
に
陥
っ
て

し
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、
海
外
展
開
は
一
時
中
断
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。

当
初
は
、
今
治
タ
オ
ル
の
得
意
と
す
る
先
染
め
、
ジ
ャ

カ
ー
ド
織
り
で
高
級
品
を
作
る
高
い
技
術
力
が
あ
れ
ば
生
き

残
れ
る
と
思
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
現
実
は
厳
し
く
、
産

地
の
構
造
改
革
が
必
要
と
い
う
こ
と
か
ら
、
２
０
０
１
年

「
タ
オ
ル
業
界
構
造
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
」
、
さ
ら
に
２
０
０
４

年
に
は
「
新
産
地
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
う
し

た
状
況
の
中
で
、
「
“
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｅ

Ｉ
Ｎ

今
治
”
で
差
別

化
」
と
い
う
考
え
方
が
産
地
で
確
認
さ
れ
て
い
っ
た
。
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ブ
ラ
ン
ド
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
国
の
支
援
事
業
を
活

用
２
０
０
６
年
に
四
国
経
済
産
業
局
か
ら
今
治
市
商
工
労
政

課
（
当
時
）
に
出
向
し
て
き
て
い
た
濱
田
康
次
氏
か
ら
、
経

済
産
業
省
が
実
施
し
て
い
る
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ
ラ
ン
ド
育
成

支
援
事
業
」
へ
の
応
募
を
す
す
め
ら
れ
た
。
こ
の
事
業
は
、

地
域
の
特
性
を
活
か
し
て
つ
く
ら
れ
る
製
品
等
の
価
値
・
魅

力
を
高
め
る
事
業
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
国
内
だ
け
で
な
く

世
界
に
通
用
す
る
高
い
評
価
を
得
ら
れ
る
「
日
本
」
を
表
現

し
た
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ
ラ
ン
ド
」
を
作
り
上
げ
る
た
め
の
事

業
を
、
総
合
的
に
支
援
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
さ
し
く
、

本
事
業
は
新
産
地
ビ
ジ
ョ
ン
を
具
体
化
す
る
の
に
最
適
な
枠

組
み
で
あ
っ
た
。
今
治
市
、
今
治
商
工
会
議
所
、
タ
オ
ル
工

業
組
合
の
三
者
が
連
携
し
て
応
募
、
採
択
さ
れ
た
。
そ
の
結

果
、
海
外
展
示
会
へ
の
出
展
よ
り
も
先
に
、
今
治
タ
オ
ル
の

ブ
ラ
ン
ド
そ
の
も
の
の
確
立
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

こ
で
、
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
佐
藤
可
士
和
氏
を
招
聘
す

る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

優
れ
た
戦
略
を
考
え
ら
れ
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を

招
聘
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
優
れ
た
戦

略
を
考
え
ら
れ
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
必
要
だ
と
判
断

し
た
。
そ
こ
で
、
当
時
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

が
提
案
し
た
人
物
が
、
佐
藤
氏
で
あ
っ
た
。

佐
藤
氏
は
、
招
聘
の
要
請
を
断
ろ
う
と
思
っ
た
そ
う
だ
が
、

今
治
の
タ
オ
ル
を
実
際
に
使
っ
て
み
て
、
そ
の
高
い
品
質
に

魅
了
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
招
聘
を
う
け
る
こ
と
を
決
め
た

と
い
う
。
さ
ら
に
、
今
治
に
来
て
、
今
治
タ
オ
ル
の
商
品
、

地
域
、
人
材
を
見
た
こ
と
に
よ
り
、
「
こ
れ
だ
っ
た
ら
“
安

心
・
安
全
・
高
品
質
”
を
本
質
的
価
値
に
し
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
が
で
き
る
」
と
実
感
し
た
そ
う
だ
。
佐
藤
氏
は
、
こ
れ

ま
で
地
域
ブ
ラ
ン
ド
も
タ
オ
ル
も
手
掛
け
た
経
験
は
な
か
っ

た
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
産
地
の
人
達
が
見
落
と
し
て
い
た
も
の

を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
た
よ
う
だ
。
新
た
な
視
点
を
産

地
の
人
達
に
伝
え
、
再
認
識
さ
せ
る
こ
と
で
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
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消
費
者
に
今
治
タ
オ
ル
を
わ
か
り
や
す
く
知
っ
て
も
ら

う
た
め
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
作
成

佐
藤
氏
と
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
今
治
タ
オ
ル
の
ロ

ゴ
マ
ー
ク
で
あ
っ
た
。
「
今
治
タ
オ
ル
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

が
無
く
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
も
無
け
れ
ば
、
も
し
か
し
た
ら
、
今

治
産
地
は
崩
壊
し
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ロ
ゴ
マ
ー
ク

を
作
成
し
、
そ
の
使
用
方
法
を
決
め
て
い
っ
た
こ
と
が
、
今

治
タ
オ
ル
が
産
地
と
し
て
復
活
し
た
大
き
な
要
因
の
一
つ
で

し
た
」
と
今
治
タ
オ
ル
工
業
組
合
理
事
長
の
近
藤
氏
は
語
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
当
初
、
佐
藤
氏
は
今
治
タ
オ
ル
を
世

に
出
す
時
に
、
「
今
治
タ
オ
ル
と
い
え
ば
こ
れ
」
と
い
う
ビ

ジ
ュ
ア
ル
が
無
か
っ
た
こ
と
を
重
要
視
し
て
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク

と
今
治
タ
オ
ル
の
表
記
を
ま
ず
決
め
る
こ
と
に
し
た
。
さ
ら

に
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
は
、
ウ
ー
ル
マ
ー
ク
や
Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー
ク

の
様
な
品
質
保
証
の
マ
ー
ク
と
し
て
の
役
割
を
担
わ
せ
る
こ

と
に
し
た
の
で
あ
る
。

加
え
て
、
消
費
者
に
「
今
治
タ
オ
ル
」
を
浸
透
さ
せ
る
た

め
の
導
入
時
期
の
措
置
と
し
て
、
タ
オ
ル
メ
ー
カ
ー
各
社
の

織
り
ネ
ー
ム
と
の
併
用
を
認
め
な
い(

後
に
改
訂
さ
れ
、
併

用
を
認
め
る)

、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
勝
手
な
ア
レ
ン
ジ
の
禁
止

な
ど
、
細
か
な
ル
ー
ル
を
設
定
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、

何
よ
り
も
先
に
産
地
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
を
優
先
し
た
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
使
用
ル
ー
ル
を
明
確
に
し
て
高
品
質
と

信
頼
の
提
供
に
活
用

今
治
タ
オ
ル
ブ
ラ
ン
ド
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
使
え
る
の
は
、

今
治
タ
オ
ル
工
業
組
合
の
組
合
員
に
限
ら
れ
、
新
規
加
入
の

場
合
は
、
加
入
３
年
後
か
ら
使
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
「
５
秒
ル
ー
ル
」
な
ど
の
組
合
独

自
の
品
質
基
準
を
ク
リ
ア
し
、
製
織
及
び
染
色
加
工
を
今
治

産
地
で
行
う
な
ど
の
条
件
を
ク
リ
ア
し
た
タ
オ
ル
だ
け
に
、

マ
ー
ク
の
織
り
ネ
ー
ム
を
つ
け
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
織
り
ネ
ー
ム
に
は
４
桁
の
数
字
が
つ
い
て
お
り
、
各

メ
ー
カ
ー
が
独
自
に
付
け
る
組
成
表
示
等
の
ネ
ー
ム
が
な
く

て
も
、
そ
の
番
号
か
ら
製
造
メ
ー
カ
ー
が
分
か
る
仕
組
み
と

な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
タ
オ
ル
に
つ
け
ら
れ
た
マ
ー
ク
に
は
、
高
い
品

質
と
信
頼
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。

近
藤
氏
「
し
っ
か
り
と
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
、
マ
ー
ク
を

作
成
し
た
こ
と
で
、
組
合
加
入
に
よ
っ
て
使
用
で
き
る
マ
ー

ク
の
価
値
が
上
が
り
、
組
合
と
し
て
組
織
を
形
作
っ
て
い
く

こ
と
が
出
来
ま
し
た
」

佐藤可士和氏が作成したロゴマーク
（提供：今治タオル工業組合）
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「
今
治
タ
オ
ル
」
を
地
域
団
体
商
標
登
録 

マ
ー
ク
の
検
討
と
同
時
に
、
「
今
治
タ
オ
ル
」
を
地
域
団

体
商
標
に
出
願
・
登
録
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
た
。

そ
の
頃
は
、
今
治
の
タ
オ
ル
メ
ー
カ
ー
の
ほ
と
ん
ど
が
、

Ｏ
Ｅ
Ｍ
生
産
が
中
心
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
発
注
先
企
業

の
発
注
量
の
激
減
に
伴
い
、
産
地
は
危
機
的
状
況
に
至
っ
た
。

さ
ら
に
、
自
社
製
品
を
作
り
、
産
地
と
し
て
共
同
Ｐ
Ｒ
す
る

取
り
組
み
を
始
め
て
ま
だ
間
も
な
い
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
う

い
っ
た
状
況
か
ら
、
特
許
庁
は
、
「
今
治
タ
オ
ル
」
で
の

販
売
実
績
が
な
い
と
い
う
理
由
で
、
地
域
団
体
商
標
の
登

録
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
旨
を
伝
え
て
き
た
。
し
か
し
、

２
０
０
３
年
３
月
か
ら
３
年
間
限
定
で
銀
座
に
開
店
し
た
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
い
ま
ば
り
タ
オ
ル
ブ
テ
ィ
ッ
ク
」
の
販

売
実
績
を
示
し
た
結
果
、
２
０
０
７
年
に
地
域
団
体
商
標
を

取
得
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

近
藤
氏
「
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
地
域
団
体
商
標
と
は
利
用
の
考

え
方
が
異
な
り
、
品
質
保
証
の
機
能
を
持
っ
た
マ
ー
ク
の
方

が
、
利
用
頻
度
が
高
い
の
で
す
」

今
治
タ
オ
ル
の
本
質
を
伝
え
る
「
白
い
タ
オ
ル
」
の
商

品
開
発

今
治
の
タ
オ
ル
メ
ー
カ
ー
は
、
先
染
め
、
ジ
ャ
カ
ー
ド
織

り
を
用
い
複
雑
で
繊
細
な
柄
を
作
る
高
い
技
術
力
が
売
り

だ
っ
た
。

し
か
し
、
佐
藤
氏
が
見
出
し
た
今
治
タ
オ
ル
の
本
質
は

「
安
心
・
安
全
・
高
品
質
」
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
消
費

者
に
伝
え
や
す
い
姿
は
「
白
い
タ
オ
ル
」
だ
と
佐
藤
氏
は
考

え
た
。
し
か
し
、
当
時
の
タ
オ
ル
メ
ー
カ
ー
の
常
識
は
、
白

い
タ
オ
ル
は
安
価
な
商
品
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
拒
否
反
応
が

強
か
っ
た
。

そ
こ
で
佐
藤
氏
は
、
ユ
ー
ザ
ー
の
求
め
て
い
る
も
の
は
、

「
安
心
・
安
全
・
高
品
質
」
な
使
い
心
地
で
あ
っ
て
、
柄
や

色
が
な
い
白
い
タ
オ
ル
の
方
が
、
そ
れ
が
良
く
伝
わ
る
と
い

う
説
明
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
予
想
を
越
え
る
多
く
の

タ
オ
ル
メ
ー
カ
ー
が
、
白
い
タ
オ
ル
を
作
り
始
め
た
。

そ
う
し
た
状
況
か
ら
、
２
０
０
７
年
９
月
に
伊
勢
丹
新
宿

店
で
今
治
タ
オ
ル
の
常
設
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
、
そ
こ

で
白
い
今
治
タ
オ
ル
が
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
以
降
、

「
白
い
今
治
タ
オ
ル
」
と
し
て
の
知
名
度
は
上
が
っ
て
行
っ

た
。

ブ
ラ
ン
ド
維
持
の
た
め
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

２
０
１
０
年
に
そ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
て
、
今

治
タ
オ
ル
の
ブ
ラ
ン
ド
の
意
義
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
等
の
取
り
扱

い
、
違
反
時
の
措
置
等
を
、
「
今
治
タ
オ
ル
ブ
ラ
ン
ド
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
と
し
て
ま
と
め
た
。
こ
れ
は
、
組
合
の
ブ
ラ
ン

ド
推
進
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
１
年
が
か
り
で
つ
く
っ
た

も
の
で
、
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
で
あ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
読
め

ば
今
治
タ
オ
ル
の
本
質
を
理
解
で
き
る
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
る

よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
随
時
見
直
し
が
図
ら

れ
る
生
き
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

近
藤
氏
「
品
質
は
当
時
か
ら
し
っ
か
り
管
理
し
て
い
ま
し

た
が
、
年
々
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
特
に
吸
水
性
は

当
時
に
比
べ
て
厳
し
く
な
り
ま
し
た
。
５
秒
ル
ー
ル
を
制
定

し
た
当
時
は
海
外
を
視
野
に
入
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

現
在
で
は
海
外
に
攻
め
る
際
の
武
器
に
も
な
っ
て
い
ま
す
」

白いタオルは今治タオルのイメージに
（写真提供：今治タオル工業組合）
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日
用
品
で
は
成
立
し
な
い
が
、
タ
オ
ル
を
イ
ン
テ
リ
ア

と
す
る
こ
と
で
高
価
格
で
も
成
立
さ
せ
る

こ
う
し
た
一
連
の
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
取
り
組
み
が
進
み
、

今
治
タ
オ
ル
の
知
名
度
も
上
が
っ
て
き
た
。
ま
た
、
産
地
が

元
気
を
取
り
戻
し
て
来
た
こ
と
か
ら
、
海
外
へ
の
再
チ
ャ
レ

ン
ジ
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

海
外
市
場
で
も
、
日
用
品
タ
オ
ル
の
方
が
市
場
は
大
き
く
、

タ
オ
ル
は
消
耗
品
扱
い
の
た
め
、
発
展
途
上
国
な
ど
の
安
価

な
商
品
に
対
し
て
今
治
タ
オ
ル
の
勝
ち
目
が
な
い
こ
と
は
、

日
本
と
変
わ
ら
な
い
。
タ
オ
ル
は
気
候
・
風
土
に
よ
っ
て
使

い
方
、
求
め
る
価
値
観
が
異
な
る
た
め
、
日
本
の
価
値
観
で

作
っ
た
商
品
を
、
そ
の
ま
ま
海
外
に
持
ち
込
ん
で
も
上
手
く

行
か
な
い
。
そ
の
た
め
、
日
用
品
タ
オ
ル
と
は
違
う
土
俵
を

意
識
し
、
例
え
ば
、
タ
オ
ル
を
イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
販
売
し

て
い
る
。

「
非
常
に
ニ
ッ
チ
な
分
野
を
攻
め
て
い
ま
す
が
、
国
内
の

減
少
分
を
補
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

も
そ
も
海
外
で
販
売
す
る
ま
で
に
、
関
税
や
物
流
コ
ス
ト

で
、
日
本
で
の
小
売
上
代
の
２
．
５
倍
か
ら
３
倍
の
価
格
帯

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
日
用
品
タ
オ
ル
と

し
て
は
到
底
戦
え
な
い
価
格
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
日

用
品
と
し
て
同
じ
土
俵
に
上
げ
ら
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
な
、

価
値
観
が
違
う
市
場
で
、
“
ど
こ
で
”
、
“
誰
に
対
し
て
”

売
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
プ
レ
ゼ
ン
し
て
行
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
面
白
い
の
で
あ
り
、

常
に
先
取
り
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
」
と
近
藤
氏
。

続
い
て
近
藤
氏
は
「
現
在
の
モ
ノ
の
売
り
方
と
し
て
は
、

国
内
外
問
わ
ず
“
リ
ア
リ
テ
ィ
”
が
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

実
際
に
モ
ノ
を
作
っ
て
い
る
人
が
、
消
費
者
や
バ
イ
ヤ
ー
に

対
し
て
“
う
ち
の
商
品
良
い
で
し
ょ
う
！
”
と
宣
伝
し
て
も

正
直
“
リ
ア
リ
テ
ィ
”
が
あ
り
ま
せ
ん
。
商
品
の
価
値
や
イ

メ
ー
ジ
に
共
感
し
て
頂
き
、
且
つ
影
響
力
の
あ
る
お
店
に
商

品
を
置
い
て
頂
く
こ
と
で
“
リ
ア
リ
テ
ィ
”
が
生
ま
れ
て
来

る
の
で
す
。
展
示
会
へ
の
出
展
に
お
い
て
も
、
ま
だ
世
の
中

に
知
ら
れ
て
い
な
い
商
品
な
ど
を
出
す
場
合
に
は
、
一
定
の

効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
を
何
度
行
っ
て
も
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
広
が
っ
て
行
か
ず
、
意
味
が
無
い
も
の
に

な
っ
て
行
き
ま
す
」
と
話
す
。

海外展示会 100％ design（ロンドン 2014.09）
（写真提供：今治タオル工業組合）
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組
合
の
委
員
会
で
の
検
討
を
も
と
に
戦
略
的
に
展
開

販
売
戦
略
は
、
今
治
タ
オ
ル
工
業
組
合
の
委
員
会
で
検
討

さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
２
～
３
回
程
度
展
示
会
に
出
展
し

た
後
は
、
次
に
ど
う
す
る
べ
き
か
を
議
論
す
る
。
結
果
、
次

は
展
示
会
で
は
な
く
リ
ア
ル
店
舗
を
出
し
て
行
く
べ
き
だ
ろ

う
と
話
が
上
が
る
。
で
は
、
ど
の
地
域
に
出
店
し
て
行
く
べ

き
か
と
、
ど
ん
ど
ん
話
が
進
ん
で
行
く
。
反
省
会
を
行
い
、

そ
う
し
て
議
論
を
深
め
て
行
く
こ
と
で
、
次
の
道
が
開
け
て

行
く
。
そ
う
し
た
新
し
い
“
気
づ
き
”
を
学
び
、
積
み
重
ね

て
い
る
段
階
で
あ
る
。

近
藤
氏
「
自
分
た
ち
の
商
品
が
そ
の
国
で
ど
う
い
う
位
置

づ
け
に
な
る
の
か
を
見
極
め
て
、
じ
ゃ
あ
ど
う
い
う
商
品
を

ど
の
値
段
で
売
る
の
か
、
と
い
う
検
討
を
し
な
い
限
り
は
、

い
く
ら
良
い
モ
ノ
を
作
っ
て
も
売
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の

概
念
を
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
考
え
て
い
ま
す
」

国
内
へ
の
ブ
ー
メ
ラ
ン
効
果
を
狙
っ
た
海
外
展
開
イ

メ
ー
ジ
戦
略

海
外
展
開
の
効
果
と
し
て
は
、
一
つ
は
そ
の
取
り
組
み
過

程
に
お
け
る
“
気
づ
き
”
を
学
び
な
が
ら
、
国
内
で
減
少
す

る
と
予
測
さ
れ
る
売
上
分
を
補
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

し
か
し
、
現
在
の
海
外
で
の
売
り
上
げ
は
全
体
の
１
％
前

後
に
過
ぎ
な
い
。
海
外
展
開
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
５
％
ぐ
ら
い
ま
で
持
っ
て
行
く
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
か

な
り
の
金
額
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
。

近
藤
氏
「
今
の
段
階
で
は
、
む
し
ろ
今
治
タ
オ
ル
は
世
界

へ
打
っ
て
出
て
い
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
戦
略
と
し
て
の
効
果

が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
海
外
展
開
を
行
っ
て
い
る
と
い
う

認
知
度
が
上
が
る
こ
と
で
、
国
内
で
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
が
逆

に
向
上
す
る
、
い
わ
ゆ
る
ブ
ー
メ
ラ
ン
効
果
は
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
で
す
」
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い
い
お
店
で
今
治
タ
オ
ル
を
体
験
し
、
共
感
し
て
も

ら
っ
て
、
購
入
を
狙
う
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
推
進
に
よ
り
、
お
遍
路
さ
ん
で
今
治
を

訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
も
多
く
な
っ
た
。

東
京
の
南
青
山
に
作
っ
た
店
舗
で
も
、
外
国
人
観
光
客
が

沢
山
購
入
し
て
い
る
。
こ
れ
は
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
な
ど

ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
の
効
果
だ
と
思
う
。
日
本
国
内
の
様
々

な
場
所
で
今
治
タ
オ
ル
が
使
わ
れ
て
い
る
し
、
売
ら
れ
て
い

る
。
気
に
入
っ
て
買
っ
て
帰
っ
て
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
拡

が
っ
て
行
く
と
い
っ
た
正
の
ス
パ
イ
ラ
ル
効
果
が
非
常
に
大

き
い
。
外
国
人
の
日
用
品
使
い
の
タ
オ
ル
に
対
す
る
価
値
観

も
、
徐
々
に
変
わ
っ
て
来
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
今
治
タ
オ
ル
を
、
日
本
の
“
良
い
お
店
”
で

使
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
。

近
藤
氏
「
毎
日
の
よ
う
に
問
い
合
わ
せ
や
注
文
の
メ
ー
ル

が
来
ま
す
。
拡
が
っ
て
い
く
理
由
と
し
て
は
、
感
性
の
価
値

に
共
感
し
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
。
そ
う
で
な
い
と
日
用
品

は
売
れ
ま
せ
ん
。
品
質
が
良
い
も
の
で
あ
れ
ば
売
れ
る
と
い

う
考
え
だ
け
で
は
買
っ
て
頂
け
な
い
の
で
す
」

今治タオル 南青山店
（写真提供：今治タオル工業組合）

2017 年 3 月にリニューアルオープンした今治タオル 本店
（写真提供：今治タオル工業組合）
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地
域
と
の
連
携 

や
は
り
、
今
治
に
来
て
も
ら
っ
て
土
地
の
フ
ァ
ン
に
な
っ

て
も
ら
う
の
が
大
事
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
今
治
は
資

源
（
自
転
車
、
し
ま
な
み
海
道
、
Ｆ
Ｃ
今
治
、
造
船
、
Ｂ
級

グ
ル
メ
な
ど
）
を
多
く
持
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
と
絡
ん

で
行
け
れ
ば
良
い
と
思
っ
て
い
る
。
地
域
の
価
値
を
上
げ
る

こ
と
で
、
お
客
様
が
地
域
へ
来
て
く
れ
る
。
そ
こ
で
商
品
を

見
て
も
ら
う
。
地
域
と
商
品
が
掛
け
合
わ
さ
る
こ
と
で
、
商

品
の
価
値
（
魅
力
）
も
よ
り
一
層
高
ま
っ
て
く
る
。
今
治
タ

オ
ル
本
店
（
愛
媛
県
今
治
市
）
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
り
、

地
元
の
今
治
市
、
市
民
と
と
も
に
地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
を
、

よ
り
一
層
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

近
藤
氏
「
今
治
市
に
住
む
方
が
口
コ
ミ
で
広
げ
て
く
れ
た

り
、
話
題
に
出
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
が
、
今
治

タ
オ
ル
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
向
上
と
し
て
最
も
大
き
い
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
市
民
だ
け
で
な
く
市
内
企
業
に

お
い
て
も
同
様
で
、
大
事
な
お
客
様
が
来
ら
れ
た
時
に
は
、

多
く
の
方
に
、
今
治
タ
オ
ル
を
お
土
産
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
の
方
が
自
信
を
持
っ

て
今
治
タ
オ
ル
を
勧
め
て
下
さ
る
こ
と
が
、
何
よ
り
の
“
リ

ア
リ
テ
ィ
”
と
な
っ
て
い
ま
す
」

今治オリジナルブランド「ふわり J Soft painting」
（写真提供：今治タオル工業組合）

今治オリジナルブランド「ふわり Kizuna」
（写真提供：今治タオル工業組合）

来島海峡大橋 / 全景
（写真提供：今治市 産業部 観光課）

サイクリング 多々羅大橋
（写真提供：今治市 産業部 観光課）
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近
藤
氏
「
人
と
人
の
付
き
合
い
を
大
事
に
し
て
、
地
道
な

が
ら
も
共
感
い
た
だ
い
た
皆
様
と
、
継
続
し
て
お
付
き
合
い

を
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
一
人
で
も
今
治
タ

オ
ル
フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
我
々
の
喜
び
で
あ
り

最
大
の
目
的
で
す
。
そ
れ
は
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
す
る
の
で
は

な
く
、
口
コ
ミ
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
で
行
い
、
世
界
へ
発

信
し
て
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
」

今治タオル 

団体：今治タオル工業組合
住所：愛媛県今治市東門町 5 丁目 14-3
電話：0898-32-7000
HP：http://itia.or.jp/

お話を聞いたのは：今治タオル工業組合 理事長 近藤 聖司 氏
今治タオル工業組合 専務理事 木村 忠司 氏
今治タオル工業組合 事務局次長 𠮷川 裕二 氏

タオル / 今治タオル（白）
（写真提供：今治市 産業部 観光課）



外国人とも連携して有田焼を
世界のＡＲＩＴＡに

団体：有田焼卸団地協同組合

伊万里・有田焼は、白く美しい磁肌や華やかな絵付け、
食器としての使いやすさや丈夫さがその特色です。

1616 年、日本で最初の磁器である有田焼が誕生し、2016 年に 400 年を迎えました。
次の 100 年に向け、“ARITA EPISODE2” が幕を開けます。 

有田焼    経済産業大臣指定伝統的工芸品

伝統的工芸品

ARITA EPISODE2

２０１６／ 店内
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Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
４
０
０
年
記
念
事
業
の
代
表
ブ
ラ
ン
ド

「
２
０
１
６
／
」
。
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
が
生
ま
れ
た
の
は
、
あ

る
有
田
焼
商
社
の
社
長
の
苦
渋
の
決
断
と
思
い
切
り
の
良
さ

か
ら
だ
っ
た
。

有
田
で
３
代
続
く
有
田
焼
の
商
社
「
百
田
陶
園
」
の
百
田

憲
由
社
長
は
、
年
々
落
ち
込
ん
で
い
く
有
田
焼
の
売
り
上
げ

に
危
機
感
を
感
じ
て
い
た
。
そ
ん
な
折
に
打
診
を
受
け
た
の

が
、
東
京
・
丸
の
内
の
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
へ
の
ア
ー
ケ
ー
ド
出

店
の
依
頼
。
２
０
１
０
年
の
事
で
あ
る
。
そ
の
店
内
の
内
装

デ
ザ
イ
ン
の
候
補
と
し
て
出
会
っ
た
の
が
柳
原
照
弘
氏
。
柳

原
氏
の
作
品
の
セ
ン
ス
や
、
海
外
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
多
さ

に
ひ
か
れ
、
店
の
内
装
で
は
無
く
、
こ
れ
か
ら
の
有
田
の
プ

ロ
ダ
ク
ト
を
考
え
て
欲
し
い
と
オ
フ
ァ
ー
し
た
。

そ
れ
な
ら
ば
と
引
き
受
け
て
く
れ
た
柳
原
氏
に
は
、
さ
っ

そ
く
有
田
の
町
を
訪
ね
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
新
し
く
プ

ロ
ダ
ク
ト
を
お
願
い
す
る
た
め
に
は
、
有
田
焼
の
歴
史
と
伝

統
を
知
っ
て
も
ら
い
、
実
際
の
工
場
や
街
並
み
な
ど
有
田
の

現
状
を
見
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
時
の
柳
原
氏
の
言
葉
は
、
百
田
氏
に
と
っ
て
厳
し
い
も

の
だ
っ
た
。

「
今
の
有
田
は
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
商
品
を
作
っ
て
い
な
い
。

有
田
と
い
う
名
前
だ
け
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
て
る
か
ら
ダ
メ
な

ん
だ
」

悔
し
い
け
れ
ど
、
本
当
に
そ
う
だ
っ
た
。
柳
原
氏
の
言
葉

に
は
、
百
田
氏
の
感
じ
て
い
た
危
機
感
と
同
じ
も
の
が
あ
っ

た
。
百
田
氏
は
、
柳
原
氏
と
組
ん
で
行
く
思
い
を
い
っ
そ
う

強
く
し
た
。
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●陶磁器関係販売額等の推移

商店数 従業員数 販売額

柳原照弘氏
photo by Kenta Hasegawa

（人）

資料：商業統計調査、経済センサス -活動調査
※商業統計結果は平成２１年調査を中止し、平成２４年経済センサス -活動調査にて調査を実施した。
※平成１９年の販売額が非公開。

陶磁器関係販売額等の推移
（平成２７年 有田町統計書のデータに基づき作成）
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「
日
本
か
ら
の
発
信
」だ
け
で
は
な
く「
世
界
か
ら
発
信
」

し
て
有
田
焼
を
世
界
デ
ビ
ュ
ー
さ
せ
る

柳
原
氏
は
百
田
氏
に
「
世
界
に
認
め
ら
れ
る
有
田
の
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
ブ
ラ
ン
ド
を
作
り
ま
し
ょ
う
」
と
提
案
し
た
。
柳

原
氏
は
世
界
を
対
象
と
し
た
新
し
い
有
田
焼
の
コ
ン
セ
プ
ト

作
り
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
は
白
い
プ

ロ
ダ
ク
ト
が
柳
原
氏
、
有
田
の
「
色
」
と
な
る
カ
ラ
ー
ポ
ー

セ
リ
ン
は
オ
ラ
ン
ダ
人
の
人
気
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ス
テ
フ
ァ

ン
・
シ
ョ
ル
テ
ン
氏
と
キ
ャ
ロ
ル
・
バ
ー
イ
ン
グ
ス
氏
に
依

頼
す
る
。
後
者
二
人
に
つ
い
て
は
、
色
使
い
の
う
ま
さ
で
は

今
、
彼
ら
が
世
界
で
一
番
だ
か
ら
と
の
理
由
か
ら
で
あ
る
。 

百
田
氏
は
翌
月
ミ
ラ
ノ
の
ミ
ラ
ノ
サ
ロ
ー
ネ
に
飛
び
、
超
人

気
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
だ
っ
た
２
人
を
直
接
口
説
き
、
そ
れ
に
成

功
し
た
。 

外
国
人
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
セ
ン
ス
を
活
用
し
て 

新
し
い
有
田
焼
を
生
み
出
す

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
で
す
べ
て
が
う
ま
く
い
く
と
い
う
わ
け

に
は
い
か
な
か
っ
た
。
柳
原
氏
と
シ
ョ
ル
テ
ン
＆
バ
ー
イ
ン

グ
ス
氏
を
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
迎
え
て
始
ま
っ
た
１
６
１
６
の
プ

ロ
ダ
ク
ト
案
は
、
こ
れ
ま
で
の
有
田
焼
と
は
か
け
離
れ
た
も

の
だ
っ
た
。
例
え
ば
、
あ
っ
て
当
然
の
高
台
（
こ
う
だ
い
）

が
無
か
っ
た
り
、
焼
成
時
に
縮
む
焼
き
物
の
特
性
上
作
成
が

難
し
い
直
線
的
な
デ
ザ
イ
ン
と
い
っ
た
具
合
。

職
人
達
か
ら
は
不
満
の
声
が
上
が
り
、
デ
ザ
イ
ン
と
違
う

も
の
を
試
作
し
て
く
る
職
人
や
「
で
き
な
い
」
と
拒
否
す
る

職
人
も
い
た
。

職
人
の
言
う
こ
と
も
わ
か
る
。
百
田
氏
は
困
っ
て
し
ま
っ

た
。
で
も
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
つ
く
る
と
は
こ
う
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
こ
で
百
田
氏
は
、
職
人
を
説
得
す
る
よ
う
努
力
し
た
。

「
今
ま
で
の
経
験
値
で
デ
ザ
イ
ン
を
ア
レ
ン
ジ
す
る
の
で

は
な
く
、
今
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
、
ど
う
い
う
デ
ザ
イ

ン
が
必
要
な
の
か
を
見
直
す
こ
と
が
必
要
な
の
だ
と
。
そ
し

て
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
あ
な
た
た
ち
が
今
ま
で

培
っ
た
技
術
が
必
要
な
ん
だ
と
説
得
し
ま
し
た
」

ショルテン＆バーイングス氏 
photo by Kenta Hasegawa
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も
と
も
と
高
い
技
術
を
も
っ
て
い
た
有
田
焼
職
人
が
作
っ

た
１
６
１
６
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
出
来
上
が
り
は
素
晴
ら
し
い

も
の
だ
っ
た
。
柳
原
氏
も
シ
ョ
ル
テ
ン
＆
バ
ー
イ
ン
グ
ス
氏

も
予
想
を
は
る
か
に
超
え
た
「
１
２
０
％
」
の
出
来
と
絶
賛

す
る
も
の
だ
っ
た
。
こ
う
し
て
新
し
い
有
田
焼
１
６
１
６
が

完
成
し
た
の
で
あ
る
。
百
田
氏
は
言
う
。
「
今
の
食
生
活

は
昔
と
違
う
。
だ
か
ら
食
器
の
需
要
も
変
わ
っ
て
き
て
い

る
。
昔
は
和
食
器
で
食
事
を
し
て
い
た
が
、
今
は
和
洋
折
衷

に
な
っ
て
和
食
器
が
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
時
代
に
な
っ
て

い
る
。
有
田
焼
が
落
ち
込
ん
だ
原
因
も
そ
こ
に
あ
る
と
考
え

ま
し
た
。
外
か
ら
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
入
れ
て
、
世
界
の
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
を
作
る
と
い
う
こ
と
は
、
有
田
焼
の
再
生
方
法
と
し

て
と
て
も
理
に
か
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
」

ミ
ラ
ノ
サ
ロ
ー
ネ
で
デ
ビ
ュ
ー
し
、 

注
目
を
集
め
て
国
内
へ

百
田
氏
は
当
初
、
１
６
１
６
ブ
ラ
ン
ド
の
発
表
を
、
パ
レ

ス
ホ
テ
ル
の
シ
ョ
ッ
プ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
（
国
内
）
で
行
う

つ
も
り
だ
っ
た
。
そ
れ
は
日
本
か
ら
世
界
へ
新
し
い
有
田
焼

を
発
信
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
柳
原
氏
に

ミ
ラ
ノ
サ
ロ
ー
ネ
で
の
発
表
（
世
界
）
を
提
案
さ
れ
る
。
海

外
で
仕
事
を
し
て
い
る
柳
原
氏
は
世
界
、
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
海
外
で
は
通
用
し
な
い
と
い
う
こ

と
を
痛
感
し
て
い
た
。
だ
か
ら
ミ
ラ
ノ
で
の
デ
ビ
ュ
ー
は
、

１
６
１
６
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
語
る
上
で
の
よ
い
ス
ト
ー

リ
ー
に
な
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
２
０
１
２
年
、

百
田
氏
は
ミ
ラ
ノ
サ
ロ
ー
ネ
出
展
を
実
現
さ
せ
た
。 

こ
こ
で
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
に
大
き
な
追
い
風
が
吹
く
。

百
田
氏
「
今
考
え
る
と
、
こ
こ
か
ら
す
べ
て
動
き
出
し
た

ん
で
す
。
オ
ラ
ン
ダ
人
の
人
気
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
起
用
し
た
日

本
の
焼
き
物
と
い
う
こ
と
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
が
取

材
に
来
て
く
れ
て
、
抜
群
に
注
目
を
集
め
た
。
そ
れ
が
き
っ

か
け
で
他
誌
も
取
材
に
来
る
。
記
事
が
ま
た
出
る
。
し
か
も

取
材
を
受
け
る
の
は
オ
ラ
ン
ダ
人
な
の
で
、
英
語
で
の
取
材

１６１６の器
Photo by Inga Powilleit
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が
と
て
も
ス
ム
ー
ズ
で
言
葉
の
壁
が
無
か
っ
た
。
こ
れ
も
大

き
か
っ
た
で
す
。
し
か
も
翌
月
は
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
の
シ
ョ
ッ

プ
の
オ
ー
プ
ン
だ
っ
た
が
、
ミ
ラ
ノ
で
注
目
し
て
も
ら
っ
た

お
か
げ
で
、
取
材
が
い
っ
ぱ
い
来
て
、
広
報
費
用
は
ま
っ
た

く
か
か
ら
な
い
。
翌
年
ミ
ラ
ノ
サ
ロ
ー
ネ
で
ア
ワ
ー
ド
を
頂

い
た
の
で
、 

さ
ら
に
注
目
さ
れ
、
そ
の
効
果
は
４
年
間
以

上
経
っ
た
今
で
も
続
い
て
い
ま
す
。
海
外
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た

価
値
は
お
お
い
に
あ
り
ま
し
た
」

 ブ
ラ
ン
ド
を
知
る
た
め
の 

ス
ト
ー
リ
ー
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
大
事 

こ
の
成
功
体
験
は
、
百
田
氏
の
考
え
方
を
大
き
く
変
え
た
。

今
ま
で
は
商
社
と
し
て
有
田
焼
を
い
か
に
売
る
か
、
と
い
う

こ
と
を
考
え
て
い
た
百
田
氏
だ
っ
た
が
「
数
を
売
る
よ
り
伝

え
る
こ
と
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
き
ち
ん
と
や
る
こ
と
」
が

重
要
だ
と
気
づ
い
た
。
そ
れ
が
１
６
１
６
の
成
功
に
つ
な

が
っ
た
。
ミ
ラ
ノ
サ
ロ
ー
ネ
に
は
他
の
日
本
企
業
も
出
展
し

て
い
た
が
、
日
本
で
だ
け
売
れ
て
い
る
日
本
の
デ
ザ
イ
ナ
ー

を
起
用
し
て
成
功
し
た
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

海
外
展
開
の
成
功
に
は
、
ま
ず
自
分
の
会
社
、
自
分
た
ち

の
ブ
ラ
ン
ド
を
ど
う
し
た
い
か
と
い
う
ブ
レ
な
い
軸
を
作
る

こ
と
が
必
要
。
そ
し
て
ビ
ジ
ョ
ン
と
戦
略
を
、
関
わ
る
人

と
一
緒
に
決
め
る
こ
と
。 

戦
術
は
変
え
て
も
い
い
け
れ
ど
、

変
え
て
は
い
け
な
い
の
が
ビ
ジ
ョ
ン
と
戦
略
。

重
要
な
事
は
、
今
あ
る
も
の
の
焼
き
直
し
で
は
な
く
、
ゼ

ロ
ベ
ー
ス
か
ら
始
め
る
こ
と
。

百
田
氏
「
１
６
１
６
は
そ
れ
を
や
っ
た
か
ら
こ
そ
の
成
功

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」

オ
ラ
ン
ダ
と
の
取
引
か
ら
世
界
に
広
が
り
は
じ
め
る

ミ
ラ
ノ
サ
ロ
ー
ネ
の
あ
と
、
８
月
に
オ
ラ
ン
ダ
の
代
理
店

と
の
取
引
が
始
ま
る
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
起
用
し
た
後
に
代
理

店
と
の
取
引
。
オ
ラ
ン
ダ
と
の
縁
が
続
い
た
が
、
こ
の
出
会

い
が
１
６
１
６
を
世
界
に
広
げ
て
く
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ミ
ラ
ノ
サ
ロ
ー
ネ
の
評
判
の
お
か
げ
で
、
当
初
か
ら
海
外

の
売
り
上
げ
は
国
内
よ
り
大
き
か
っ
た
。
４
年
後
に
は
国
内

の
認
知
度
が
上
が
っ
て
き
て
、
国
内
の
売
り
上
げ
も
増
え
て

来
た
。

海
外
の
取
引
先
は
「
人
」
で
選
ぶ 

海
外
と
の
仕
事
の
仕
方
も
経
験
で
学
ん
で
い
っ
た
。
デ
ザ

イ
ン
と
ス
ト
ー
リ
ー
を
大
事
に
し
て
い
る
１
６
１
６
は
、
そ

れ
を
客
に
伝
え
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
顧
客
を
つ
か
む
。
一

見
手
間
が
か
か
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ
が
結
果
的
に
は
成
功
に

つ
な
が
る
。
会
社
の
大
き
さ
や
有
名
さ
で
い
く
つ
売
る
と

言
っ
て
く
る
相
手
で
は
な
く
、
良
さ
を
わ
か
っ
て
売
る
相
手

を
選
ん
で
取
引
し
な
い
と
失
敗
す
る
こ
と
を
経
験
か
ら
学
ん

だ
と
言
う
。

百
田
氏
「
国
民
性
と
か
商
売
の
や
り
方
の
違
い
は
あ
る
が
、

ど
こ
の
国
で
も
セ
ン
ス
が
合
う
と
こ
ろ
、
う
ち
の
ス
タ
ン
ス

を
わ
か
っ
て
く
れ
る
会
社
に
扱
っ
て
貰
わ
な
い
と
、
結
局
売

れ
な
い
。
ア
ジ
ア
の
と
あ
る
国
の
大
き
な
会
社
が
や
っ
て
来

て
、
う
ち
の
ほ
う
が
大
き
い
、
た
く
さ
ん
売
れ
る
か
ら
、
今

の
と
こ
ろ
と
取
引
を
や
め
ろ
と
い
っ
て
く
る
。
で
も
そ
う
言

う
と
こ
ろ
と
は
組
ま
な
い
。
数
よ
り
も
デ
ザ
イ
ン
が
わ
か
る
、

１
６
１
６
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
理
解
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
と
組

ま
な
け
れ
ば
成
功
し
な
い
。

む
し
ろ
小
さ
い
会
社
で
も
、
う
ち
と
取
引
し
て
成
功
す
れ

ば
大
き
く
な
る
と
そ
こ
は
う
ち
の
軸
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
海
外
に
限
ら
ず
、
国
内
の
百
貨
店
や
小
売
り
の
店
で
も

同
じ
で
す
」

１６１６の器
Photo by Inga Powilleit
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有
田
焼
の
既
存
概
念
を
打
ち
破
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
発
見
と

ま
っ
た
く
新
し
い
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
導
入
、
海
外
で
の
ブ
ラ
ン

ド
発
表
、
海
外
と
の
取
引
方
法
な
ど
、
す
べ
て
を
自
力
で

行
い
、
成
功
し
た
百
田
氏
に
県
か
ら
声
が
か
か
っ
た
の
は

２
０
１
３
年
。

ミ
ラ
ノ
サ
ロ
ー
ネ
の
あ
と
、
県
知
事
よ
り
佐
賀
県
が
主

催
す
る
、
新
し
い
有
田
焼
の
物
語
を
綴
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ

Ｅ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ｅ

２
」
へ
の
協
力
の
オ

フ
ァ
ー
が
あ
っ
た
。
今
ま
で
一
社
で
積
み
上
げ
て
来
た
ノ
ウ

ハ
ウ
を
そ
の
ま
ま
県
に
提
供
す
る
こ
と
に
は
、
と
ま
ど
い
も

あ
っ
た
。
し
か
し
こ
こ
で
も
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
柳
原
氏
の
「
百

田
陶
園
だ
け
良
く
な
っ
て
も
有
田
は
良
く
な
ら
な
い
。
有
田

が
良
く
な
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も

成
功
す
る
。
こ
こ
は
大
き
な
気
持
ち
で
行
き
ま
し
ょ
う
」
と

い
う
一
言
で
気
持
ち
を
決
め
る
。

２０１６／ 店内

２０１６／ 店内
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佐
賀
県
と
オ
ラ
ン
ダ
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン 

「
２
０
１
６
／
」
が
ス
タ
ー
ト 

１
６
１
６
で
有
田
焼
を
変
え
た
柳
原
氏
と
シ
ョ
ル
テ
ン
＆

バ
ー
イ
ン
グ
ス
氏
が
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
な

り
、
佐
賀
県
の
１
０
の
窯
元
と
６
の
商
社
、
１
６
組
の
デ
ザ

イ
ナ
ー
に
よ
り
「
２
０
１
６
／
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
オ
ラ

ン
ダ
人
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
活
躍
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た

オ
ラ
ン
ダ
か
ら
は
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
話
が
持
ち
上
が

り
、
県
と
国
と
い
う
珍
し
い
形
で
の
提
携
が
始
ま
っ
た
。
デ

ザ
イ
ナ
ー
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ

リ
カ
、
ス
イ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
日
本
と
世
界
中
か
ら
集
ま
っ

た
精
鋭
を
揃
え
て
い
る
。
世
界
で
活
躍
す
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

ア
イ
デ
ア
と
、
伝
統
的
な
有
田
焼
の
職
人
の
技
を
合
わ
せ
る

事
で
、
今
の
食
卓
で
使
い
た
く
な
る
よ
う
な
有
田
焼
を
、
現

代
の
使
い
手
に
提
案
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

百
田
氏
は
、
１
６
１
６
が
自
社
単
独
だ
っ
た
た
め
、
や

り
た
く
て
も
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
、
補
助
金
が
出
る

２
０
１
６
／
で
は
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
。

百
田
氏
「
助
成
金
事
業
で
予
算
が
付
く
と
き
に
忘
れ
な
い

よ
う
に
し
た
い
の
は
、
補
助
金
も
自
分
の
お
金
だ
と
思
っ
て

取
り
組
む
こ
と
で
す
。
そ
う
す
る
と
真
剣
度
が
上
が
り
ま
す
。

な
ん
と
な
く
何
か
や
っ
て
み
よ
う
、
で
は
ブ
ラ
ン
ド
作
り
は

成
功
し
ま
せ
ん
。
自
分
た
ち
の
軸
が
は
っ
き
り
し
な
い
ま
ま

デ
ザ
イ
ナ
ー
を
決
め
た
り
、
や
リ
方
を
決
め
る
と
失
敗
し
や

す
い
。
そ
し
て
ダ
メ
だ
っ
た
ね
で
終
り
が
ち
で
す
。
せ
っ
か

く
の
県
の
補
助
金
で
す
か
ら
、
最
大
限
有
効
に
使
え
る
こ
と

に
使
わ
な
い
と
、
も
っ
た
い
な
い
で
す
ね
」

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
始
め
た
経
験
を
も
と
に
、 

自
分
た
ち
で
や
る
意
識
の
一
体
化
を
図
る

２
０
１
６
／
に
も
同
じ
事
が
言
え
た
。
海
外
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
と
、
公
募
で
選
ば
れ
た
１
０
の
窯
元
と
６
の
商
社
が
集

ま
っ
て
生
ま
れ
た
２
０
１
６
／
も
、
意
思
の
疎
通
や
統
一
が

な
か
な
か
は
か
れ
な
か
っ
た
。
県
の
事
業
に
参
加
す
る
と
は

い
っ
て
も
、
自
己
負
担
が
必
要
な
場
面
が
出
る
。
多
く
を
補

助
金
に
頼
ろ
う
と
考
え
る
他
の
メ
ン
バ
ー
と
そ
う
で
は
な
い

メ
ン
バ
ー
の
気
持
ち
の
間
に
は
行
き
違
い
が
あ
っ
た
。

百
田
氏
「
１
６
１
６
を
一
か
ら
や
っ
て
い
な
か
っ
た

ら
、
私
も
補
助
金
で
で
き
な
い
か
な
と
思
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
が
、
む
し
ろ
高
額
な
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
の
契
約
料
や
海
外

渡
航
費
を
補
助
し
て
も
ら
え
る
の
は
と
て
も
あ
り
が
た
い
こ

と
。
２
０
１
６
／ 

で
初
め
て
取
り
組
む
人
た
ち
に
は
、
そ

の
感
覚
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
」

結
局
２
０
１
６
／
は
、
全
て
自
費
で
取
り
組
ん
だ

１
６
１
６
の
と
き
の
体
験
を
話
し
、
補
助
の
あ
る
あ
り
が
た

さ
を
理
解
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。

銀
行
も
１
６
社
同
様
ひ
と
つ
の
仲
間
に

１
６
社
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
た
め
に
は
、

２
０
１
６
／
を
倉
庫
と
店
を
持
つ
会
社
に
す
る
こ
と
が
必
要

と
百
田
氏
は
考
え
た
が
、
そ
れ
に
は
相
当
な
資
金
が
要
る
。

百
田
氏
「
た
だ
融
資
を
お
願
い
す
る
だ
け
で
は
、
人
の
気
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持
ち
は
動
き
ま
せ
ん
。
特
に
今
回
は
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
だ
か

ら
決
算
報
告
書
や
担
保
も
無
い
。
そ
こ
で
考
え
た
の
が
銀
行

も
２
０
１
６
／
の
仲
間
に
な
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
折
に
触
れ
て
１
６
１
６
の
成
功
例
の
話
を
し
な
が
ら
、

２
０
１
６
／
を
会
社
化
す
る
意
味
や
、
お
店
を
持
つ
必
要
性

を
実
感
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

最
初
の
段
階
か
ら
計
画
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
仲
間
に

な
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
銀
行
に
も
２
０
１
６
／
が
目
指
し

て
い
る
こ
と
を
わ
か
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

そ
の
結
果
、
十
分
な
協
力
を
得
る
事
が
出
来
、
合
わ
せ
て

２
０
１
６
／
の
メ
ン
バ
ー
の
製
造
会
社
２
社
と
商
社
６
社
に

も
出
資
を
し
て
も
ら
っ
て
会
社
を
作
り
、
有
田
焼
卸
団
地
内

に
シ
ョ
ッ
プ
を
出
店
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ミ
ラ
ノ
サ
ロ
ー
ネ
へ
の
出
展

晴
れ
て
一
本
化
し
た
２
０
１
６
／
は
、
使
い
や
す
く
機
能

的
な
「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド 

」
と
、
職
人
の
技
術
を
極
め
た
最

上
級
の
有
田
焼
「
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
」
の
シ
リ
ー
ズ
を
作
り
、

２
０
１
６
年
４
月
に
ミ
ラ
ノ
サ
ロ
ー
ネ
に
出
展
を
果
た
す
。

３
０
０
を
越
え
る
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
と
色
使
い
の
作
品
は

絶
賛
さ
れ
、
世
界
デ
ビ
ュ
ー
を
成
功
さ
せ
た
。

国
内
で
も
、
そ
ご
う
と
西
武
百
貨
店
で
ブ
ラ
ン
ド
デ

ビ
ュ
ー
展
と
販
売
を
行
い
、
新
し
い
有
田
焼
と
し
て
好
評
を

博
し
た
。

２０１６年ミラノサローネに展示された２０１６／のコレクション

Photo by Takumi Ota
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百
田
氏
「
思
い
返
し
て
み
て
わ
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、
考

え
も
立
場
も
バ
ラ
バ
ラ
な
と
こ
ろ
か
ら
、
少
し
ず
つ
一
つ
に

な
っ
た
か
ら
２
０
１
６
／
は
し
っ
か
り
ま
と
ま
れ
た
ん
だ
と

思
い
ま
す
。
最
初
に
は
っ
き
り
し
た
思
い
が
な
い
ま
ま
集
ま

る
と
、
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
も
っ
て
組
ん
だ
チ
ー
ム

で
も
、
次
第
に
み
ん
な
が
離
れ
て
し
ま
う
パ
タ
ー
ン
は
よ
く

あ
る
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
私
と
職
人
が
２
０
１
６
／
で
は
、
疑

問
点
を
確
認
し
あ
い
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
一
つ
に
な
っ
て

い
っ
た
こ
と
が
よ
か
っ
た
。
疑
問
点
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
も
、

ま
と
ま
る
こ
と
は
な
い
し
、
後
で
そ
こ
か
ら
必
ず
ほ
こ
ろ
び

が
出
る
ん
で
す
」

商社

製造

製造

製造

商社

商社

２０１６／

百田憲由氏
( ２０１６／ ショップ内にて )
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柳
原
氏
「
こ
れ
か
ら
は
地
方
の
時
代
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
本
当
。
実
際
に
物
を
作
る
所
は
地
方
に
あ
る
。
こ
れ

を
世
界
基
準
で
発
表
す
る
こ
と
が
地
域
お
こ
し
に
な
る
」

百
田
氏
「
有
田
焼
卸
団
地
は
空
き
店
舗
に
新
た
に
入
っ
て

く
る
企
業
が
少
な
い
な
ど
、
時
代
に
あ
わ
せ
た
再
生
も
大
事
。

食
も
素
晴
ら
し
い
有
田
だ
か
ら
こ
そ
、
今
後
は
観
光
に
も
力

を
入
れ
た
施
設
を
作
り
、
有
田
全
体
を
再
生
し
て
い
く
こ
と

を
考
え
て
い
き
た
い
で
す
」

大
御
所
で
な
く
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が 

生
ま
れ
る
土
壌
を
作
る 

２
０
１
６
／
の
特
徴
の
ひ
と
つ
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
国
際
的

だ
と
い
う
こ
と
。
海
外
に
売
る
ブ
ラ
ン
ド
は
、
や
は
り
海

外
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
起
用
が
欠
か
せ
な
い
と
百
田
氏
は
語
る
。

「
日
本
の
焼
き
物
の
世
界
に
は
、
国
宝
級
の
大
御
所
は
い
る

が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
ま
だ
い
な
い
。
こ
れ
は
世
界
の
常
識
と

は
ち
ょ
っ
と
ズ
レ
て
い
る
。
２
０
１
６
／
は
ま
だ
始
ま
っ
た

ば
か
り
だ
が
、
こ
れ
か
ら
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
育
て
る
こ
と

も
積
極
的
に
進
め
て
行
き
た
い
。
ブ
ラ
ン
ド
に
ス
ト
ー
リ
ー

を
持
た
せ
る
の
と
同
じ
く
ら
い
大
事
な
事
だ
と
考
え
て
い
ま

す
」

２０１６／の器 
photo by Yasunori Shimomura

有田焼
団体：有田焼卸団地協同組合
住所：佐賀県西松浦郡有田町赤坂丙 2351-170
電話：0955-43-2288
HP：http://www.arita.gr.jp/

お話を聞いたのは：有田焼卸団地協同組合 副理事長
株式会社百田陶園 代表取締役
２０１６株式会社 代表取締役 百田 憲由 氏

有田焼卸団地協同組合 理事長 山本 幸三 氏
有田焼卸団地協同組合 専務理事 田代 章次郎 氏



世界に開かれた持続可能な観光地を
目指して

団体：一般社団法人 田辺市熊野ツーリズムビューロー

市町村合併を機とし、平成 18 年 4 月に５つの観光協会（田辺・龍神・本宮・中辺路・
大塔）を構成員とし、官民協働の先駆けとして「田辺市熊野ツーリズムビューロー」
を設立。平成 22 年５月に法人化、７月に第２種旅行業を取得し観光プロモーショ
ン事業や着地型旅行事業を展開している。

熊野古道を含む熊野のツーリズム       世界文化遺産

世界文化遺産

写真提供：田辺市熊野ツーリズムビューロー
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２
０
０
４
年
に
熊
野
古
道
を
含
む
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と

参
詣
道
」
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
そ
れ
と
期
を
同
じ

く
し
て
翌
２
０
０
５
年
５
月
に
旧
田
辺
市
な
ど
５
つ
の
市
町

村
が
合
併
し
て
新
し
い
田
辺
市
が
誕
生
し
た
。
５
つ
の
観
光

協
会
は
合
併
前
か
ら
ま
と
ま
っ
て
Ｐ
Ｒ
す
る
必
要
性
を
感
じ

て
い
た
が
、
ま
と
め
ら
れ
ず
に
い
た
。
ま
た
、
い
く
つ
も
あ

る
地
域
資
源
を
単
品
で
は
な
く
、
総
合
的
な
商
品
と
し
て
ア

ピ
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
る
と
も
考
え
た
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
旧
市
町
村
の
観
光
協
会
を
残
し
つ

つ
、
「
新
し
い
」
田
辺
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
新
た
な
組
織
と
し
て
、

２
０
０
６
年
４
月
に
市
役
所
と
は
独
立
し
た
体
制
と
し
て
の

「
田
辺
市
熊
野
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。

熊
野
古
道
で
も
起
き
た
世
界
遺
産
バ
ブ
ル

世
界
遺
産
登
録
で
は
ど
の
観
光
地
で
も
登
録
バ
ブ
ル
が
起

き
た
。
田
辺
市
も
例
に
も
れ
ず
、
狭
い
熊
野
古
道
に
一
日

１
０
０
台
も
観
光
バ
ス
に
乗
っ
て
観
光
客
が
や
っ
て
き
た
が
、

歴
史
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
熊
野
古
道
は
た
だ
の
山
道
。
す
ぐ

に
次
の
観
光
地
に
移
動
す
る
客
が
ほ
と
ん
ど
で
、
時
に
は
大

切
な
古
道
が
荒
ら
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
、
地
元
民
に

も
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。

そ
ん
な
中
で
田
辺
市
が
目
指
し
た
の
は
持
続
可
能
で
質
の

高
い
観
光
地
だ
っ
た
。
ブ
ー
ム
よ
り
ル
ー
ツ
、
乱
開
発
よ
り

保
全
・
保
存
、
マ
ス
よ
り
個
人
、
そ
し
て
世
界
に
開
か
れ
た

上
質
な
観
光
地
と
い
う
こ
と
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
推
進
と

い
う
こ
と
を
新
た
な
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
。

熊
野
を
基
軸
に
し
た
新
た
な
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

こ
こ
で
熊
野
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー
と
い
う
名
前
に
改

め
て
着
目
し
て
み
よ
う
。

「
熊
野
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」
の
熊
野
の
名
前
は
、

今
で
こ
そ
新
た
に
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

組
織
が
立
ち
上
が
っ
た
段
階
で
は
、
熊
野
と
い
う
地
名
は
そ

れ
ほ
ど
認
識
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

全
国
的
、
あ
る
い
は
世
界
的
な
ロ
ン
リ
ー
プ
ラ
ネ
ッ
ト
で

は
「
高
野
山
」
は
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
熊
野
は
知
ら

れ
ざ
る
存
在
だ
っ
た
。

ま
た
合
併
し
た
市
町
村
の
５
つ
の
観
光
協
会
は
武
蔵
坊
弁

慶
や
安
珍
清
姫
、
美
人
の
湯
な
ど
売
り
に
し
て
い
る
も
の
が

そ
れ
ぞ
れ
に
あ
り
、
ま
た
熊
野
と
は
関
係
な
い
地
域
も
あ
っ

た
。す

な
わ
ち
熊
野
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
「
熊
野
」
は
、

か
つ
て
の
熊
野
を
引
用
し
た
も
の
で
は
な
く
、
新
た
に
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
し
た
も
の
と
い
え
る
。

こ
の
取
組
で
さ
ら
に
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
の
は
、
ど
の
よ

う
に
５
つ
の
地
域
の
人
た
ち
と
合
意
形
成
を
取
り
な
が
ら
ブ

ラ
ン
ド
化
を
す
す
め
て
い
く
か
だ
っ
た
。
つ
ま
り
５
つ
の
地

域
は
も
と
も
と
バ
ラ
バ
ラ
に
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
時
点
で

は
「
熊
野
」
と
い
う
一
語
で
ま
と
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
か
ら
だ
。

 

そ
れ
が
熊
野
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー
と
し
て
ま
と

ま
っ
た
の
は
、
「
世
界
に
向
け
て
情
報
発
信
し
よ
う
」
と
決

意
し
た
こ
と
に
尽
き
る
。
世
界
に
通
用
す
る
も
の
は
何
か
と

考
え
た
と
き
、
「
世
界
遺
産 

熊
野
古
道
」
以
外
の
も
の
は

浮
上
せ
ず
、
「
熊
野
」
を
全
面
に
打
ち
出
す
こ
と
で
ま
と

ま
っ
た
。
そ
し
て
、
世
界
遺
産
登
録
と
い
う
千
載
一
遇
の

チ
ャ
ン
ス
を
掌
中
に
収
め
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
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タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
欧
米
豪
の
個
人
観
光
客
目
線
の 

対
策
展
開
の
た
め
外
国
人
ス
タ
ッ
フ
を
確
保 

提
供
す
る
旅
の
ス
タ
イ
ル
が
決
ま
り
、
次
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
熊
野
古
道
は
巡
礼
の
道
な

の
で
、
目
的
意
識
を
持
っ
た
個
人
客
≒
欧
米
豪
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ 

（
Ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
ｉ
ｇ
ｎ

Ｉ
ｎ
ｄ
ｅ
ｐ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
ｎ
ｔ

Ｔ
ｏ

ｕ
ｒ
＝
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
な
く
個
人
で
旅
を
す
る
旅
行
者
）
が

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
の
で
は
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
し
て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
志
向
を
知
る
人
材
を
ス

タ
ッ
フ
に
迎
え
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
が
ブ
ラ
ッ
ド
・
ト
ウ

ル
氏
で
あ
る
。
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
の
山
岳
ガ
イ
ド
を
経
て
、
田

辺
市
合
併
前
に
は
地
元
で
英
語
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
を
し
て
い
た
、
日
本
が
大
好
き
な
カ
ナ
ダ
人
だ
っ
た
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
見
た
熊
野
の
魅
力
を
つ
き
つ
め
る 

ブ
ラ
ッ
ド
氏
と
一
緒
に
熊
野
の
魅
力
を
つ
き
つ
め
る
に
あ

た
っ
て
、
気
を
付
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
東
京
や
京

都
を
真
似
す
る
の
で
は
な
く
、
熊
野
な
ら
で
は
の
も
の
で
あ

る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
す
る
、
と
い
う
こ
と
。

ブ
ラ
ッ
ド
氏
が
あ
げ
た
熊
野
の
魅
力
、
そ
れ
は

・
田
舎
の
生
活
と
文
化

・
精
神
的
な
文
化

・
体
験
で
き
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
あ
る

・
物
見
遊
山
だ
け
で
は
な
い
、
伝
統
的
な
宿
が
あ
る

・
日
本
人
か
ら
見
る
と
昭
和
的
な
も
の
も
外
国
人
か
ら
は

と
て
も
魅
力
的
に
映
る

・
ご
は
ん
が
美
味
し
い

・
温
泉
（
世
界
遺
産
に
も
指
定
さ
れ
た
つ
ぼ
湯
）

・
熊
野
川

そ
し
て
何
よ
り
「
住
ん
で
い
る
人
の
優
し
さ
が
い
い
」
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
。
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
多
田
会
長

は
そ
れ
を
聞
い
た
時
、
び
っ
く
り
し
た
と
い
う
。

多
田
会
長
「
私
た
ち
か
ら
見
る
と
何
の
変
哲
も
な
い
こ
と
。

で
も
視
点
が
違
う
と
、
そ
れ
が
魅
力
的
な
も
の
に
な
る
と
わ

か
っ
た
ん
で
す
。
地
元
の
も
の
が
世
界
遺
産
に
指
定
さ
れ
た

こ
と
も
、
素
直
に
こ
こ
が
よ
い
と
こ
ろ
だ
か
ら
選
ば
れ
た
ん

だ
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
た
ち
だ
け
で
は
、

そ
こ
ま
で
は
思
い
い
た
ら
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ブ

ラ
ッ
ド
が
来
て
く
れ
た
こ
と
、
違
う
視
点
か
ら
熊
野
の
良
さ

を
見
つ
け
て
く
れ
た
こ
と
が
、
一
番
の
成
功
の
元
で
す
ね
」

ブラッド・トウル氏
（写真提供：田辺市熊野ツーリズムビューロー）
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「
来
て
く
だ
さ
い
、
い
い
と
こ
ろ
で
す
」
と
い
う
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
が
先
走
り
、
受
入
準
備
が
十
分
で
な
い
と
、

来
た
お
客
さ
ん
は
現
地
を
見
て
が
っ
か
り
し
て
、
再
訪
し
よ

う
と
は
思
わ
な
い
。
そ
れ
は
観
光
地
に
と
っ
て
一
番
よ
く
な

い
こ
と
な
の
で
、
何
よ
り
も
先
に
ブ
ラ
ッ
ド
氏
を
中
心
に
現

地
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
「
文
字
の
問
題
」
。
ロ
ー
マ
字

併
記
が
あ
れ
ば
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
た
が
、
日
本
語
の
読
み

を
ロ
ー
マ
字
で
表
し
た
も
の
、
ロ
ー
マ
字
で
も
表
記
法
が
違

う
も
の
、
部
分
的
に
英
語
に
翻
訳
し
た
も
の
な
ど
が
入
り
交

じ
り
、
複
数
の
表
記
が
あ
っ
て
、
違
い
の
あ
る
な
し
が
わ
か

ら
な
い
。
（
注
）

熊
野
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
マ
ッ

プ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
は
、
一
つ
一
つ
の
こ
と
ば
を
検
討

し
な
が
ら
統
一
を
図
っ
た
。
さ
ら
に
、
熊
野
古
道
沿
い
の

看
板
も
行
政
の
協
力
を
得
て
、
ロ
ー
マ
字
併
記
の
木
製
の
も

の
に
統
一
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
で
個
人
の
観
光
客
で
も

看
板
を
頼
り
に
熊
野
古
道
を
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

旧看板
（写真提供：田辺市熊野ツーリズムビューロー）

新看板
（写真提供：田辺市熊野ツーリズムビューロー）

（ 

注 

）例
え
ば
地
名
の
「
大
塔
（
お
お
と
う
）」
に
は
、
長
音
の
表
記
違
い
で

Ｏ
ｏ
ｔ
ｏ
ｕ

Ｏ
ｔ
ｏ
ｈ

Ｏ
ｕ
ｔ
ｏ
ｕ

Ｏ
ｈ
ｔ
ｏ

Ｏ
ｔ
ｏ

Ｏ
ｔ
ｏ
ｕ

が
あ
り
、
一
番
シ
ン
プ
ル
な
Ｏ
ｔ
ｏ
に
統
一
し
た
。

「
熊
野
本
宮
大
社
」
は
さ
ら
に
複
雑
で
、
大
社
を
「
Ｓ
ｈ
ｒ
ｉ
ｎ
ｅ
」

と
訳
す
か
「
Ｔ
ａ
ｉ
ｓ
ｈ
ａ
」 

と
音
を
表
記
す
る
か
の
違
い
を
含
め
て

１
９
通
り
の
表
記
が
あ
っ
た
。
試
行
錯
誤
を
経
て
「
Ｋ
ｕ
ｍ
ａ
ｎ
ｏ

Ｈ

ｏ
ｎ
ｇ
ｕ

Ｔ
ａ
ｉ
ｓ
ｈ
ａ
」
と
決
め
た
。
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ブ
ラ
ン
ド
の
基
本 

熊
野
古
道
＝
Ｋ
ｕ
ｍ
ａ
ｎ
ｏ  

Ｋ
ｏ
ｄ
ｏ

さ
ら
に
今
は
ネ
ッ
ト
で
旅
の
情
報
を
集
め
る
人
が
多
い
。

「
熊
野
古
道
」
を
検
索
ワ
ー
ド
の
上
位
に
あ
げ
る
た
め
に
は
、

表
記
を
統
一
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
こ
で
い
く
つ
も

あ
っ
た
熊
野
古
道
の
英
語
・
ロ
ー
マ
字
表
記
は
Ｋ
ｕ
ｍ
ａ
ｎ

ｏ  

Ｋ
ｏ
ｄ
ｏ
に
統
一
し
た
（ 

注 
）
。
間
に
半
角
ス
ペ
ー

ス
、
頭
は
大
文
字
に
す
る
な
ど
、
細
か
い
こ
と
だ
が
、
海
外

に
日
本
を
売
っ
て
い
く
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
と
て
も
重

要
な
も
の
だ
と
、
後
に
実
感
す
る
こ
と
に
な
る
。

欧
米
豪
の
個
人
観
光
客
が
熊
野
の
文
化
も 

理
解
し
な
が
ら
観
光
で
き
る
た
め
の
翻
訳
作
業

自
分
で
「
泊
ま
る
こ
と
」
「
移
動
す
る
こ
と
」
「
食
べ
る

こ
と
」
を
ア
レ
ン
ジ
す
る
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
た
め
に
、
看
板
だ
け
で

な
く
英
語
表
記
の
様
々
な
ア
イ
テ
ム
も
整
備
が
す
す
め
ら
れ

た
。
非
英
語
圏
の
人
も
英
語
表
記
を
希
望
し
て
い
た
の
で
、

徹
底
的
に
英
語
表
記
を
整
備
し
た
。

温
泉
の
英
訳
も
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
が
、
ブ
ラ
ッ
ド
氏
か
ら

見
る
と
「
ど
の
言
葉
も
、
日
本
の
温
泉
に
入
る
と
い
う
素
晴

ら
し
い
文
化
を
言
い
表
せ
て
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
、
あ

え
て
Ｏ
ｎ
ｓ
ｅ
ｎ
と
表
記
す
る
こ
と
に
し
た
。

多
田
会
長
「
日
本
の
文
化
も
日
本
語
も
わ
か
ら
な
い
人
に

魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
が
、
お
客
さ
ま
を
呼
べ
た

ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
ど
こ
か
に
行
く
前

に
、
ま
ず
こ
こ
に
き
て
く
れ
た
ら
、
日
本
の
こ
と
が
大
体
わ

か
る
く
ら
い
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
米
作
り
の

歴
史
や
神
道
と
仏
教
の
違
い
な
ど
、
難
し
い
け
れ
ど
、
そ
れ

が
世
界
遺
産
と
し
て
の
肝
に
も
な
る
こ
と
な
の
で
、
ブ
ラ
ッ

ド
は
勉
強
し
て
と
て
も
上
手
に
訳
し
て
く
れ
ま
し
た
。
世
界

遺
産
セ
ン
タ
ー
な
ど
公
共
の
施
設
に
も
、
英
訳
の
説
明
書
き

を
置
い
て
い
る
の
で
、
訪
れ
た
方
が
読
め
ば
、
こ
こ
が
ど
う

い
う
場
所
な
の
か
、
し
っ
か
り
理
解
し
て
も
ら
え
ま
す
」

町の英語表記１熊野ツーリズムビューロー外国語パンフレット

（ 

注 

）熊
野
古
道
に
は
、
Ｋ
ｕ
ｍ
ａ
ｎ
ｏ  

Ｋ
ｏ
ｄ
ｏ
以
外
に
、
次

の
よ
う
な
表
記
が
存
在
し
た
。

Ｋ
ｕ
ｍ
ａ
ｎ
ｏ

Ａ
ｎ
ｃ
ｉ
ｅ
ｎ
ｔ

Ｒ
ｏ
ａ
ｄ

Ｏ
ｌ
ｄ

Ｒ
ｏ
ａ
ｄ
ｏ
ｆ

Ｋ
ｕ
ｍ
ａ
ｎ
ｏ

Ｈ
ｉ
ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｉ
ｃ

Ｔ
ｒ
ａ
ｉ
ｌ

ｔ
ｏ

Ｋ
ｕ
ｍ
ａ
ｎ
ｏ

Ｋ
ｕ
ｍ
ａ
ｎ
ｏ

Ｓ
ａ
ｎ
ｋ
ｅ
ｉ
ｍ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ

Ｋ
ｕ
ｍ
ａ
ｎ
ｏ
ｋ
ｏ
ｄ
ｏ
ｕ

Ｋ
ｕ
ｍ
ａ
ｎ
ｏ
ｐ
ｉ
ｌｇ
ｒ
ｉ
ｍ
ａ
ｇ
ｅ

ｒ
ｏ
ｕ
ｔ
ｅ

Ｋ
ｕ
ｍ
ａ
ｎ
ｏ

Ｋ
ｏ
ｄ
ｏ
ｈ

Ｋ
ｕ
ｍ
ａ
ｎ
ｏ

Ｋ
ｏ
ｄ

Ｋ
ｕ
ｍ
ａ
ｎ
ｏ

Ｋ
ａ
ｉ
ｄ
ｏ

ô
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市
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
委
託
費
（
注
）
な
ど
も
使
い
な
が

ら
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
旅
行
博
へ
の
出
展
、

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
イ
ベ
ン
ト
、
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
、
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
ツ
ア
ー
等
、
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
し

て
、
成
果
を
上
げ
て
き
た
。

し
か
し
、
一
番
の
収
穫
を
あ
げ
る
と
す
る
な
ら
、
ス
ペ
イ

ン
の
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ー
ラ
市
観
光
局
と

の
共
同
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
、
数
百
キ
ロ
に
も
及
ぶ
巡

礼
の
道
は
、
熊
野
古
道
と
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ
ス

テ
ー
ラ
の
巡
礼
路
の
二
つ
だ
け
。
２
０
０
８
年
に
そ
の
サ
ン

テ
ィ
ア
ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ー
ラ
市
観
光
局
か
ら
、
共
同

で
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
し
ょ
う
と
声
が
か
か
っ
た
。
コ

ラ
ボ
は
単
独
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
よ
り
も
メ
リ
ッ
ト
が
大
き

い
こ
と
か
ら
、
両
者
で
「
共
同
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
係
る
協

定
」
を
締
結
し
た
。

２
０
１
３
年
に
は
市
レ
ベ
ル
で
の
観
光
交
流
協
定
に
話
が

進
み
、
翌
年
５
月
に
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ー

ラ
市
で
、
両
市
長
が
出
席
し
て
協
定
が
締
結
さ
れ
た
。
そ
の

際
に
は
、
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
大
聖
堂
で
熊
野
の
神
楽
「
男
舞
」

が
披
露
さ
れ
た
。
一
神
教
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
の
大
聖
堂
で
、

他
宗
教
の
文
化
を
受
け
入
れ
る
と
言
う
、
素
晴
ら
し
い
イ
ベ

ン
ト
と
な
っ
た
。

寛
容
性
が
あ
る
と
こ
ろ
が
市
の
特
徴
だ
と
サ
ン
テ
ィ
ア

ゴ
・
デ
・
ポ
ス
テ
ー
ラ
市
の
市
長
が
ス
ピ
ー
チ
を
し
た
が
、

そ
れ
は
貴
賤
男
女
の
へ
だ
て
な
く
、
浄
不
浄
を
問
わ
ず
何
人

を
も
受
け
入
れ
る
と
い
う
熊
野
の
考
え
方
と
共
通
す
る
も
の

だ
っ
た
。
日
本
の
宮
司
と
ス
ペ
イ
ン
の
司
教
が
実
際
に
会
っ

て
交
流
す
る
と
い
う
、
国
や
宗
教
を
超
え
た
画
期
的
な
共
同

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
実
現
し
た
。

共
通
巡
礼
手
帳
の
発
行 

２
０
１
５
年
２
月
に
は
、
両
方
の
道
を
歩
い
た
こ
と
を
証

明
す
る
共
通
巡
礼
手
帳
を
発
行
す
る
。
発
行
者
は
ま
も
な
く

５
０
０
人
を
超
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
巡
礼

は
す
で
に
世
界
的
に
有
名
な
の
で
、
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
デ
・

ポ
ス
テ
ー
ラ
で
共
通
巡
礼
手
帳
の
こ
と
を
知
っ
て
、
熊
野
に

来
る
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
特
に
ス
ペ
イ
ン
か
ら
）
も
増
え
つ
つ
あ
る
。

（ 

注 

）２
０
０
６
～
２
０
１
０
年
は
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
委
託

費
を
市
か
ら
３
０
０
０
万
円
×
５
年
も
ら
っ
て
活
動
し
て

い
た
。
広
告
換
算
に
し
て
８
億
６
０
０
０
万
円
の
経
済
波

及
効
果
が
あ
り
、
お
お
い
に
成
果
を
上
げ
ら
れ
た
と
考
え

て
い
る
。

共通巡礼手帳
（写真提供：田辺市熊野ツーリズムビューロー）
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２
０
１
２
年
４
月
に
は
、
観
光
の
ダ
ボ
ス
会
議
と
呼
ば
れ

て
い
る
、
世
界
旅
行
協
議
会
（
Ｗ
Ｔ
Ｔ
Ｃ
）
「
明
日
へ
の

ツ
ー
リ
ズ
ム
賞
」
の
最
終
選
考
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
こ
と

で
、
海
外
の
旅
行
会
社
の
信
用
を
得
て
、
さ
ら
に
知
名
度
も

上
が
っ
た
。

熊
野
古
道
は
様
々
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
よ
っ
て

徐
々
に
知
名
度
が
高
ま
っ
て
き
た
が
、
「
来
た
い
」
け
れ
ど
、

ど
う
旅
を
組
み
立
て
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
と
い
っ
た
声

も
ま
だ
ま
だ
多
か
っ
た
。
つ
ま
り
外
国
人
観
光
客
を
熊
野
へ

運
ぶ
仕
組
み
が
な
く
、
そ
の
手
配
を
し
な
く
て
は
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
が
増
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
、
気
付
い
た
の
で
あ
る
。

大
手
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
で
は
運
ぶ
仕
組
み
が
作
れ
な

い
、
だ
か
ら
着
地
型
旅
行
会
社
を
つ
く
っ
た

熊
野
は
個
人
経
営
の
小
さ
な
宿
が
多
く
、
大
手
の
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
や
旅
行
サ
イ
ト
は
契
約
し
て
く
れ
な
か
っ
た
。
だ

か
ら
海
外
在
住
の
観
光
客
は
熊
野
へ
ど
う
旅
行
し
た
ら
い
い

か
わ
か
ら
な
い
、
行
っ
て
み
た
い
け
れ
ど
、
行
き
方
が
わ
か

ら
な
い
と
い
う
観
光
地
に
な
っ
て
い
た
。

多
田
会
長
「
小
さ
い
宿
に
個
人
の
客
１
名
２
名
の
手
配
を

し
て
も
、
た
い
し
た
手
数
料
に
は
な
ら
な
い
。
だ
が
そ
の
た

め
に
メ
ー
ル
で
何
度
も
や
り
と
り
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り
立
た
な
い
。

で
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
目
指
し
て
い
る
限
り
、
こ
の
問
題

は
避
け
て
は
通
れ
な
い
。
実
は
旅
行
会
社
を
作
り
た
か
っ
た

わ
け
で
は
な
く
、
追
い
込
ま
れ
て
や
る
し
か
な
い
、
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
と
い
っ
た
ほ
う
が
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

観
光
客
を
運
ぶ
仕
組
み
と
観
光
を
売
る
仕
組
み
を
セ
ッ
ト

に
す
る
た
め
に
、
熊
野
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー
を
始
め
て

５
年
目
の
２
０
１
０
年
７
月
に
、
第
２
種
旅
行
業
を
取
得
し

た
。
旅
行
業
種
第
２
種
の
許
可
に
必
要
な
自
己
資
金
、
約

１
０
０
０
万
円
は
役
員
や
企
業
か
ら
も
お
金
を
集
め
て
確
保

し
た
。

「
旅
行
者
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
な
ぐ
リ
ザ
ベ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
」
＝
旅
行
業
と
し
て
の
ビ
ュ
ー
ロ
ー

熊
野
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
目
指
し
て
い
る
観
光
地

の
姿
は
、
旅
人
に
愛
想
が
い
い
の
は
宿
の
人
だ
け
、
と
い
う

観
光
地
で
は
な
く
、
生
活
し
て
い
る
人
も
嬉
し
く
な
っ
て
、

訪
ね
て
き
た
人
に
優
し
く
出
来
る
よ
う
な
、
よ
り
質
の
高
い

観
光
地
で
あ
る
。

観
光
客
か
ら
み
た
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
い
い
と
こ
ろ
は
、

・
Ｆ
Ｉ
Ｔ
に
対
応
で
き
る

・
旅
行
手
配
（
宿
泊
や
体
験
ツ
ア
ー
、
移
動
方
法
な
ど
）

が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
で
き
る

・
市
や
県
域
を
越
え
た
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る

・
現
地
情
報
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
た
き
め
細
か
い

サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る

地
域
か
ら
み
て
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
い
い
と
こ
ろ
は
、

・
手
荷
物
搬
送
の
よ
う
な
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
と
雇
用
を
生

ん
で
い
る
（
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
持
っ
て
で
は
古
道
を
歩

け
な
い
の
で
宿
ま
で
運
ぶ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）

・
地
元
で
手
配
す
る
こ
と
で
、
手
数
料
が
地
元
に
と
ど
ま

る
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現
在
、
熊
野
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
は

１
７
人
。
う
ち
３
人
が
案
内
所
で
英
語
で
案
内
を
し
て
い
る
。

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
担
当
者
等
を
除
く
８
人
は
オ
フ
ィ
ス
で
旅

の
予
約
の
対
応
に
あ
た
る
。
地
域
の
宿
の
手
配
は
電
話
な
の

で
、
予
約
が
入
っ
た
ら
連
絡
と
い
う
や
り
方
で
在
庫
を
持
た

ず
、
宿
の
ロ
ス
を
な
く
す
よ
う
に
し
て
い
る
。
予
約
だ
け
で

な
く
旅
行
日
程
を
組
ん
だ
り
も
し
て
い
る
の
で
、
か
な
り
の

マ
ン
パ
ワ
ー
を
費
や
し
て
い
る
。
ス
タ
ッ
フ
に
は
英
語
が
堪

能
な
人
が
多
く
、
中
心
に
な
っ
て
い
る
の
は
３
０
代
女
性
。

田辺市観光センター 外観
（写真提供：田辺市熊野ツーリズムビューロー）

田辺市観光センター 内観（接客）
（写真提供：田辺市熊野ツーリズムビューロー）

田辺市観光センター 内観
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世
界
遺
産
登
録
直
後
の
頃
と
現
在
を
比
較
し
て
み
る
と
、

熊
野
を
訪
れ
た
観
光
客
数
に
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
変
化
は
な

い
。
し
か
し
観
光
の
形
態
に
は
変
化
が
起
き
て
い
る
。
古
道

を
歩
く
観
光
客
は
団
体
か
ら
個
人
に
変
化
し
て
き
て
お
り
、

ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
利
用
者
も
外
国
人
が
７
５
％
を
占
め
て
い
る
。

１
０
年
で
こ
こ
ま
で
外
国
人
観
光
客
を
呼
び
込
む
こ
と
に

成
功
し
た
多
田
会
長
は
、
そ
れ
で
得
た
意
外
な
収
穫
に
つ
い

て
こ
う
語
る
。
「
質
を
高
め
よ
う
と
努
力
し
て
、
目
的
意
識

を
持
っ
て
訪
れ
る
観
光
客
を
呼
び
込
む
努
力
を
し
て
い
た
ら
、

住
む
人
の
意
識
が
変
わ
っ
て
き
た
の
で
す
。
こ
ん
な
山
の
中
、

と
思
っ
て
い
た
の
が
、
遠
い
外
国
か
ら
こ
ん
な
に
人
が
来
て

く
れ
る
と
こ
ろ
な
ん
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
地
元
の
人
た

ち
の
誇
り
が
再
構
築
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
と
て
も
大
き
な

収
獲
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」

変
わ
っ
た
の
は
住
む
人
の
意
識
だ
け
で
は
な
い
。
（
注
）

観
光
行
政
、
交
通
機
関
、
宿
泊
業
界
、
旅
行
業
界
だ
け

で
な
く
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
飲
食
店
、
ガ
イ
ド
団
体
、
地
域
住
民
、

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
、
農
林
漁
業
、
地
場
産
業
、
教
育
関
係
、
消

防
、
商
工
会
議
所
な
ど
み
ん
な
が
関
わ
る
街
に
な
っ
て
き
て

い
る
。

み
ん
な
で「
今
だ
」と
思
う
タ
イ
ミ
ン
グ
を
図
っ
て
や
っ

て
き
た

多
田
会
長
「
こ
こ
ま
で
う
ま
く
い
っ
た
の
は
、
熊
野
の
神

様
の
お
か
げ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
が
う
ま
く
合
っ
て
い
く
。
熊
野
の
、
人
を
受
け
入
れ
る

気
持
ち
が
優
し
い
の
で
、
順
調
に
い
っ
た
部
分
も
大
き
い
と

思
う
。

た
だ
チ
ャ
ン
ス
は
一
瞬
な
の
で
、
あ
と
か
ら
追
い
か
け
て

も
難
し
い
。
こ
こ
、
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
は
逃
し
て
こ
な

か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
早
す
ぎ
て
も
遅
す
ぎ
て
も
ダ
メ
。

こ
と
を
起
こ
す
な
ら
今
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
を

見
つ
け
る
感
度
は
あ
り
ま
し
た
。
で
も
そ
う
い
う
時
は
、
た

い
て
い
一
人
が
そ
う
思
う
の
で
は
な
く
、
み
ん
な
が
感
じ
、

動
い
て
来
ま
し
た
。

（ 

注 

）例
え
ば
、

１
．「
道
普
請
（
み
ち
ぶ
し
ん
）」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
け
で

な
く
、
地
域
の
企
業
が
補
修
に
使
う
土
代
を
支
払
う

な
ど
し
て
、
皆
が
つ
な
が
っ
て
い
く
。

２
．「
語
り
部
ジ
ュ
ニ
ア
の
育
成
」
子
ど
も
の
語
り
部
。

市
内
の
小
中
学
校
で
総
合
教
育
の
一
環
と
し
て
、
自

分
の
校
区
を
通
る
古
道
に
つ
い
て
説
明
を
す
る
試
み
。

３
．「
棚
田
の
整
備
」
Ｉ
タ
ー
ン
で
熊
野
に
移
り
住
ん
だ

人
が
、
棚
田
で
米
を
作
っ
て
い
る
。
耕
作
放
棄
地
対

策
で
は
あ
る
が
、
米
作
よ
り
も
景
観
維
持
を
目
的
と

し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

４
．「
消
防
の
協
力
」
古
道
を
下
見
し
て
、
観
光
客
が
迷

い
そ
う
な
と
こ
ろ
を
事
前
に
確
認
。
広
域
消
防
の
電

話
交
換
は
２
４
時
間
５
か
国
語
対
応
の
通
訳
を
配
置
。

５
．「
学
生
同
士
の
国
際
交
流
」
半
官
半
民
の
旅
行
業
者

の
立
場
を
活
か
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
修
学
旅
行

生
と
地
元
の
中
学
生
と
の
交
流
を
セ
ッ
ト
（
授
業
だ

け
で
な
く
、
給
食
を
い
っ
し
ょ
に
食
べ
た
り
す
る
）
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悩
ん
だ
ら
周
り
に
話
し
て
反
応
を
確
か
め
る
。
私
の
場
合

は
、
市
の
観
光
関
係
の
人
や
宮
司
さ
ん
や
議
員
さ
ん
、
熊
野

の
キ
ー
マ
ン
に
な
っ
て
い
る
人
に
話
し
て
い
ま
し
た
ね
。
い

ろ
ん
な
立
場
や
多
方
面
の
人
に
自
由
に
聞
け
る
こ
と
も
、
熊

野
の
風
土
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
強
み
に
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
」

世
界
を
相
手
に
市
が
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ
た

５
つ
の
市
町
村
が
合
併
し
た
田
辺
市
で
、
「
熊
野
」
と
い

う
ブ
ラ
ン
ド
を
使
っ
て
外
国
人
に
文
化
を
伝
え
る
こ
と
を
柱

に
し
た
観
光
振
興
に
取
り
組
め
た
理
由
に
つ
い
て
、
多
田
会

長
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
世
界
遺
産
と
い
う
冠
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
決
め
方
に
も

大
き
く
役
立
ち
ま
し
た
。
日
本
国
内
の
観
光
客
だ
け
を
想
定

し
て
い
た
ら
、
方
法
は
違
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
た
で
し
ょ

う
。
言
え
る
事
は
、
世
界
を
相
手
に
し
た
こ
と
で
み
ん
な
同

じ
方
向
を
向
き
、
ま
と
ま
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で

す
」

WTTC 授賞式
（写真提供：田辺市熊野ツーリズムビューロー）

熊野古道を含む熊野のツーリズム 

団体：一般社団法人 田辺市熊野ツーリズムビューロー
住所：和歌山県田辺市湊 1-20 田辺市観光センター内
電話：0739-26-9025
HP：http://www.tb-kumano.jp/

お話を聞いたのは：熊野ツーリズムビューロー 会長 多田 稔子 氏
事務局長 村本 真人 氏
事務局次長 坪井 伸仁 氏
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海外展開・インバウンド向けの地域ブランド
創生の取り組み状況や傾向の説明

実態解説編

81
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～
『
九
州
地
域
の
「
地
域
団
体
商
標
」
取
得
団
体
ア
ン
ケ
ー
ト
』
か
ら
～

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
取
得
・
運
用
の
ポ
イ
ン
ト
と
海
外
展
開
の
実
態

九
州
地
域
（
７
県
）
に
お
け
る
「
地
域
団
体
商
標
」
の
取
得
団
体
を
対
象
に
、
地
域
団
体
商
標
登
録
後
の
活
用
状
況
や
今
後
の
活
動
ビ
ジ
ョ
ン
・
方
針
等
に
つ
い

て
の
現
状
を
把
握
し
、九
州
全
体
で
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
創
生
や
知
財
経
営
の
い
っ
そ
う
の
活
性
化
の
実
現
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、『
九
州
地
域
の
「
地
域
団
体
商
標
」

取
得
団
体
ア
ン
ケ
ー
ト
』
を
実
施
し
ま
し
た
。

調
査
対
象
は
、
平
成
２
８
年
１
１
月
末
時
点
に
お
い
て
、
地
域
団
体
商
標
に
登
録
し
て
い
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
有
し
て
お
り
、
か
つ
九
州
地
域
に
所
在
す
る

６
９
団
体
と
し
、
４
９
団
体
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
を
得
ま
し
た
。
以
下
は
、
そ
の
結
果
の
抜
粋
で
す
。

な
お
、
地
域
団
体
商
標
取
得
か
ら
の
経
過
年
数
は
回
答
者
に
よ
っ
て
異
な
り
、
集
計
に
は
取
得
か
ら
さ
ほ
ど
時
間
が
経
過
し
て
い
な
い
団
体
も
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
を
付
記
し
ま
す
。
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取得した地域団体商標の活用法

取得した地域団体商標の活用法について尋ねたところ、出願の最重視理由ごとに傾
向が分かれています。「知名度向上」を最重視理由にするグループでは、「ＰＲ用ポス
ター・パンフレット等に記載」（87.0%）、「関係ホームページに掲載」（69.6%）、「商
品に記載」（65.2%）、「テレビ、新聞、雑誌等でＰＲ」（56.5%）等、消費者の直接目
に触れる複数の媒体に活用する傾向が強くなっています。
「模倣品対策」を最重視の理由にするグループでは、複数の媒体での PR での活用

は少なく、特に「関係ホームページに掲載」（28.6%）や「テレビ、新聞、雑誌等で
ＰＲ」（14.3%）の利用が少なくなっています。また、「商品にシール、タグ等で貼付」

（42.9%）が多くなっているのが、「模倣品対策」を最重視の理由にするグループの特
徴です。

地域団体商標を出願した理由

地域団体商標を出願した理由について尋ねたところ、「商品・役務の知名度向上」
（71.4%）、「模倣品対策に期待」（59.2%）の 2 つが出願した主な理由となっています。

中でも最重視した理由としては、上記の主な理由と同様に、「模倣品対策に期待」
（42.9%）、「商品・役務の知名度向上」（34.7%）の 2 つが多くなっています。

「組合員のモチベーション向上」（40.8%）や「商品・役務の売上増」（36.7%）とい
う理由は、出願理由としては 1 ／ 3 以上の回答を得ていますが、最重視の出願理由
とはなっていません。

地域団体商標登録によって得られた効果

地域団体商標登録によって得られた効果について尋ねたところ、「商品・役務のＰ
Ｒ実現」（60.4%）、「模倣品対策に効果あり」（41.7%）と、「組合員のモチベーション
向上」（41.7%）の３つが多くなっています。

中でも最大の効果としては、「地域団体商標に出願した理由」と同様に、「商品・役
務のＰＲ実現」（33.3%）、「模倣品対策に効果あり」（20.8%）が多くなっています。

特に、地域団体商標登録によって得られた効果と比べ、「新顧客を獲得」（2.1%）、「組
合員のモチベーション向上」（6.3%）が、最大の効果で少なくなっているのが特徴です。
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＜地域ブランドとしての価値が高まった＞ ＜地域が全国的に知られていると思うか＞
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権利行使の状況

地域団体商標の権利行使の状況について尋ねたところ、全体では「問題なし（権利行使なし）」
（54.5%）が最も多く、「模倣品撲滅に成功（差止請求）」（15.9%）と、「模倣品に対応中（裁
判にて係争等）」（2.3%）を合わせても権利行使の割合は 20％を下回っています。最重視の出
願理由が「模倣品対策」の地域であっても、権利行使の割合は全体とも大きな差がありません。

最重視の出願理由が「模倣品対策」の地域で最も多いのは、「模倣品の実態が不明」（57.1％）
で 6 割近くになっています。この中には、模倣品を意識しているものの、模倣品がどこで売
られているのか、誰がつくっているのかということが不明で、権利行使に移れない地域もあ
ると見られます。

地域団体商標登録後のメディア露出の傾向

地域団体商標登録後にどのようなメディアで取り上げられたかを尋ねたところ、露出が最
も多いのは「地元紙」（63.6%）で、「地方ＴＶ局」（50.0%）が続き、地元メディアが多くなっ
ています。全国向けで最も多いのは、「業界誌」（40.9%）となっています。

最も効果のあったメディアは、地元メディアでは「地元紙」（21.4%）、「地方ＴＶ局」（19.0%）、
全国では「全国ネットのＴＶ局」（19.0%）が上位となっています。それぞれ 20％前後で、ほ
ぼ同じ水準になっています。

地域団体商標登録・活用で変わった点

主に国内市場で、地域団体商標登録・活用により地域ブランドとして変わった点につい
て尋ねたところ、＜ブランド価値の高まり＞を見ると、ブランド価値は「十分に高まった」

（16.3％）と「多少は高まった」（40.8％）を加えると、半数以上が地域ブランドとしての価
値が高まったとしています。

一方、＜全国的な知名度＞を見ると、「十分知られている」（18.4%）と「多少知られている」
（63.3%）を加えると 8 割超となっていることから、全国的な知名度はある程度あるとしなが
らも、ブランド価値の高まりは今後の課題という地域があることが分かります。
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＜インバウンドで成果を上げているか＞

＜地理的表示（GI）への登録意向＞

＜海外展開で成果を上げているか＞

＜別商品の地域団体商標登録意向＞
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海外商標出願の意向

地域団体商標登録商品の海外での商標出願についてどう考えるかについて尋ねたところ、
「出願等は不要」が 63.0％と最も多いものの、「出願検討中（未準備）」21.7％、「商標登録済」
（6.5%）、「出願準備中」（2.2%）とを合わせた出願意向があるグループは 3 割を超え、海外で
の商標出願に対する積極性もうかがえます。

海外展開、インバウンドでの成果

海外展開やインバウンドで成果を上げているかについて尋ねたところ、どちらも「意識し
て取り組んでおり、成果獲得」が、それぞれ 10％超、6％超にすぎません。
「取り組みたいが、取組未実施」については、インバウンドで 34.7% と、海外展開の

28.6% よりも 6.1 ポイント高くなっており、インバウンドへの対応意欲はあるものの、まだ
取組に着手していない地域が多くなっています。

一方、「取り組む予定がない」については、両方とも 4 割近くになっています。

地理的表示（GI）・新規の地域団体商標の登録意向

地域団体商標以外の地域ブランド関連の知財である地理的表示（GI）への登録意向ついて
尋ねたところ、「登録済み」（6.1%）と「是非登録したい」（4.1%）をあわせて 10％程度で、「登
録する方向で検討中」（8.2%）を含めても 20％弱となっており、地域団体商標と地理的表示（GI）
の両方を取得するケースは、少数にとどまっていると見られます。

今後、地域団体商標等を取得したい商品はあるかについては、「検討中」（4.3%）もしくは「あ
る」（6.4%）を合算しても 11％弱と、複数の商品の地域団体商標を取得しようとしている地
域は少数派にとどまっています。

今後の地域団体商標の更新意向

地域団体商標の有効期限が来たときの権利更新意向について尋ねたところ、全体では「更
新不要」が僅か 5.3％となっており、地域団体商標の更新意向が高くなっています。

最重視していた効果が実際に見られたかの回答結果別に見たところ、「最大の効果があった」
層では、「更新済み」（23.5%）と「更新予定」（47.1%）とで 7 割以上となっています。「効
果がなかった」層でも、「更新済み」（33.3%）と「更新予定」（16.7%）とで半数となっており、
地域団体商標の更新の必要性が認識されています。
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取
組
の
推
進
組
織
の
形
成
が
な
か
な
か
う
ま

く
い
き
ま
せ
ん
。

地
域
ブ
ラ
ン
ド
創
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は
日
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の
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み
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が
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で
あ
り
、
日
ご
ろ
か
ら
地
域
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外
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な
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ら
着
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し
て
い

く
こ
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で
す
。
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推
進
力
と
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る
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推
進
組
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ま
ず
は
意
欲
や
覚
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て
取
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組
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ア
メ
ン
バ
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始
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メ
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く
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や
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Ｒ
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ブ
ラ
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値
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ら
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あ
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。
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な
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Ｒ
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ら
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取
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入
れ
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、
バ
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、
消
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Ｒ
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。
バ
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手
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ま
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れ
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あ
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さ
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入
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れ
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ラ
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迎
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れ
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ら
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な
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ェ
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光
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あ
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入
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し
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ら
れ
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取
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プ
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な
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。
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ｐ
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②
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取組に当たっての相談先等

実践情報編

89
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【福岡県】

公益財団法人福岡県中小企業振興センター Tel：092-622-0035（8:30~17:15）
福岡県福岡市博多区吉塚本町 9-15 福岡県中小企業振興センタービル 6 階

 一般社団法人福岡県発明協会 Tel：092-409-5928（8:30~17:00） 
福岡県福岡市博多区吉塚本町 9-15 福岡県中小企業振興センタービル 11 階

公益財団法人北九州産業学術推進機構 Tel：093-873-1432（9:00~17:00）
福岡県北九州市戸畑区中原新町 2-1 北九州テクノセンタービル 1 階

【佐賀県】
公益財団法人佐賀県地域産業支援センター Tel：0952-30-8191（8:30~17:15）

佐賀県佐賀市鍋島町八戸溝 114 佐賀県地域産業支援センター内

【長崎県】
一般社団法人長崎県発明協会 Tel：0957-52-1144（9:00~17:45） 

長崎県大村市池田 2-1303-8 長崎県工業技術センター内

【熊本県】
一般社団法人熊本県工業連合会 Tel：096-285-8840（8:30~17:15） 

熊本県熊本市東区東町 3-11-38 熊本県産業技術センター内

【大分県】
一般社団法人大分県発明協会 Tel：097-596-6171（8:30~17:00） 

大分県大分市高江西 1-4361-10 大分県産業科学技術センター内

【宮崎県】
一般社団法人宮崎県発明協会 Tel：0985-74-3956（8:30~17:15） 

宮崎県宮崎市佐土原町東上那珂 16500-2 宮崎県工業技術センター 2 階

【鹿児島県】
公益社団法人鹿児島県工業倶楽部 Tel：099-295-0270（8:30~17:15） 

鹿児島県鹿児島市名山町 9-1 鹿児島県産業会館中 2 階

九州農政局 知的財産相談窓口 Tel：096-211-9111（内線 4397）
熊本県熊本市西区春日 2 丁目 10 番 1 号

地理的表示保護制度活用支援 中央窓口 Tel：0120-954-206（10:00~17:00）
ＧＩサポートデスク：http://www.fmric.or.jp/gidesk/

日本弁理士会 九州支部 Tel：092-415-1139
福岡県福岡市博多区博多駅前 2 丁目 1 番 1 号 福岡朝日ビル 8 階

弁護士知財ネット九州・沖縄地域会 Tel：092-736-1550
福岡県福岡市中央区天神 1-6-8 天神ツインビル 7F

独立行政法人工業所有権情報・研修館
海外知的財産プロデューサー Tel：03-3580-6949

東京都千代田区霞が関 3-4-3 特許庁庁舎 2 階

九州内の知財総合支援窓口

農林水産分野の知的財産に関する相談窓口

専門家に相談するには
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【本部】
日本貿易振興機構（ジェトロ） Tel：03-3582-5511 

東京都港区赤坂 1 丁目 12-32 アーク森ビル

【福岡県】

ジェトロ福岡 Tel：092-741-8783
福岡県福岡市中央区天神 1-11-17 福岡ビル 4 階

ジェトロ北九州 Tel：093-541-6577 
福岡県北九州市小倉北区浅野 3-8-1 AIM ビル 8 階

【佐賀県】
ジェトロ佐賀 Tel：0952-28-9220

佐賀県佐賀市白山二丁目 1 番 12 号 佐賀商工ビル４階

【長崎県】
ジェトロ長崎 Tel：095-823-7704 

長崎県長崎市桜町 4-1 長崎商工会館 9 階

【熊本県】
ジェトロ熊本 Tel：096-354-4211 

熊本県熊本市中央区横紺屋町 10 熊本商工会議所 3 階

【大分県】
ジェトロ大分 Tel：097-513-1868 

大分県大分市東春日町 17-19 大分ソフィアプラザビル 4 階

【宮崎県】
ジェトロ宮崎 Tel：0985-61-4260 

宮崎県宮崎市錦町 1-10 宮崎グリーンスフィア壱番館（KITEN）3 階

【鹿児島県】
ジェトロ鹿児島 Tel：099-226-9156

鹿児島県鹿児島市名山町 9-1 鹿児島県産業会館 6 階

【福岡県】
福岡県よろず支援拠点 ( 公益社団法人福岡県中小企業振興センター ) Tel：092-622-7809

福岡県福岡市博多区吉塚本町 9-15 福岡県中小企業振興センタービル 6F

【佐賀県】
佐賀県よろず支援拠点 ( 公益社団法人佐賀県地域産業支援センター ) Tel：0952-34-4433

佐賀県佐賀市鍋島町八戸溝 114 公益財団法人佐賀県地域産業支援センター内

【長崎県】
長崎県よろず支援拠点 ( 長崎県商工会連合会 ) Tel：095-828-1462

長崎県長崎市桜町４－１ 長崎商工会館 9 階

【熊本県】
熊本県よろず支援拠点 ( 公益社団法人くまもと産業支援財団 ) Tel：096-286-3355

熊本県上益城郡益城町大字田原 2081 番地 10

【大分県】
大分県よろず支援拠点 ( 公益社団法人大分県産業創造機構 ) Tel：097-537-2837

大分県大分市東春日町 17-20 ソフトパークセンタービル 2F

【宮崎県】
宮崎県よろず支援拠点 ( 公益社団法人宮崎県産業振興機構 ) Tel：0985-74-0786

宮崎県宮崎市佐土原町東上那珂 16500 番地 2 公益財団法人宮崎県産業振興機構内

【鹿児島県】
鹿児島県よろず支援拠点 ( 公益社団法人かごしま産業支援センター ) Tel：099-219-3740

鹿児島県鹿児島市名山町 9 番 1 号 鹿児島県産業会館 2F

【特許庁】
海外展開等に関する知財関連支援策

http://www.jpo.go.jp/sesaku/sesaku/chushou/index.html

海外展開の相談窓口

経営全般に関する相談窓口
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